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　　　一章　ウルスラの再会







　聖堂で高きところにおられる御方を見て、いつも思うことがある。

　両手を広げて十じゆう字じ架かにかけられたこの聖者の姿勢は、何か別のものに似ていると。

　諸もろ人びとの罪を背負われて処しよ刑けいされたこの御方は、だけど別の何かをされようとしているように思えるのだ。

　そんなことを考えていた彼かれの前で、跪ひざまずいて祈いのりを捧ささげていた修道女がいる。

　とても古い歴史を持つ教会の礼拝所には、しかし最新の様式であるステンドグラスの窓がはめこまれていた。そこから差さしこむ光は木こ漏もれ日びのようだ。森を模して創られているのだと聞いた覚えがあった。いつもこういう教会にくるとそれを思い出す。

　ふと、思う。

　あの聖女は、この荘そう厳ごんにして創られた森の光の中で立つ修道女のような、そんな人だったのではないかと。

　後ろ姿だけしか見えない。名前しか知らない。あの女と同じく聖女の名前を持つ修道女の背中を見て、どうしてか彼かれはそんなことを考える。

　祈いのりの姿を観みるのなんてありふれたことだ。それなのにこんなことを考えてしまう。

　いや。

（この人が、その人だという確証もないのか）

　この時間に、この場所にいるのではないか、そう聞いてここに来たに過ぎない。

「よろしいですか？」

　彼かれがそう言ったのに応じるように、修道女は祈いのりを終えて立ち上がってこちらを見た。

「お前…………」

　その修道女は、美しかった。

　頭ず巾きんから見える金きん髪ぱつはまるで白金から創りだされた細工のようで、青い眼めは空の一部をくり抜ぬいて象ぞう嵌がんされたかと思わせた。それらから組み合わされた顔の造作は古代神話の女め神がみさながらであった。これほどの美しい女を、彼かれは、アルナルドは、かつて一度しか見たことがない。

　彼かれが硬こう直ちよくしたのは、その修道女があまりに美しかったから──では、ない。

「貴女あなたは…………」

　修道女はアルナルドを見て、ふっと微笑ほほえんだ。見た者が永えい劫ごうの旅に飽あいた者であろうとも魂たましいを癒いやされるかのような、そんな心地ここちにさせる微笑ほほえみだ。

「……………ッ」

　アルナルドが一歩下がったのは、修道女が微笑ほほえんだからだ。ありえないものを見たと、そう思ったからだ。

　かつて見た時、最初に戦場で見えた時にも、最後に挑いどんだ時にも、あいつは、あの怪かい物ぶつは、あの──聖女の名を持つ悪あく魔まは、感情の欠片かけらもない顔で彼かれを見ていたからだ。

　自然と腰こしの剣けんに手が伸のびた。

「お前、お前は……ウルスラ、か？」

　それは遠い時代の聖女の名前だ。

　かつての彼かれの仲間を殺し、軍団を屠ほふり、戦場を蹂じゆう躙りんし、戦争を終わらせた悪あく魔まのことだ。

　修道女ウルスラは、その悪あく魔まと同じ、戦せん鬼きウルスラと呼ばれた女と、同じ顔をしていた。

　そして、同じ形の唇くちびるを動かした。

「違ちがいます」




　　　◆　◆　◆




「駄だ目めですね。適当な仕事はありません」

「マジかよ……」

　カフェの奥おく、カウンター席の向こう側からそう告げられてアルナルドは意い気き消しよう沈ちんした。

「どうでもいいような仕事はそれなりにありますが、あなたは仮にも剣匠マエストロですからねえ。その格の人間にそんな三下の仕事をやらせるわけにはいきません。それが決まりですので」

「そんな決まりはくそっくらえだ」

　投げやりにそう答え、アルナルドは一いつ瞬しゆんだけ出口へと向かう素そ振ぶりをしてからカウンターの、今度はカフェの責任者へと向きなおる。

「なんかくれ。こっちは珈琲コーヒーの本場なんだろ？　それなりのもんがあるんじゃないのか？」

「そんなもの、本土のカフェのためにみんな売ってしまってますよ」

　陶とう製せいのカップを磨みがきながら、ふとっちょの男がそう答える。

　その隣となりに立っていた事務のお姉ねえさんが頭を下げる。

「あと、ここは貿易の中ちゆう継けい地ちでしたので。珈琲コーヒーの産地はもう少し東です」

「新大陸だからって何処どこでも珈琲コーヒーを作っているわけじゃあないんですぜ、剣匠マエストロ」

「うっせーよ。あと剣匠マエストロって嫌いや味みに言うんじゃねー」

　アルナルドはそう言って、その後で溜ため息いきを吐ついてから適当なものを頼たのむ。

　高い豆はないが、安物ならある、と言われてそれにした。

（なんで新大陸くんだりまできて、やっすい珈琲コーヒー飲まなきゃいけないのかね……）

　それはさすがに、口には出さなかったけれど。

　アルナルドが本土から新大陸に来たのには、大した意味はない。

　新大陸は珈琲コーヒーの産地だと聞いて、それでぼんやりと考えてここに来ることに決めた──その程度の話である。そしてこの『赤熊団』の事務所兼カフェで仕事を求めたわけであるが。

「こっちはまだ景気いいって聞いてたんだがなあ……」

　安物の珈琲コーヒーの、それでも何処どこか人を安心させる薫かおりを楽しみながら、そんなことをぼやいた。

「それは戦争が終わるまでの話です」

　事務員の女性が相席に腰こし掛かけた。

「そういうこと、今ここで言われてもなあ……」

「失礼ながら剣匠マエストロ、あなたは少し捨て鉢ばちになっていませんか？」

　それには答えず、無言で珈琲コーヒーを口に含ふくむ。安物というが悪くないと思った。

「本土はなあ……もう俺おれみたいな剣けん士しとか時じ代だい遅おくれなんだよ」

「みたいですねえ」

　事務員さんは、軽く相あい槌づちを打つ。

　もしかしたら、同様の愚ぐ痴ちは聞き慣れているのかもしれない。本土に居場所がなくて、なんとなく新大陸に来たという剣けん士しは他にもいるのだろう。

「ですが魔ま導どうとかそういうものは、こちらでは伝聞でしか聞きませんからねえ……」

「あと十年もすれば、こちらに波は及きゆうするんじゃねーかな」

　そんなにかからないかもしれない──けど意外と早いのだろうなあ、とは思う。

　あいつらが生まれてから戦場に現れ、戦場を闊かつ歩ぽして、戦場を荒こう廃はいさせるまでに至った時間は、アルナルドの体感からすれば実に短い期間での出来事だ。

　実際はもっと前から存在していたのだろうし、戦争を終わらせたのもそれ以外の要素は多くあったのだろうけど、彼かれにとって、奴やつらこそが何もかもを終わらせた悪あく魔まだった。

（いや、戦争が終わったことには感謝しないといけないんだろうな。本当は……）

　地に平和を。人には愛を。

　そう考える程度には、アルナルドは常識的だった。剣けん士しを未いまだ続けているのは、それしか能がない、それだけのことでしかない。

　ふと顔を上げると、カウンターの奥おくでふとっちょと少年が何か話しているのが見えた。珈琲コーヒーの豆の入った袋ふくろを分けている。駄だ賃ちんのついでだ、というのが聞こえた。

「……で、あんたはなんでそこに座すわっているわけ？」

　珈琲コーヒーをもう一口すすり、まるでたった今気づいたという風に聞いた。

「たった今、仕事が入ったんです。剣匠マエストロが受けられるものが」

「ほう────」

「それで、これを読んでください」

　円いテーブルの上に羊皮紙を広げた。本土では木製の紙が広まりだしていて、羊皮紙は最近はなかなか見ない。久しぶりに見た、と思った。思ってからアルナルドは目を細める。

「魔ま術じゆつ師し……か。しかし──邪じや霊れい寄せ、というやつかな、これは」

　聞かないなあ、と呟つぶやいた。

「本土でも聞きませんか？」

「今時、それを使う魔ま術じゆつ師しってのがな。確か随ずい分ぶんと古い魔ま術じゆつだな。二百年戦争の初期ならまだしも、最近は何処どこも使わないだろ。新大陸の魔ま術じゆつ師しは違ちがうのか？」

「新大陸でも、ですよ。そのような術があるという記録はありますが」

「だよなあ」

　今時は田舎いなかの魔ま術じゆつ師しだって使わないだろう。師し匠しようがそんなことを言っていたと思いだす。

「破り方も聞いたんだけど、そんなの考えなくていいって言われたんだよな……」

　理由は聞いてないが、どうせ誰だれも使わない術だから、ということかもしれない。

「ええと、森の向こうの古代遺い跡せきで、そこの管理人に魔ま術じゆつ師しが目もく撃げきされて……よく邪じや霊れい寄せとか知ってたな……遺い跡せきとかあんのか？」

「ありますが、古代帝てい国こく時代のそれですよ。本土にはまだいっぱい残っているでしょう」

「ああ、ああいうね。そういえば……ここは帝てい国こくの植民都市だったんだな」

「その都市の中心部は森の向こうでしたけど。砂さ漠ばくが広がって海岸の方に移動したんです」

「へー。まあ俺おれも来たばかりだからな。全然知らんかったわ」

　それで依い頼らい書しよを読むと、その魔ま術じゆつ師しから話を聞いて邪じや霊れい寄せをやめさせてほしい──と。

「消極的だな？」

「本土じゃありませんから。不ふ審しん者しやは即そく殺害なんてことにはなりませんので」

「本土でもそこまではやんねーよ」

　だけど、ここまで悠ゆう長ちように……ということもしない。しない、と思う。

「……魔ま術じゆつ師しが不ふ審しんなことをしてたら、そりゃ討とう伐ばつ対象になる可能性は高いだろうけど……」

　戦争中だと、この手の話は噂うわさにしてもなんらかの陰いん謀ぼうを疑う事例であった。どこかの国の間者を目もく撃げきした誰だれかがそれを魔ま術じゆつ儀ぎ式しきと誤解してとか。あるいは儀ぎ式しきであるにしても、もっと別のものであったのだとか。

（いや、それはないか）

　つい戦争中の考え方をしたが、この街でそういうことが起きるというのは考えにくい。

「最近は本土から流入してくる元兵士のせいで、些いささか物ぶつ騒そうではあるんですけどねえ」

「あー、それはすまんこって……」

「いえ。剣匠マエストロは氏うじ素す性じようがはっきりしていますので……しかし、気をつけてくださいよ。最近も昔の遺い恨こんだなんだのというので、揉もめ事ごとがあったので」

「ふーん。まあ、気をつけとくわ」

　正直、どういう風に気をつけたらいいのかということはさっぱり解わからないが、辺境の街だからとのどかに過ごせるわけではないらしい。

　アルナルドは珈琲コーヒーを飲み干すと、羊皮紙を取り上げて立ち上がる。

「んじゃ、早さつ速そく片づけてくるわ」

「あ、え──お一人ひとりで行かれるのですか？」

　怪け訝げんな顔で尋ねる事務員に、アルナルドはこちらも不可解だという顔で答える。

「そりゃ、当たり前だろ。魔ま術じゆつ師しの一人ひとりくらいならどうとでもなるし」

「駄だ目めです」

　事務員も立ち上がった。

「魔ま術じゆつ師しが絡からんだ事例では、必ず師し範はん級以上の剣けん士しと修道士かそれに準じる者たち二人ふたり組ぐみ以上で応じなくてはいけません」

「修道士と剣けん士し──今時、そんなこと真ま面じ目めにやってるところなんて……」

「うちは、そうなんです」

　あまりに固かたい対応にアルナルドが閉口していると、事務員は店の奥おくから出てきた少年に声をかけていた。話をしているのが聞こえるが、どうも案内を頼たのむとかそういう類のことらしい。

「すまないねえ、剣匠マエストロ。それが決まりなんで」

　カウンターの向こうからふとっちょの男がそう言った。

　アルナルドは顔をしかめる。

「……そんなきまり、くそっくらえだ」




　案内役の少年は「マルタ」と紹しよう介かいされた。

　聖典に載のっている聖女の名前だった──つまり、少女だ。

「よろしくね、剣匠マエストロ」

「よろしくな」

　アルナルドは基本的に女には優やさしくすることにしている。もう少し歳としがいっていれば今晩どうだい、などと声をかけるところだったが、マルタは一見しただけだと少年と見み紛まがうほどの──つまりはやせっぽちだった。

（まあ、あと四年か五年ってところかね）

　今は十代前半、十三くらいだろうか。この地の住人らしい褐かつ色しよくの肌はだと、本土の人間に近い顔立ちをしている。よくみると、肌はだの色合いもどこか薄うすい感じもある。帝てい国こく時代か、それとも数百年前の入植の頃ころに来た者か、とりあえず本土とこちらの人間との末まつ裔えいなのだろう。あちらでもなかなか見ない赤い眼まな差ざしは、どちらの特とく徴ちようとも解わからなかった。

　マルタは本土のことを聞きたがっていたが、アルナルドは街を歩きながら言う。

「植民都市っていっても、百年以上歴史があると本土の街とさほどかわんねーなー」

「そうなの？」

「ああ」

　石いし畳だたみの町並みは、アルナルドが馴な染じんだ本土の、長なが靴ぐつ半島の南部のそれと大差はないように感じられた。通とおり掛かかる者たちに異郷の者と思おぼしき衣い装しようと人種の者がちらほらと見えるが、異郷の人間というのは今となってはここにいる自分か、と思い直す。

（こっちの方が、空気が乾かん燥そうしてるって聞いてたけど、まあここは港町だからなあ……）

　袖そでなしの短衣と襯衣シヤツという軽装に腰こしの長ちよう剣けんはやや不ふ揃ぞろいかもしれないと思う。外がい套とうくらいは買った方がいいかもしれない。だが、懐ふところ具合を考えればこの仕事が終わった後になるだろう。マルタが言うには、遺い跡せきは修道院から歩いて一刻ほどの遠さだとか。問題ない、はずだ。

　戦せん闘とう時には指定の装備をしてください、と胸当てと籠こ手てなどをひとまとめにして袋ふくろに入れて持たされたが、これを着て戦える程度には暑くもないだろう。

「しかし、辺境の街だからって、今時に修道士を連れての魔ま術じゆつ師し退治か……」

「本土ではそうじゃないの？」

「魔ま術じゆつ師し相手には僧そう侶りよやら修道士ってのは、古い時代の定じよう石せきだな」

　まるで、お伽とぎ話ばなしのようだ、とそんなことも思う。

　だが、そういう話は数百年前は当たり前のことだったのだとも、アルナルドは知っていた。

　魔ま術じゆつ師し──文字どおり、魔ま術じゆつを能よくし、扱あつかう者たちのことだ。

　神代の知ち恵えを継けい承しようする者たちでもあり、その叡えい智ちは時に国家の行く末を左右し、人々の大いなる畏い怖ふの対象でもあったという──それも、今となっては昔話の中だけのことだった。

「魔ま術じゆつを打ち破れるのは法術か、同じく魔ま術じゆつだけ……と長らく信じられてたしそうだったんだが、戦争も続くと魔ま術じゆつに対たい抗こうする術も色々と開発されてな」

「どういう感じなの？」

「聞くなよ。俺おれは剣けん士しだ。そういうのは専門外だ」

「じゃあ、剣匠マエストロはどうやって魔ま術じゆつ師しと戦うつもりだったの？」

「魔ま術じゆつ破やぶりの剣けんとか、ちと値は張るが普ふ通つうに買えるよ。それだけで破れるほどに甘あまくはないが、それ用の技わざを磨みがいてる剣けん士しもまあまあいる。俺おれがそうだ」

「へえ」

　マルタは目を輝かがやかせるが、アルナルドはその眼まな差ざしを受けて苦く笑しようした。

　時じ代だい遅おくれの存在であるという自覚があった。

　こんな憧あこがれの目で見られるような者じゃあない、と思う。

　あいつらの登場で、何もかもではないが、多くが変わってしまった。しかし、いつかは全てが変わっていくのだろう。現に、本土の戦場の様相は一変し、社会も変容した。今地上にある何もかもが、数十年を経ずしてそうなるのかもしれない、とすら思う。

　まだこの街にまでは届いてない。

　だが、いつかここにまで届くはずだ。

　あの『魔ま導どう』が。

　それまでの時間、この辺境でお伽とぎ話ばなしの続きを演じるというのも悪くないかもしれない。そんなことを思う。

「魔ま術じゆつ師しは神官に敗れ、神官は戦士の剣けんに斬きられる──というのは、だから古い時代の話なんだよ。もう二百年とか三百年も昔の……今時はそんなこと誰だれも守ってないな」

　そして、それがこの街ではまだ活いきていた。

　そう思うと、それはそれで、少し感動的ですらあった。

「『赤あか熊ぐま団だん』はこの街を作る時に本土から護衛として来た傭よう兵へい団だんが母体──だとかいう話だから、そこらの古い常識が残ってたんだなあ……」

「そういうの全然知らなかった」

　もう一年くらい手て伝つだいの仕事しているのに、とマルタは感心するが、アルナルドは「そういうもんかもな」と相あい槌づちを打った。

　彼かれが『赤あか熊ぐま団だん』の事情を知っているのは、本土にいた時代の同どう輩はいに聞いたからであるが。

　一時期新大陸で仕事をしていた同どう輩はいに、こちらでも仕事ができるよう紹しよう介かい状じようを貰もらったのだ。

「しかし、傭よう兵へい団だんが元だって聞いてたけど、まるでギルドだな……」

　登録した者に仕事の斡あつ旋せんをしてくれたり、また後進を育てる職能組織を一いつ般ぱんにギルドというのだが、『赤あか熊ぐま団だん』は本土ではあまり聞かない、戦せん闘とう者しやのギルドなのだった。

「紹しよう介かいしていただく修道士も、登録しているからにはそれなりの使い手なんだろうが……」

　坊ぼうさんが荒あら事ごとかー、とぼやく。教会の護衛をする教会騎き士し団だんというのも存在するが、そういう連中が個人でこの手の仕事を請うけ負おうというのは本土ではあまり聞いたことがない。

「大だい丈じよう夫ぶだよ」

　マルタは笑う。




「ウルスラは、とても強いから」




「ウルスラ──!?」

　アルナルドが真顔になったのに、マルタは気づかない。

「うん。ウルスラ。本土から三年前にやってきたんだよ。凄すごく強いんだ」

「ウルスラで、強い……女、だよな？」

　それは、念のために聞くようなことではなかった。ウルスラといえば聖女の名前で、マルタと同じくよくある名前だったからだ。

　しかし──強いウルスラ、となると。

「もしかして、ウルスラと剣匠マエストロ、本土で知り合いだった？」

「女で強い奴やつも、ウルスラって女も五人知ってるが、強いウルスラってのは──」

　一人ひとりしか、知らない。

　いや。

（あいつが女か？　あの悪あく魔まが……）

「剣匠マエストロ？」

「いや、俺おれが知ってるウルスラで強い女は、こんなところで修道士とかやってるはずはない」

　なにせ、あいつは──怖こわい奴やつだからな、と笑った。自じ嘲ちように似ていた。

「怖こわいの？」

「悪あく魔まみたいにな」

　戦場の悪あく魔まと呼ばれていた。

　戦せん鬼きウルスラ。

　魔ま導どうの生み出した最強最悪の怪かい物ぶつ。

「……あんなおっかない女と一いつ緒しよに仕事なんてな、冗じよう談だんじゃない」

　マルタは「ふうん」と興味深げに頷うなずき、「じゃあ、教会のウルスラとは違ちがうのかな」と言う。

「私の知ってるウルスラは、とても優やさしいしね。男には愛あい想そ悪いけど」

「男には？」

「女の子には親切なんだ──きっと本土で男にひどいフラレ方したんだってみんな言ってる」

「そりゃあひどい言い草だ……ということは、そのウルスラは結構な美人ってことか」

　その手の噂うわさが立てられるのは、美男美女と相場が決まっている。

　マルタが「うん」と頷うなずくと、アルナルドはまた眉まゆをひそめた。「あの」ウルスラもそうだった。

「私はねえ、きっとウルスラはいいところのお嬢じよう様さまだったと思うんだ。それで家が没ぼつ落らくして荒あら事ごととかするようになって名前をあげたの」

「そりゃ浪ろ漫まんがあるが、そんな娘むすめ、聞いたことねえよ」

「そうなの？」

　近い話はないでもないが、ウルスラという名前では知らない。いや、別に昔と今とが同じ名前であるはずもないか、と思い直す。

　マルタは「ふうん」とどうしてか首を傾かしげたが、気を取り直して「それでね」と話を続けた。

「ウルスラがいいところのお嬢じよう様さまだったってのは、花街に布教に行った時のことなんだけど、からかわれてキスされた時、泣きだしたんだって」

「キスで泣きだした？」

　そりゃあまた、今時に純情な娘むすめだ。

「それでその相手をぶん殴なぐってさ、ひゅーんとぶっ飛んじゃって、強いってバレたんだけど」

「ぶん殴なぐった？」

　そりゃあまた、随ずい分ぶんと物ぶつ騒そうな娘むすめだ。

「うん。ひゅーんって」

「ぶっ飛んだのか」

　誇こ張ちようも入っているだろうが、まあ強いのは確かなのだろう。

　しかし対たい魔ま術じゆつ師しの依い頼らいに必要なのは、腕うでっ節ぷしの力ではない。

「本当に凄すごいんだよ、先々月も……」

　マルタは何か話を続けているが、アルナルドは聞き流す。

（まあいい。役に立たなかったら役に立たなかったで、寄付金を安くできる）

　僧そう侶りよ神官の類を個人で雇やとうことは少ないが、全くない話ではない。そういう時の支し払はらいの名目は「寄付金」ということになっている。

「まあ、俺おれにとっての六人目のウルスラが、気立てがいい美人ならそれでいいさ」

　強さなんてな、ついででいい。

　そんな話をしていた二人ふたりであるが、やがて郊こう外がいに出ていた。足下もいつの間まにか石いし畳だたみではなくなっていた。修道院が見える。ここは街ができる前からあったものを流用しているのだとマルタが語る。元は帝てい国こく時代の教会だったらしい。

　アルナルドは適当に聞き流していたが。

（とりあえず、入ってみて──あれ？）

　不ふ審しん者しやがいる。

　不ふ審しん者しやとしか、言いようがなかった。

　姿形だけをとれば、頭ず巾きんつきの外がい套とうで全身を覆おおっているだけで、それだけならばさほどにおかしいというわけではない。砂さ漠ばくに近いこんな新大陸の街では普ふ通つうにいる。本土でも、いないでもない。旅で街に着いたばかりというのならば、そういうのは珍しいものではないのだ。

　不ふ審しんなのは、姿形ではなくて、行こう為いだった。

「木の陰かげから、教会覗のぞき見みしているし……」

　声に出してしまっていた。

　覗のぞき見みしては隠かくれ、また覗のぞき……格好はともかくとして、挙動があからさまに不ふ審しん者しやだ。

（背格好からして小こ柄がらな……いや、）

　考えを打ち切り、足音を殺して歩み寄る。

　戦場で色々なものを見てきたが、こんな見るからに不ふ審しん者しやというのは初めて見た。

（まあ、何がどう繫つながってるのか解わかんねーからな）

　一応、声をかけとこう。

　不ふ審しん者しやをそのまま放置、という選せん択たく肢しはアルナルドにはない。

　だが、不ふ審しん者しやまであと十歩というところで足を止めた。

　匂においがしたのだ。




「魔ま術じゆつ師しの匂においだ」




　声に、でていた。

　不ふ審しん者しやはその声にさすがに気づいたらしく、痙けい攣れんしたかのような動きで振ふり返かえり、アルナルドの顔を見て、言葉を失ったようだった。

　顔の全部が見えたわけではないが、なんだかそれが解わかる。雰ふん囲い気きで解わかる。

「おま……」

　え、

　とまでは言えなかった。

　魔ま術じゆつ師しでもあったらしい不ふ審しん者しやは、何事かを呟つぶやいたかと思うと姿を消したのだ。

「今のは、不可視の魔ま術じゆつか」

　かつて、戦場で、あるいは暗くら闇やみの中で何度となく見た魔ま術じゆつだ。自分の姿を見えなくさせる魔ま術じゆつ。何度も見ている。何度も見ていたから、解わかる。

「今の魔ま術じゆつなの!?」

　驚おどろいているマルタであるが、アルナルドは声もなく頷うなずくだけだった。

（今のは）

　かなり使う。

　自然と腰こしの剣けんに手が伸のびていた。柄つかに触ふれた指は、しかし握にぎりしめられることがない。

　二、三度呼吸した後に目を閉じたアルナルドだが、すぐに瞼まぶたを開けた。

「逃にげた、か。いや、だけど……わっかんねーな」

　戦場にいた頃ころの自分なら、魔ま術じゆつ師しが遠ざかったか今もこの場にいるのかは、ある程度勘かんで判断ができたものなのだが。

　戦争が終わって三年もたつと、鈍にぶるものらしい。

　今までそんなことは理り屈くつで解わかってはいてもさほど実感はなかったが、こうして魔ま術じゆつ師しと対たい峙じしてみるとはっきりと解わかる。

　ただ、それだけでもないということも解わかっていた。

「今の手て際ぎわ、本土でも一線級の奴やつだぞ……」

　こんな街にいる田舎いなかの魔ま術じゆつ師しだなんてな、それこそ本土に居場所もなく逃にげてきたような、どうでもいいようなへっぽこだと思っていたのだが──

「ここ数日、よく見かけてた人だったんだけど……」

　まさか魔ま術じゆつ師しだったなんて──マルタの言葉が耳に届いた。




　　　◆　◆　◆




　そして、マルタに案内された礼拝所に、ウルスラがいたのだ。




　　　◆　◆　◆




「違ちがいます」




　ウルスラならいつもこの時間はここで一人ひとりでお祈いのりしているから、という言葉に従って入ったところにいた修道女は、六人目でもなく、彼かれの知っている、知っていた、決して忘れることのできないウルスラだった。

　しかし、違ちがうと言う。

（そんな、はずは……）

　彼かれが見み間ま違ちがえるはずがない。

　金色の髪かみも青い眼まな差ざしも、かつて戦場で見た時のままだ。




「あの」ウルスラだった。




　かつて数多あまたの兵士を屠ほふり、戦場を蹂じゆう躙りんした魔ま導どう兵器。

　戦場の悪あく魔ま、戦せん鬼きと恐おそれられた──魔ま導どうが生み出した最強の怪かい物ぶつ。

（どう見ても……いや、こう見ると全然そんな感じじゃないが……けど、ウルスラだろ）

　人は、人の顔を印象で覚える。

　だから今そこにいる修道女の顔は、かつて彼かれが戦場で見たそれとは全然重ならなかった。別の人間だとしか思えなかった。あの女はこんな風に笑ったりしない。

　冷れい酷こくとか冷静というのも違ちがう。あいつの顔には感情が欠片かけらもなかった。

　だけど、造作は間ま違ちがいなく「あの」ウルスラだ。幾いく度ども彼かれの前に立ちはだかり、仲間たちを傷つけ、殺したあの悪あく魔まだ。

　アルナルドは緊きん張ちようのあまりに頰ほおが痙けい攣れんしたのを感じた。

　修道女は微笑ほほえんだままこちらを見ている。距きよ離りは十歩。逃にげられない。

　遭そう遇ぐうした時点で死を覚かく悟ごしなければならないような──「あの」ウルスラは、そんな存在だ。

　思わず後ずさるアルナルドの背中に、

「あ、ウルスラ、やっぱりここにいたんだ」

　正門から入ったマルタの声が聞こえた。

「マルタ」

　ウルスラは微かすかに──本当に微かすかに困ったように目を細めてそう言ったのだが、何かを諦あきらめたように小さな溜ため息いきを吐つくと、コツコツとゆっくり歩き、アルナルドの隣となりを通り過ぎる。

　そしてマルタと、その後ろについてきたらしい年老いた修道女に「修道院長様」と言った。

「ウルスラ、何か荒あら事ごとの仕事が入ったということですが……」

　老女に「大だい丈じよう夫ぶです。何も問題はありません」と微笑ほほえんだまま答え、会話を続ける。

（やっぱり──そう、なのか？）

　その様子を眺ながめながら、アルナルドは未いまだ信じられずにいた。




　　　◆　◆　◆




　魔ま導どう兵士──というのと戦場で遭そう遇ぐうしたのは、あの時が初めてではない。

　その数年前から噂うわさは聞いていた。噂うわさだけは、聞いていた。

　今までの戦術魔ま法ほうとは、全然異なる思想によって開発運用されている技術。




　魔ま導どう。




　今までの魔ま術じゆつ師しとは全然異なるものたちだ、という話も聞こえたが、戦場往来の戦士たちは眉まゆ唾つばだと揃そろって笑ったものである。

　そんな噂うわさを聞くのが日常になった頃ころ、彼かれは「あの」ウルスラと対たい峙じすることになった。

　今でも覚えている。

　最初、気が触ふれた女が戦場に迷い出たのかと思った。

　黒い革の帯を胴どう体たいに巻き付けていた。胸と腹と股こ間かんとを、わずかな布切れと一いつ緒しよに、あれは今思えばきつく締めあげていたのだ。拘こう束そくしていた、といった方が正しいのかもしれない。

　人間、様々な衣い装しようなり趣しゆ味みなりがあるが、これはない、とか思ったのを覚えている。

　軍規がどれほど厳しかろうと、狼ろう藉ぜきを働くバカはいる。何時いつの時代も、何処どこの戦場にも。そんなところにおかしくなってしまった女が放り出されたままにふらついているというのは、それほど多くはないにしても珍めずらしい光景でもなかったのである。

　しかしそれにしても、会戦が始まる前、進軍する兵団の前に出てくるというのは、そうそうあるものではない。

　その時は、まだそう思っていたのだ。

　あれが、ただの女だと。

「邪じや魔まだな。誰だれか先に出て連れてい──」

　そんな言葉が聞こえた。

　最後まで、聞こえなかった。あるいは、最後まで言えなかったのかもしれない。




　光が見えた。




　衝しよう撃げきを伴ともなう光だ。稲いな妻ずまを落とす魔ま術じゆつか、と一いつ瞬しゆん思ってからすぐに違ちがうと解わかった。魔ま術じゆつがこんなすぐ近くに決まるのならば、必ずその直前に何かしらが匂におう。

　匂におう、というのはアルナルドの独自の表現である。魔ま術じゆつ師しに対たい抗こうするための訓練を受けた戦士ならば、それぞれが何かしらの魔ま術じゆつ発動を察知する感覚を持っているものだ。

　それが、ない。

　なかった。

　アルナルドは、衝しよう撃げきの後、倒たおれる仲間たち、うめき声を上げる者たちの向こうに、ただ一人ひとり悠ゆう然ぜんと立つ女をみた。




　女は輝かがやいていた。




（なんだ、あの光は!?）

　魔ま術じゆつなり法術なりで光が生じることはままある。

　しかしそれは雷らい光こうを身に纏まとうものであったり、淡あわい燐りん光こうのようなものがぼんやりと暗くら闇やみの中に視覚できる、という程度のものでしかない。

　だが、その女は明らかに違ちがっていた。

　体から発せられている光は、まるで炎ほのおのようだ。

　宗教画にある聖人の光こう輝きにも似ていた。

　その光が、きらめきが、腕うでを振ふるごとに、わずかに動くごとに、物理的な衝しよう撃げきを伴ともなってアルナルドの仲間たちを襲おそった。彼かれ自じ身しんもそれらの攻こう撃げきの中に晒さらされた。粉ふん塵じんが舞まい、悲鳴が上がった。砕くだけた刃やいばが、武具の破は片へんが、ちぎれた手足が、噴ふきあがる血潮が視界を染めた。その中で、必死にアルナルドは動き続けていた。対たい魔ま術じゆつに培つちかった勘かんも、戦場を幾いくたびと駆かけ抜ぬけた健けん脚きやくも、何百と命を奪うばった刃やいばも、それらの全てを総動員して、だけどできるのは戦うことではなかった。ただただ生き延びるため、逃にげ続けることだけしかできなかった。

　情けなかった。

　今まで彼かれが学んだ技わざは、戦いの技わざだったはずだ。

「畜ちく生しよう！」

　アルナルドが学んだ戦技は、いかなる敵とも戦えるはずのものだった。

　それらが、ただ無様に、逃にげるためだけに使われた。それくらいしか、できなかった。




「──────」




　女の、顔が見えた。

　感情など欠片かけらも見えない、そんな冷たいものだった。
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　　　◆　◆　◆




　街の郊こう外がいには森が広がっていた。

　本土のそれとは違ちがい、背が低くて植生も薄うすい。すぐに途と切ぎれるとウルスラは説明してくれる。

「元々は、もっと広くて深い森だったらしいです」

　古代帝てい国こくの時代は、新大陸の森を切り開く形で開かい拓たく団が入り、都市を築いた──そうだ。

　それも遠い昔の話となっている。

「砂漠化が進んで住みにくくなって、古代の植民都市は放棄されたのが遺跡となっています」

「そいつは浪ろ漫まんだね」

　二人ふたりは郊外の遺跡へと歩きながら、適当なよもやま話をしていた。

（って、こんなこと聞きたいわけじゃねーんだよ）

　じゃあ、どんなことが聞きたいか、というと上手うまく言葉にできないのであるが。

　それは多分、ウルスラの方も同じである。同じだと──思う。

　今はお互たがいに間合いを計りあっている、というところか。

「………………」

「………………」

　一度話題が途と切ぎれると、すぐに沈ちん黙もくしてしまう。気まずい。

（しかし、ウルスラだよなあ……）

　一応道案内ということなのでウルスラは先行している。だから、見えるのは主に背中だ。教会騎き士しの甲かつ冑ちゆうの上に羽織った法ほう衣えに覆おおわれたそれに、かつて戦場で見た「あの」ウルスラの面おも影かげを見み出いだすのは難しい。甲かつ冑ちゆうは女用で、体形が法ほう衣えの上からでも解わかる。かつて戦場で見た身体からだを重ねてみた。さすがに、解わからない。

　アルナルドはしばし考えてから、やがて何か決意したかのように息を吸い、吐はく。

「あのさ」

「何か？」

　立ち止まりも振ふり返かえりもせずに間かん髪はつ入れず返ってきた言葉に、少し尖とがったものを感じ取る。

　もしかしたら、向こうも何かしらの焦しよう燥そうがあるのかもしれない。

「あんたさ、本土の方に姉か、妹いないかい？　そうでなきゃ、よく似た従姉妹いとことかさ」

「それはもしかして、ナンパというものでしょうか？」

「言われてみりゃ、そんな感じだな」

　そんなつもりは毛頭なかったのだが。

　アルナルドはあれこれ考えて、とりあえずでてきた一番ありそうな可能性というのが、もしかしたら「あの」ウルスラの妹か姉か、あるいはよく似た従姉妹いとこか──というものだった。

（けど、ないよな）

　聞いてから気づいたが、姉か妹が同じ名前であるというのは普ふ通つうない。似た従姉妹いとこならば、あるかもしれない。しかし、それもあんまりなさそうな気がしてきた。年とし頃ごろも似ていれば、親族間ならば別の名前をつけるくらいはするだろう。紛まぎらわしいし。

　しかし、ナンパか。

　もしかしたら、「あの」ウルスラを？　あるいは、「あの」ウルスラの親しん戚せきを？

　仮に同じ名前の同じ顔なだけであるにしても、御ご免めんだった。あの悪あく魔まと同じ顔をしている女となんて、仮に運命の恋こい人びとだとしても神様に替かえを申し出る。

　あの女と、なんて──

（いや、違ちがうか。違ちがうな。俺おれは、あの時に、あの瞬しゆん間かんに、誓ちかったはずだ。もしも、もしももしも、もしもあいつと再び会うことがあるとしたら、戦場でなくても対たい峙じすることがあれば、絶対に殺すと。誓ちかってたんだよ……）

　昏くらい感情が、胸をもたげた。

「あの」ウルスラともう一度会うことがあれば、それしか選せん択たく肢しはないはずだった。そう決めていたはずだった。

　それ以外の感情を覚えている、それだけで、自分があの頃ころの自分と違ちがっているのだと実感できた。決して破ることができない誓ちかいを、自分は当たり前のように破っている。かつての自分への裏切りであり、それは許されない大罪なのではないか──？

　思考が自動的に切きり替かわる。

　歩数から間合いを計る。

　歩行から呼吸を読み取る。

　仕し掛かけるのに最適な距きよ離りには二歩近い。

　ウルスラは意図してかその距きよ離りを一定に保っている。

（違ちがうのか？）

　思考がブレる。

「あの」ウルスラならば、そんなことはしない。

　魔ま導どうの精せい髄ずい、戦場の悪あく魔ま、殺さつ戮りくの機構──そう呼ばれたあの女が、そんなことをするはずがない。そんなことをする必要などない。

　と。

　不意に、ウルスラは立ち止まった。

「姉はいません。妹はいるかもしれませんが、解わかりません」

「へえ」

「よく似た従姉妹いとこは──多分、いません」

「なるほど」

　となると……、

「俺おれの知ってるウルスラは、あんたの妹の可能性が」

「姉し妹まい揃そろって同じ名前つける親は、普ふ通つういません」

　そうだった。

「…………剣匠マエストロ、何を聞きたいのですか？」

　さすがに尋たずね返してくるウルスラの顔は、こちらからでは見えない。

「いや、何をどう考えても、一つだけ解わからない。いや、納なつ得とくできないことがある」

「何を──でしょうか？」

「あんたが俺おれの知ってる女と同じ顔と同じ名前をしているだけの、別人だってことを」

「…………」

「あんたが、なんでウルスラと呼ばれて、違ちがうと言ったのか──だ」

　そうだ。

　それだけだ。

　そのことがなければ、この女が「あの」ウルスラと違ちがう人間だと納なつ得とくできた。同じ顔をしているだけの、同じ名前の、別の人間だと。

　ありえない偶ぐう然ぜんだが、「あの」ウルスラがこんなところで人間みたいな顔をしてマルタに微笑ほほえみかけ、修道院長と話しているなんてことを信じるより、まだありえる気がするのだ。

　しかし、ウルスラは、最初に「違ちがう」と言ったのだ。自分はウルスラではないと。

　アルナルドは、ウルスラが微かすかに肩かたを上下させたことに気づいた。溜ため息いきを吐ついたのだということが解わかる。

　そして。

　ウルスラは振ふり返かえり。

「お久しぶりです」

　と言った。




「アンギアーリの戦場以来ですね、剣匠マエストロ」




「──────」

　アルナルドは声なき声を上げて叫さけんでいた。

　彼かれの習得していた流派の教え。

　戦いの場において気合は入れても、声を出すことはない。

　勝かち鬨どき以外のそれは必要ない。

　ただ叫さけぶ。

　腰こしの剣けんを抜ぬきつつ舞まうように跳ちよう躍やくし、距きよ離りを取る。

　そこからの動きは七つの構えを入いれ替かえるようにして組み合わせて進み、退き、踊おどり、舞まう。

　重心の上下で眩げん惑わくし、踵かかとから生じる力の流れを刃やいばに乗せて、しかしそれさえも明暗を曖あい昧まいにした黄昏たそがれにも似た踏ふみこみの中に隠かくされ、繰くりだされたそれは螺ら旋せんとなり、幾いく重えにも積み重ねられた虚きよ実じつの中で、一直線にウルスラの顔へと諸もろ手て突づきを、

　────

　────

　しなかった。

　頭の中で何千回となく繰くり返かえしていた必勝の連れん携けい攻こう撃げきを、身体からだが選ばなかった。

　手は柄つかに伸びたが、それだけだ。

　代わりに、くっくっ、と笑い声が漏もれた。

「剣匠マエストロ、何がおかしいのです？」

「いや、すまん……と言っていいのかどうかアレだが、さっきお前があのウルスラだと解わかってから、すげェおかしくなってきて」

「……何を」

　さすがに微笑ほほえみを消した顔で問とい質ただしてくるが、続いての言葉は彼かの女じよにも予想外であった。

「お前、なんかキスされて泣きだしたんだって？」

「──────ッ」

　ウルスラの顔が凍こおった。そしてみるみる内に赤くなる。

「あれは、その、不意をつかれたので、その…………それ、誰だれに聞きました？」

　かろうじて、絞しぼりだすように尋ねてきた。

「マルタだよ。他にいないだろ」

「！　マルタに、その、貴方あなたの知っているウルスラの話、しました……？」

（ああ、そっちが気になるのか）

　当たり前だな、と思いながらアルナルドは少し考える。考えてからニヤリと笑った。

「話した話した」

「それ、は──」

　ウルスラは怖こわい顔をした。怖こわい──女の、顔だ。

「戦せん鬼きウルスラって言ったら、痴ち女じよ同然の姿で戦場に出てくる色情狂きようだから、そのウルスラとは別人だろうって」

「誰だれが色情狂きようですか!?」

「俺おれの知ってるウルスラの話」
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　ウルスラはしばし顔を押さえていたが、やがて手を外すと、かなり無理があるが先ほどまでと同様に微笑ほほえみを浮うかべていた。

「…………今いま更さらこんなこと言うのもなんですが、あの衣い装しようは別に好きこのんで着てたわけではない──と、思いますよ。そのウルスラさんも」

「お前さっき認めただろ」

「………………………ッ」

　ウルスラは笑みを消して、「あの」ウルスラを思わせる冷え冷えとした顔を見せると、拳こぶしを振ふり上あげた。

「──殴なぐります」

「はあ？」

「記き憶おくを失えぇぇッ」

「せめて魔ま術じゆつとか使えよ!?」

　こいつはやっぱり、俺おれの知ってるウルスラじゃないな、と改めてアルナルドは思った。

　…………しばらくして、「言ってないから！　本当は言ってないから」と叫さけぶアルナルドの言葉に落ち着いたウルスラと彼かれは、荒あらい息をしながら森を歩き出していた。

（しかし、なんだな……）

　やはり、このウルスラは違ちがうと思う。

　強くて怖こわい、女──だ。人間の。悪あく魔まなんかじゃない。

　アルナルドの脳のう裏りに過去の幾いくつもの記き憶おくの破は片へんが浮うかんでは消えた。忘れられないが、蒸むし返かえさないようにしようと思った。何もかもを許せるわけではない。だが、変わろうとしている娘むすめを縛しばり付つけるようなことは彼かれの流りゆう儀ぎではなかった。

　肝かん心じんなのは今と、そしてこれからだ。

「さっきはすまなかったが──お前、法術は使えるんだろうな？」

　魔ま術じゆつに対して法術というものがある。

　正直な話、アルナルドには魔ま術じゆつと法術の違ちがいというのがよく解わからない。友人だった魔ま術じゆつ師しには本質的な違ちがいはないと説明されたし、教会の司祭様は根本が異なるとも解説された。同じものだが立場の問題で違ちがうものとされているのか、その逆なのか、判断がつかないのだ。

　とりあえず魔ま術じゆつ師しが使うものが魔ま術じゆつ、司祭様や神官が使うのが法術だという分類で世間的には問題ないので、アルナルドもそうしているのだが。

　そして法術は多くの場合、魔ま術じゆつを無効化する。

　それが理由で、修道士であるウルスラに協力を求めたわけであるが。

　もっとも、ここ百年ほどで魔ま術じゆつ師しに対たい抗こうする技わざは研けん鑽さんされ尽つくした感があり、アルナルドもよほどの相手でもなければどうにかできる自信はある。

　だからウルスラが法術を使えなくても、それはそれで問題はないのだが。

（たった三年とかで使えるのかね。法術）

「使えますよ。少しは」

「少しか」

「少しですが──人を傷つけないで何かを為なせる、素す晴ばらしい力の一つです」

「そうか」

「もう、誰だれかを傷つけることは、したくありません……本当は、戦いたくもないのです」

「…………」

「誰だれかを傷つける力は容易に身につけられます。私は、そうではない力が欲ほしかった」

「もしかして、お前が魔ま導どう師しになったのって……」

　ウルスラはアルナルドへと顔を向けて微かすかに笑い、やがて前へ向いた。話はこれで終わりということなのだろう。

　しかしすぐに立ち止まると、軽く手を一ひと振ふりした。

　ぼんやりとかかっていた靄もやが、晴れた。

「へえ。法術でああいうこともできるのか」

　聖別や除じよ魔ま祓ふつ魔ま、治ち癒ゆの類でしか使用しているのを見たことはないので、アルナルドは素す直なおに感心する。

　ウルスラは眼めを細めた。

「気づいてなかったんですか？」

「気づいて──て、何を？」

「今まで森を覆おおっていたのは、私たちに仕し掛かけられた魔ま術じゆつですよ？」

「────」

　鈍にぶりましたね、とウルスラは言って先行していった。




　　　◆　◆　◆




「ここが、遺い跡せき──闘とう技ぎ場じようです」

「これは……」

　闘とう技ぎ場じよう、というのは古代帝てい国こくにおける娯ご楽らく場じようとして広く普ふ及きゆうしていた──という話は誰だれかに聞いた記き憶おくがあるが、実際に帝てい国こくの元首都以外で見るというのはほとんど初めてだった。

　街の郊こう外がいの森を抜ぬけると、石造りの巨きよ大だいな闘とう技ぎ場じようがあったのだ。

　大きなもの、というのはそれだけで心を浮うき立たたせる効果があるらしい。

　アルナルドも年とし甲が斐いもなくはしゃぎ気味に周囲を見み渡わたす。

「この街で遺い跡せきというと、だいたいこれを指しますね」

　ウルスラは特に興味がないのか、平然としたものだ。ガシャリと鎧よろいの音をさせながら歩く。森から抜ぬけたせいか、それともこの辺が石造りで、そして開けた空間だからか、音が変に響ひびく。

「まともな形で残っているのは、この闘とう技ぎ場じようくらいのものですので」

「あとは──砂さ漠ばくに飲まれていったか」

　悠ゆう久きゆうの時の流れを思うと、少ししんみるとなる。

　帝てい国こくの痕こん跡せきも、いつしか何もかもが砂の中に飲みこまれていくのだと。

　ウルスラは「いえ」とあっさりと言った。

「街を造る時、この近辺の遺い跡せきは大方が解体されて材料にされたそうですよ」

「……あー」

「それに、砂さ漠ばくと言っても砂地になるのはかなり奥おく地ちに行ってからですね。この遺い跡せきから先はほとんど緑はないですが、それでもまだただの荒こう野やがしばらく続きますよ」

「へえ」

　内心を見み透すかされた気になって、少し鼻白んでしまった。

　アルナルドの中の砂さ漠ばくは、東方にわたって帰った商人たちの持ち帰った土産みやげ話ばなしにでてくる砂の大地のことだ。

　ウルスラは変わらず微笑ほほえんでいたが、それでもなんだか呆あきれているような、そんな気がした。

「依い頼らいでは、ここの何処どこかに魔ま術じゆつ師しが儀ぎ式しきを行っているって話なんだがな」

「儀ぎ式しきですか」

　依い頼らい書しよは彼かの女じよも見たはずだが──思い返せば、修道院長が紹しよう介かい状じようを見て、それでウルスラに指示を与あたえていただけだった。

　ウルスラは魔ま術じゆつ師しが何かしているから手て伝つだってやれ、程度しか聞いてないのかもしれない。

「修道院長様は、私のことを信用しているようなので……」

　さすがに何か取とり繕つくろうように言うが、それはそれで気になることではあった。

「あの修道院長は、お前の素す性じようとか知ってるのか？」

「修道会の本部から派は遣けんされた時、おおよその事情は全て話しています」

「なるほど……」

「ちょうど、寮りようで雨あま漏もりがあったところでしたからね」

「あん？」

　意味が一いつ瞬しゆん解わからずに変な声をだしてしまったが。

「これで寄付金が入るのならば、ちょう良いいと」

「…………俗ぞくっぽいな」

「神の家ですが、人の集つどうところですからね」

「…………」

（随ずい分ぶんと世慣れたことを言うもんだな、こんな街の聖職者も）

　一度溜ため息いきを吐ついてから、アルナルドは「儀ぎ式しきについてだが」と続けた。

「なんか、目もく撃げき情報からだと、邪じや霊れい寄せだってさ」

「邪じや霊れい──寄せ？」

　あからさまに、不ふ審しんげに彼かの女じよは眉まゆ根ねを寄せた。

「そ。なんかそういう時じ代だい遅おくれの魔ま術じゆつ使っているんだってよ」

「…………道理で」

　怪け訝げんなそれから、すぐに得心したような表情になり、頷うなずく。

「邪じや霊れい寄せは随ずい分ぶんと古びた魔ま術じゆつだが、俺おれも名前しか知らない。あんたは知ってるのか？」

「知ってます。さっき散らしたのがそれです」

「散らした？　──さっきのアレか！」

　ウルスラは微かすかに思案顔をして。

「あの通り大した魔ま術じゆつではないのです。問題は、その程度の術しか使えないような魔ま術じゆつ師しが、これほどの仕し掛かけをしているということが──」

（仕し掛かけ？）

　それを問いただす前に、ウルスラの視線を追った。

　彼かれは気づいたのだ。

　かつての魔ま導どう師しの視線の先に、先ほど教会の前で見た魔ま術じゆつ師しがいた。




「お久しぶりね。ウルスラ、そして──剣匠マエストロアルナルド」




　　　◆　◆　◆




（なんの冗じよう談だんだ……!?）

　頭ず巾きんに覆おおわれたその魔ま術じゆつ師しの顔は見えなかった。だが、その声には聞き覚えがある。かつて何度か聞いた声だ。

　戦場で、あるいは暗い裏路地で、何度となく刃やいばを交かわした者の声だ。

　悪あしき魔ま術じゆつ師しの頭領にして魔ま女じよの王。

「〝魔ま女じよ王おう〟……」

「どなたです？」

　ウルスラには、しかし心当たりはなかったのか、怪け訝げんそうに尋たずね返していた。

「私が誰だれだか解わからないの？　そうでしょうね。あなたにとってはそうでしょうね。私なんか、その程度なんでしょうね。そうね、魔ま導どう師しウルスラ」

「違ちがいます」

　ウルスラが微笑ほほえんでそう告げると「え」と魔ま術じゆつ師しは硬こう直ちよくした。

「違ちがう……？」

「そうです。違ちがいます。貴女あなたの言う魔ま導どう師しウルスラではありません」

「そんな……」

（誤ご魔ま化かされてる……？）

　解わからないでもない。かつて見たウルスラと同じ顔であっても、こんな風に微笑ほほえまれながらそう返されたら、自分の記き憶おくの方を疑ってしまうものだ。アルナルドもそうだった。

「どうしよう……」

（いや、しかし話が進まねえしなあ……）

　おろおろとしている魔ま術じゆつ師しを見ていると、どういうわけか同情心が涌わいた。かつて魔ま女じよ王おうには散々にひどい目に遭あわされたのだけど。

「いや、合ってる。こいつはその、元もと魔ま導どう師しだ」

　アルナルドが言うと、ウルスラはきっと睨にらみつけてきたが、やがて観念したように瞼まぶたを伏ふせてから、開き。

「…………で、どなたです？」

「それは……」

　アルナルドは魔ま術じゆつ師しを見たが、「あー、よかったー」と胸を撫なで下おろしていた。

「そいつは〝魔ま女じよ王おう〟のファウスタだ。……多分」

「…………〝魔ま女じよ王おう〟──」

　かつて戦場において恐きよう怖ふを司つかさどっていた者の一人ひとりだ。現存する魔ま術じゆつ師しの中でも特に呪じゆ殺さつと暗殺に優すぐれ、その刃やいばには誰だれもが恐きよう怖ふしていた。

　ウルスラは首を傾かしげた。

「彼かの女じよがですか？」

「そのはず、なんだが……」

　匂においと声は、かつて遭そう遇ぐうしたファウスタのそれだ、が……。

（こんなポンコツだったかな……？）

　というか、かつて会った時のファウスタは、冷れい酷こくで、かつ口元を微かすかに歪ゆがませるだけで人の魂たましいを蕩とろかせるような妖よう艶えんに笑う、そんな魔ま術じゆつ師しだった。

　はずだ。

「……まあいいわ。とにかく、あなたが魔ま導どう師しウルスラであるのならば、私がなんでここに来ているのか、その理由は解わかるわよね？」

　ファウスタは、かつて聞いたことがあるような冷れい酷こくな声を出した。

「……あなたに心当たりはありませんが、おおよその推論はできます」

　ウルスラは、静かに言う。

「解げせないことは幾いくつかありますが、それはそれとして──しかし、邪じや霊れい寄せとは……」

「ふん！」

　ファウスタは吐はき捨すててから、しかしにんまりと邪じや悪あくに笑った。

「そうしていつまでも私をバカにできたものかしらね？」

「別に、バカになどしてません」

（説得力がねーな……）

　あるいは、この上なく真ま面じ目めな態度であるかもしれないのだが、どうにもウルスラの言動は聞いていても挑ちよう発はつしているようにしか聞こえない。

　ファウスタは外がい套とうの前を片手を上げて広げた。

「────あなた！」

　初めて、ウルスラの顔に明確な表情が見えた。

　それは──驚おどろきと、怒いかりではなかったか。




「あ、ごめん、ウルスラ」




　縛しばられた両手首を胸の前にして座すわっている、マルタがいた。
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「お前────」

　アルナルドもまた、声をだした。

（あの時、姿を消してからまだ近辺にいたんだ）

　彼かれの衰おとろえた勘かんでは、はっきりとしなかった。脅きよう威いは感じなくなっていたので、それでよしとしていた。しかし、それでは駄だ目めだったのだ。

　恐おそらくはあの時に姿を消したファウスタは、アルナルドに直接的に危害を与あたえなければ気づかれないと察し、マルタとの会話などを聞きながらついてきていたのだ。そしてマルタがウルスラを個人的に知っている、交流があると踏ふんで捕とらえ、待ち構えていたのだろう。

「それで、その子をどうするつもりなんです？」

　焦あせるアルナルドとは違ちがって、何故なぜか一いつ瞬しゆんにして落ち着いたウルスラが聞き返す。

「え」

　どうしてか、ファウスタが変な声をだした。ここで、こんなことを聞かれるとは思ってなかったのだろう。アルナルドだって意表を突つかれた。

「どうって、その……えーと、その……」

「なんでそこで悩なやむんだよ！」

　思わず突つっこんでしまったが、ファウスタは顔を上げてこちらを視みる。顔はよく見えないのだが、どうしてか「どうしたらいいの？」と困っているように見えた。

　ウルスラは淡たん々たんと告げた。

「貴女あなた、手が震ふるえてますよ」

「────」

　その言葉にぴくりと震ふるえたファウスタは、しばし歯は嚙がみしたかと思うと。

「闘とう技ぎ場じようの中で、待つわ」

　一方的に言って、手を下げて外がい套とうをもう一度マルタの身体からだにかぶせた。そして消えた。

　今度も姿を消す魔ま術じゆつを用いたのか、あるいは移動の技わざを使ったのか。

　ウルスラは彼かれに顔を向ける。

「剣匠マエストロ」

「俺おれも手て伝つだう」

「────すみません」

　そうして頷うなずきあうと、二人ふたりは闘とう技ぎ場じようの中に向かった。




　　　◆　◆　◆




「本当に、心当たりは特にないんだな？」

「顔を見れば思い出すかもしれませんが」

「顔なあ……ファウスタの素す顔がおなんてな、俺おれだって見たことないぞ」

　古くから生き続けている魔ま術じゆつ師しであるという。何度となく戦ったが、垣かい間ま見みてもいない。

（しかしあいつ、本当に本物のファウスタか？）

　何か違ちがう、と思う。少なくとも人ひと質じちをとっといて手を震ふるわせるような女ではなかった。

　声も、唇くちびるの形も、顎あごも昔見たままのように思うのだが。

「それは、今は問題ではないと思います」

　確かにそうではある。アルナルドはすぐに頭を切きり替かえた。戦場に戻もどった気分だった。

「しかし──奴やつが新大陸まで追ってきたのだとしたら、よほどに下準備はしているだろうな」

　何せ、「あの」ウルスラを殺そうと、そう覚かく悟ごを決めているのだ。

　戦場の悪あく魔まを殺すと。

　きっと、自分などのように復ふく讐しゆう心しんを摩ま耗もうさせるようなこともなく、ただただ殺す、そのためだけに何もかもを費ついやしたのだ。アルナルドはそう思うと戦せん慄りつした。「あの」ウルスラを知っていて、それでなお挑いどんでくるだなんて──そんなことを為なそうと考えて、実行しようとしているのは、それはとても彼かれ自じ身しんにはできないことだったから。

「いえ────」

　ウルスラは、走りながら頭を振ふった。

「魔ま導どう兵士のことを知っているのならば、挑いどんでくることは不思議でもなんでもありません」

「？　それはどういう──」

　返事の前に、二人ふたりは闘とう技ぎ場じようの舞ぶ台たいにでた。

（なんだ……？）

　違い和わ感かんがあった。

　アルナルドは右手をかざして陽光を避さけた。灼しやく熱ねつの太陽が中天にある。

　だが。

「なんだと……？」

　ありえない。

　今日きようは昼前に『赤あか熊ぐま団だん』の事務所兼けんカフェにいって、それから修道院にいって、そしてここに歩いてきたのだ。太陽はとっくに西にさしかかっていたはずだ。

　ウルスラは落ち着いていた。

「土地の記き憶おくを呼びだす魔ま術じゆつでしょう。時間をかければ千年の過去を視みることができるとか」

「そんなこと…………」

　アルナルドも過去視や幻げん視しの魔ま術じゆつの存在を聞いたことがある。土地や物に刻きざみ込こまれた記き憶おくのようなものを視みる、というのもありえなくはない。

　だが、それでも──こんな規模のものは彼も知らなかった。

（闘とう技ぎ場じようの昼間の記き憶おくを呼びだした──のか？）




「さすがは魔ま導どう師しウルスラ」




　闘とう技ぎ場じようの貴き賓ひん席せきから階下を見下ろし、魔ま術じゆつ師しが言う。

　遠い。だが、遠いはずなのに声が聞こえる。

　これも何かの魔ま術じゆつだろうが、声を届かせたり消したりという類の術は戦場ではたまに使われてたものなので、そちらにはいちいち驚おどろかない。

「闘とう技ぎ場じようを昼間にするのに、なんの意味があるんだ!?」

　そう。

　驚おどろくべきこと、不可解なことはそちらだ。こんな魔ま術じゆつがあるということも知らなかったし、こんな魔ま術じゆつでどういう戦術を仕し掛かけてくるのかも解わからない。素す直なおに答えるはずもないのに、ついそう問いただしてしまったのである。

　しかし、どういうわけか。

「………………」

　嘲あざけるでもなく、しかし答えないのでもなく、何か、どういう答えを返していいのか解わからない、そんな沈ちん黙もくだった。

　ファウスタの前で腕うでを縛しばられたままで座すわっていたマルタが「あ、それねー」と言った。

「なんか闘とう技ぎ場じようの記き憶おくを呼びだして、古代の戦せん闘とう士したちと無限に戦わせたかったんだって」

「あ、何を──」

　慌あわててマルタを止めようとしたファウスタであるが、少女はさっさと話を終えていた。

「だけどそこまで巻まき戻もどせなかったんだって。時間がないとか触しよく媒ばいが足らないとか言ってた」

「あなた聞いてたの!?」

「お姉ねえさんひとりごと大きいよ」

（あー…………）

　アルナルドは額の汗あせを拭ふきながら、なんだか空気がダレたのを感じた。なんだろう。かつてこれほどまでにどうでもいいような、こんな感じの戦場など初めてだ。

（というか──）

「なあ、その無限に古代剣けん闘とう士し呼びだすとかしてさ、それでどうにかできると思ったわけ？」

　マルタに覆おおいかぶさって口くち枷かせをしようとしているファウスタに、そう聞いた。

「あの」ウルスラの脅きよう威いを覚えている。

　戦場で幾いく百ひやくの兵士を軽く屠ほふり、軍団を崩ほう壊かいさせた。

　矢も剣けんも何も通じない。魔ま術じゆつなど届きもしない。戦場そのものを蹂じゆう躙りんする悪あく魔ま。

　古代闘とう技ぎ場じようで戦っていた者たちがどれほどのものだったのか知らないが、それが幾いく百ひやくと幾いく千せんと雲うん霞かのごとく現れたとしても、ウルスラに傷一つつけられるとは思えない。

　ファウスタは最初、何を言われているのか解わからない様子だったが。

　やがて「ああ……」と何かに気づいたのか、静かに頷うなずく。

「そういえばここ数年名前を聞かないと思ってたけど、もしかして軍隊辞やめてたの？」

「そうだが……それが何か関係あるのか？」

「魔ま導どうについての情報開示がされたのです」

　答えたのはファウスタではなく、ウルスラだった。

「あの国も、戦争の完全なる勝者足りえませんでした。魔ま導どうは無尽の活力ヴイ・ヴイーヴアを汲くみだす技わざでしたが、それらを民たみ人との全てに与あたえることなどできませんでした」

「活力？」

　聞いたことがない言葉だ。

　だが、その周辺の政治事情については多少は解わかる。

　戦争は終わった。魔ま導どう師しは戦場を蹂じゆう躙りんした。戦術は激変した。軍隊は改編を余よ儀ぎなくされた。

　しかし──戦略そのものには大した変化は生じなかった。

　結局は、戦う者は人間で、使う者も人間で、その国に住む者たちは人間であったと、そういうことなのだろう。

　魔ま導どうが世界を変えたとしても、人間を変えることができたとしても、たった数年で全てを変えることができるはずもない。

　脅きよう威いを持つ国に対し各国は徒党を組んだ。教会でさえも、大半の宗派が彼かれらの敵に回った。

　国々は揃そろって物資の流れを制限し、宗教者は魔ま導どうを異い端たんの疑いありと説いた。強大な魔ま導どうの力があってなお、半島の覇は者しやになるには足りなかったのだ。本土の他の地域の勢力もまた魔導に興味を持ち、干かん渉しようしてきた。

　結果として、彼かれらは勝者の一人ひとりに名を連ねることはできたが、何もかもをほしいままにできるような、そんな存在になることはできなかった。それどころか、各国と条約を締結するに際しては大おお幅はばな譲じよう歩ほをせざるを得なかったのだ。

　その一つが、魔ま導どうの一部と、魔ま導どう兵士についての情報の開示である。

「それで、ウルスラを襲おそうことを決めたということは……そこに何か魔ま導どう兵士の弱点だとか、そういうことまでも明かされていた──ということか」

「そうよ！　魔ま導どう兵士は──」




「魔導兵士は定期的に整備を受けないといけない」




　ファウスタの言葉を遮さえぎり、ウルスラが告げた。

「それは、」

「かなり頻ひん繁ぱんに、そして一度整備期間に入ればなかなか終わらない。それが、私の世代で魔ま導どうを有するあの国が、遂ついに覇は者しやたりえなかった理由の一つです」

　なるほど、とアルナルドは思わなくもなかった。確かにそういうことならば、魔ま導どう兵士がどれほどに強力だろうと、数が揃そろわない限りは脅きよう威いとしては限定的なものにならざるを得ない。そして実際、ウルスラのような破は滅めつ的てきなモノはそうそう創りだせなかったのだろう。

（ああいうのになるのには訓練とかだけじゃなくて、当人の資質も必要だったろうしな）

　魔ま導どうについては未いまだによく解わからないのだが、その程度の見当くらいはつく。剣けん術じゆつだって、そういう部分がある。誰だれしもが学んで強くなれるような体系が創られてはいるが、それでも誰だれしもが同じく高みに達せるとも限らない。そのようなものなのだろう。

　そして、無理に剣けん術じゆつに当てはめるのならば──

「よく解わからんが、毎日稽けい古こしないと鈍にぶっていく、みたいなもんか」

「現象としては、そういう感じです」

「つまり──」

「かつて魔ま導どう兵士だった者は、今はそれで戦えません」

　そうか。

　あの力は失われたのか。

「いえ、使えないわけではないですよ。使ったら死ぬだけで」

「え」

「え」

　アルナルドはおろか、ファウスタもそんな声を上げてしまった。

「…………死んじゃうの？」

「使うと心臓が破は裂れつして死にます。──知らなかったんですか？」

「私が聞いていたのは、その、使えなくなるというだけで……」

（ふむ……）

　アルナルドは改めて、口をぱくぱくさせているファウスタに向かい、

「というかなあ、聞いておくが、おまえはウルスラに復ふく讐しゆうするために来たんだよな？」

「それは、もちろん……」

「それなのに、邪じや霊れい寄せとかやってたわけか？」

　あんな役立たずの術を。

「う──うるさいッッッ」

　ファウスタは叫さけぶ。

「どいつもこいつも！　好き勝手なこと言って！　どうせ私は母かあさまみたいに戦えないわよ！　魔ま女じよ王おうなんて名前も到とう底てい背負えない未熟者よ！」

「いや、そんなことは……」

　アルナルドは言いながら「母かあさま？」と口の中で呟つぶやいていた。何か、どういう事情か解わかってきたような気がしてきた。




「ならば、やめてはいかがですか？」




　ウルスラは慈じ愛あいに満ちた笑え顔がおをしていた。

「何を────」

「魔ま術じゆつの道を外げ道どうとは言いません。人の業わざであり、叡えい智ちです。それを習得するにはたゆまぬ鍛たん錬れんが必要であったのでしょう。ひたむきに努力したのでしょう。ですが、あなたにはそれは似合いません。なぜなら」

　あなたは人を殺あやめたことがないんですよね……と、託たく宣せんのように、ウルスラは告げた。

「殺しをしていない魔ま術じゆつ師しだと……？」

　別に魔ま術じゆつ師しは殺し殺されを経験している必要があるわけではないが、仮にも魔ま女じよ王おうを継つぐ者がそうだというのは驚おどろきだった。あの邪じや悪あくな魔ま女じよの門下は尽ことごとくが暗殺者であり、呪のろいの担にない手てだった。奴やつらの刃やいばにどれだけ脅おびやかされ、仲間を奪うばわれたことか。

　それがウルスラは、このファウスタは違ちがうのだという。

　殺していないのだという。

「私には解わかります」

　ウルスラの声は歌うようだった。

「貴女あなたは優やさしい娘むすめです。魔ま術じゆつを学べど人を傷つけることは嫌いやなのですね」

「…………」

「もうよいのではありませんか。もう戦うことなどやめてしまえばいいのではないですか」

「…………」

「私は、そんな優やさしい女の子を打ち負かしたくはありません──」

「ふ」

「ふ？」

（あ、これは）

　アルナルドは顔を押おさえる。続いての言葉が彼かれには解わかっていた。

　ファウスタは口をパクパクさせていたが、一度深く息を吸ってから、吐はいて、もう一度吸って、吐はいた。




「ふざけんな！」




「何が！　私には解わかりますよ！　あんなに私をめちゃくちゃにしといて！」

「めちゃくちゃ!?」

　さすがに微笑ほほえみを引ひっこめるウルスラ。

　アルナルドも顔を上げた。さすがに予想外の展開だった。

「無む理り矢や理り裸はだかに剝むいて……」

「はだか……」

　ウルスラは俯うつむいて何かを考えている様子だったが、「もしかして」と呟つぶやいた。何か心当たりがあるらしい。

　アルナルドは戦せん慄りつした。

「ウルスラ、お前……」

「何か誤解があるようですが……」

「ファウスタかわいそう……」

「マルタ!?」

　さすがに人ひと質じちに取られた知人にまでそんなことを言われてしまい、ウルスラは愕がく然ぜんとした。

　ファウスタは頭ず巾きんの下の顔をぬぐう。なんだか涙なみだを流していたらしい。

「母かあさまのこともあるけど……ウルスラ……私をあんなにして、こんなに壊こわした貴女あなたを、私は絶対に許さない……！」

　そうして呪じゆ文もんを唱えた。

（今のは──）

　さすがに、アルナルドはファウスタが何をしようとしているのかに気づいて駆かけだす。やばい、と思った。今の呪じゆ文もんには聞き覚えがある。

「いでよ、ゴーレム！」

　巨きよ人じんが現れた。




　　　◆　◆　◆




（最悪だ！）

　ゴーレムという人造の巨きよ人じんは、戦場ではとっくに時じ代だい遅おくれな代しろ物ものだ。攻こう略りやく法ほうはすでに確立されている。額に記された古代の言葉を削けずれば止まる。

　しかしそれは魔ま術じゆつ師したちや軍団の支し援えんがあっての話だ。

　ここにいるのはかつてのあの力を使えない元もと魔ま導どう師しと、剣けん士しでしかない。ゴーレム相手の戦力としては不足すぎる。

「間に……合うかッ」

　アルナルドは腰こしの剣けんを抜ぬいていた。

　石を剣けんで削けずるのは至難の業わざであるが、彼かれの腕うで前まえと魔ま術じゆつ破やぶりの護法のかけられたこの剣けんならば可能だ。ゴーレムは形が創られてから動きだすまでに数すう瞬しゆん、動きが止まる。その間になんとかできれば、あとは──

「剣匠マエストロ、危ない！」

　ウルスラの叫さけびが背中にかかる。

（解わかってる）

　言葉で返す余よ裕ゆうはない。

　彼かれが跳ちよう躍やくする寸前にゴーレムが腕うでを振ふり上あげたのは彼かれの衰おとろえを意味していたし、振ふり下ろされる寸前に身を翻ひるがえせたのは剣匠マエストロと言われた彼かれの実力がまだ保たれてることを意味していた。

「ッッッッ」

　それでも、かすった。

　腕うでの肉が抉えぐられた──と思った。実際はちょっと削そげた程度であるが、それでも血がでる。止まらない。やばい、と改めて思う。

「だ、大だい丈じよう夫ぶ……？」

　こともあろうに、術者であるファウスタが聞いてきた。

「なんでお前が言うんだよ!?」

　思わず怒ど鳴なってしまったのだが、ファウスタは「だって……」と泣きそうな声をだす。頭ず巾きん越ごしにはよく解わからないが。

（本当にこいつ、戦いとか向いてないんだな）

　ゴーレムの攻こう撃げきを躱かわしつつ、呆あきれた。こんな時にそんなことを考えられるのがすでにアルナルドの凄すさまじい実力を示しているのだが、どうにも攻こう撃げき動作に転身できないでいた。やはり、戦場から三年離はなれていたというのが大きい。

「しかし、どうする──」




「剣匠マエストロ！　そこをどいてください」




　ぞわり、とした。

（ウルスラ!?）

　その場から飛とび退のきながら振ふり向むくと、ウルスラが立っていた。「あの」ウルスラとも違ちがう、先ほどまでとも違ちがう。怖こわい顔で、こちらを見ている。ゴーレムを睨にらみつけている。

（怒おこっている!?）

　どうして、ウルスラが怒おこっているのかがよく解わからない。解わからないが、恐おそろしかった。

　ファウスタが悲鳴を上げたのが聞こえた。気持ちは解わかる。

「──────」

　怒ど気きをみなぎらせたままに、しかしウルスラは顔の前で手を張りあわせて何かを唱えた。それが祈いのりの言葉だということに、アルナルドはすぐに気づく。

　ウルスラの両の掌てのひらがゴーレムに向けられた、とみるや輝かがやいて白い光を照射した。何度か見た。あれは祓ふつ魔まの祈いのりだ。

（そうか、法術か！）

　法術なら魔ま術じゆつを無効化できる。

　ウルスラが本物の、高徳の修道士であるのならば、あるいはゴーレムも石に戻もどせるかもしれない──そう思い、アルナルドは一気にゴーレムから距きよ離りを取る。ゴーレムも新たに自分に接近してきたウルスラへと注意を向けたようだ。

　ファウスタが叫ぶ。

「ゴーレムは額の文字削けずらないと無理よ!?　お祈いのりではどうにもならないわよ！」

「だからお前が言うなよ！」

　と叫さけんでから、アルナルドは背筋が震ふるえた。

（そうなのか!?　法術では無理なのか？）

　つい、先刻の森みたいな感じで考えてしまったのだが。

　祈いのりの光は、しかし、ファウスタの言葉を証明するかのようにゴーレムを一いつ瞬しゆんだけ止めたが、それだけだった。再び動きだし──あろうことか、駆かけだした。

「避よけろ！」

　叫さけぶ。自分が言わずとも、ウルスラならばそうしただろうと解わかっても、口にしていた。

　ウルスラは。

　ウルスラは……アルナルドを一いち瞥べつして、笑った。

　聖女のようではなく。

　戦友を視みるような眼まな差ざしをしていた。

（あ─────────）

　あの目を知っている。あの笑え顔がおを知っている。戦場で幾いく度どとなく見た。仲間を助けるために腕うでを差しだした者が、その目的を果たすことができて安あん堵どした時に見せる、そんな顔だ。

「待て、待ってくれ！」

　自然と声がでた。だが、ウルスラはもう彼かれを見ていない。まっすぐにゴーレムを見ている。

　アルナルドの倍はあろうかという背せ丈たけの石の巨きよ人じんは、しかし見た目よりはるかに機き敏びんだ。

　確かその力は材料が左右すると聞いたことがあるが、闘とう技ぎ場じように使われているだろう石ならば相当に頑がん丈じようなものだろう。

　速いし、力強いし、大きい。

　単純にそれだけの差があるだけでも、人間では一人ひとり二人ふたりでは到とう底てい勝てない怪かい物ぶつとなる。

　そんな石の巨きよ人じんの豪ごう腕わんがなぎ払はらうように横に振ふられた。

　それを紙かみ一ひと重えというきわどさで躱かわしたウルスラの、横顔が見えた。

　何かの決意を秘めた顔だ。

　安あん堵どして、笑って、決意して────

「やめ、」

　ろ──と言おうとした。

　言えなかった。

　ゴーレムに向かい、ウルスラは駆かけた。

　あれを使う気だ、とアルナルドは思った。かつて戦場を蹂じゆう躙りんしたあれを使う他は、ここを突とつ破ぱできる方法はない──そんなことは、彼かれにだって解わかってる。

　だけど、それは駄だ目めだ。それだけは駄だ目めだ。

　心臓が破は裂れつするという言葉がどれだけ本当のことなのかは解わからないが、本当だったら、死ぬ。このウルスラが。

　聖堂で祈いのり、キスされて泣いたことをからかわれて赤くなっていた、「この」ウルスラが。

　かつてアルナルドにとって、ウルスラは恐きよう怖ふの対象だった。憎ぞう悪おの的だった。けど、もういいではないかと思う。殺し殺されの円えん環かんの中にいつまでも囚とらわれていたくない。それはきっと、ウルスラもそう思ったのに違ちがいない。それに多分、今ウルスラのことで最初に思い浮うかべるのは戦場で見た感情のまるでない顔ではない。マルタに微笑ほほえみかけている顔だろうし、赤くなって彼かれを睨にらみつけている顔だろう。だから、もういいのだ。欠片かけらほどの憎ぞう悪おは遺のこってはいても、もうこの女に死んで欲ほしいだなんて思っていない。

「────ウルスラ！」

　叫さけんだ。

　かつて戦場で、あの女は輝かがやく身体からだでもってあらゆる存在を破は壊かいした。あの女の前では、あらゆる命は価値を失った。

　光放ち聖女の名を持つ戦せん鬼きウルスラ。

　再びその身に光こう輝きは宿る──




　……こともなく、見るからに力任せに、拳こぶしがゴーレムの股こ間かんに叩たたきつけられた。




　ゴーレムは観客席までふっとんだ。

「────え」

「────え」

「あ、すごーい」

　何が起きたか、まるで理解できないでいる魔ま術じゆつ師しと剣けん士しを置き去りにして、一人ひとりマルタだけが歓かん声せいを上げた。

　呆ぼう然ぜんとしていたファウスタが、やがて気を取り直して、しかしまだ目の前で起きたことが信じられずに身を乗りだす。

「その、えっと、今の、魔ま導どう使ってない、よね……？」

「使ってません」

　ウルスラの返答は明めい瞭りようかつ簡潔だった。そして彼かの女じよはすぐさま起き上がり、高く跳ちよう躍やくしてからの回まわし蹴げりをしかけてきたゴーレムの足をその場で受け止めた。

「噓うそだろ!?」

　アルナルドが声を上げたのは、明らかにウルスラがなんの魔ま術じゆつも使わず、素の力だけで受け止めていたからだ。

「……かつて私は、瀆とく神しんの業わざをこの身に宿してました」

　ゴーレムの蹴りを受けた状態で、彼かの女じよは語った。

「しかし、その力も一時的なもの……いつかは失われ、戦争が終わり、維い持じできないと知った時、やがて報むくいがあると恐おそれました」

「ウルスラ……」

「お笑わらい種ぐさですよね。何百と何千と命を奪うばっておいて──いつか報むくいを受けるのは必然だというのに……そうと知っていたはずなのに……それでも私は死にたくなかった……本当に欲ほしかったもの……誰だれかを傷つけず、殺すこともなく何かを為なせる力が欲ほしかった……」

　そしてウルスラは、教会で一心に神に祈いのった。

「そして託たく宣せんを得たのです」




「己おのれを磨みがき上あげよ。鍛きたえた筋肉は恐おそれを払はらう──と」




「それ絶対託たく宣せんとかじゃねーよ!?」

「より厳密には、練れん磨ませよ、鍛たん錬れんせよ、試練に備えよ、やがて恐おそれは振ふり払はらわれる、でした」

「筋肉が入ってないじゃないの!?」

　アルナルドとファウスタからそれぞれのツッコミを受けてなお、ウルスラは平然としていた。

「何を言っているのですか。鍛たん錬れんといえば筋肉をつけることでしょう」

「極論すぎるだろそれ！　というか、筋肉つけたって、お前見るからに細身じゃないか!?」

　絶対に、何か、筋肉以外のインチキが入っているはず。

「たまたま、鍛たん錬れんを始めたばかりの頃ころに東方から来た武術家の老人が居合わせたので、その人からも少し武術を習いました」

「たまたまって……」

　どんな鍛きたえ方、どんな技わざを身につければ、大人おとなの倍の背せ丈たけのゴーレムと拮きつ抗こうできる力を人間が発揮できるのだ。

　まだ祈いのりによって神の奇き跡せきがその身に宿った、とかいう聖典なんかに載のってそうな与よ太たの方が納なつ得とくできる。

「さて──」

　ウルスラはそう言うと、ゴーレムの足を摑つかんだまま動いた。どういう理り屈くつが働いたのか、ゴーレムはその場に転び、足が折れた。

「しかしこれは……邪魔ですね」

　ゴーレムを放すと、ウルスラの鎧の胸が大きく凹んでいるのが見えた。蹴りの威力を受け止めたのだろう。ウルスラは籠手を毟りとると、顕になった指を鎧の下部に入れてぱかりと外した。金属製の鎧がまるで紙のようだった。鍛えたとかそういうのでは絶対ないと思った。

　そして身軽になると観客席に駆かけ上あがり、そのまま貴き賓ひん席せきに立つファウスタに向かって駆かけていく。

「こ、こないで！」

　叫さけびと共に、闘とう技ぎ場じようの観客席からゴーレムが何体も出来上がり、ウルスラへと向かった。

「なんだとぉ!?」

　アルナルドが驚きよう愕がくしたのも無理からぬことだった。ゴーレムの瞬間的な複数創成というのがまず常軌を逸しているのに、しかもそれを呪文も唱えずに絶叫だけで成し得るだなどと、彼かれの長い戦歴の中で、見たことも聞いたこともなかったのだ。

　その尽ことごとくを鎧がい袖しゆう一いつ触しよくに殴なぐり飛とばし、投げ飛ばし、ウルスラはファウスタに接近する。

　そして。

「──────ッ」

　拳こぶしを突つき出だすと、赤い光でできた五ご芒ぼう星せいと円と文字を組み合わせた円えん陣じんが浮うかび上あがった。

　防ぼう御ぎよ魔ま法ほうだ──というのはアルナルドにも解わかった。高位の魔ま術じゆつ師しには、このような魔ま術じゆつで物理攻こう撃げきを防ぐ者がいるというのは聞いたことがあった。

　それが一いつ瞬しゆんで砕くだけると、ファウスタの纏まとっていた外がい套とうも頭ず巾きんも千々に破れ、消し飛ぶ。魔ま術じゆつは衣服にかけてあったのだろう。

（ああ、裸はだかに剝むいたってこれのことか）

　魔ま術じゆつの防ぼう御ぎよを拳こぶしで破るということがどれだけの難事であるとか、そういうことはもうアルナルドは考えなかった。そんなこと、気にするだけ馬ば鹿か馬ば鹿かしい。

　下着だけ残して半はん裸らになったファウスタの姿は、十代半ばほどの少女だった。ああ、確かに自分の戦ったファウスタとは別人だと思った。

　ウルスラは呆ぼう然ぜんと立たち尽つくすファウスタから拳こぶしを引き、鎧よろいの上に着ていた服を脱ぬいで肩かたにかけた。

　戦いは──終わったのだ。




　ウルスラはほどなくしてアルナルドへと歩み寄ってきて、傷口へと手を当てた。治ち癒ゆの法術の光が生じ、微かすかな痒かゆみと共に傷が塞ふさがっていく。

「剣匠マエストロ……私は、殺さずに、傷つけることなく、戦いを終わらせることができました」

「あ、ああ……」

　聖女でもなく、年とし頃ごろの娘むすめのように、心底から笑って告げる彼かの女じよに、剣匠マエストロは曖あい昧まいな顔をした。

（本当にもう、「あの」ウルスラはいないんだな……）

　色々な意味で。

「ねえ、枷かせ外してよ」

　マルタの声が聞こえた。

　闘とう技ぎ場じようからは魔ま術じゆつが解け、通常の時間に戻もどった空はすでに暮ぼ色しよくに染まりつつあった。




　　　◆　◆　◆




「彼かの女じよも人を傷つけたくないようなので」

　とウルスラは翌日にわざわざ、彼かれの宿にやってきてファウスタを自分が預かったと告げた。

「彼かの女じよも魔ま術じゆつなどに頼たよらず、人を傷つけることなく何かをなせる力を身につけることができるだろう、私にその助力をさせよと──新たな託たく宣せんを得ました」

「…………それで？」

「今日きようから指導しています。きっと彼かの女じよも、私のようになれるでしょう」

　そう言ったウルスラの笑え顔がおはとても素す敵てきで──

　アルナルドは、「そうなるといいな」とだけ、力なく答えたのだった。













　　　二章　ウルスラの観かん察さつ







「保護観察の仕事を頼たのみたいのです」

「保護観察？」

　修道院に呼びだされたアルナルドは、かつての仇きゆう敵てきにそう頼たのまれ、意味もよく解わからずに復唱していた。

「この子の」

「…………」

　修道女の姿をした、しかし頭ず巾きんは被かぶっていないファウスタが恨うらめしそうな顔で彼かれを見ている。

　アルナルドは、困こん惑わくした。




　　　◆　◆　◆




　アルナルドは剣匠マエストロと呼ばれている。

　剣匠マエストロというのは剣けん術じゆつの師し範はん以上の実力を持つ者、剣けん術じゆつの名人という意味で与あたえられる称しよう号ごうである。彼かれが学んだ流派では他に七人、剣匠マエストロがいたが、その中で生き残った者は三人。軍役などから完全に身を引いたのはアルナルドだけだった。

　他の二人ふたりにしても、とっくに自分らの技能が時じ代だい遅おくれであるということは自覚しているはずなのだが、彼かれのように軍から身を引くという、そんな思い切った決断はできないらしい。

　もっとも、アルナルドの選せん択たくも、本土の技術がまだ波は及きゆうしていないだろう新大陸で身を立てるというものであり、結局は自分の身につけた技術を捨てられてはいなかった。

　この選せん択たくは先延ばしでしかないという自覚の元、直じきに役立たなくなるだろう技能にすがるしかない自分──それに対する自じ嘲ちようなど、とうの昔に通り過ぎて、倦けん怠たいと憂ゆう鬱うつの中にあった。

　そうした中で、思わぬ再会があった。

　戦せん鬼きウルスラと、かつて呼ばれていた女だ。

　ウルスラはあらゆる意味で昔とは違ちがっていて、違ちがいすぎていて……

　その彼かの女じよから『赤あか熊ぐま団だん』を通じての依い頼らいがあった時、嫌いやな予感はしていたのだ。

　それでも彼かれが断らずに修道院に向かったのは、なんだかんだとウルスラのことが気にかかっていたからと、あとはやはり、自分にとっても新たな人生を模も索さくしている先達として、もう少し関わっていたいと、何処どこかで考えていたからだろう。

　そして再会した修道院の礼拝所の、その裏で改めてウルスラと話をすることになったのだが。




　　　◆　◆　◆




「色々と突つっこみどころは多いが──」

　アルナルドは、ファウスタを一いち瞥べつしてから、ウルスラと、そしてその隣となりにちゃっかりと控ひかえてニコニコと笑っているマルタへと目をやった。

「こいつ、先日の、ファウスタの娘むすめだよな」

　魔ま術じゆつ師しファウスタ──の、娘むすめである。

　アルナルドがかつて戦ったことがある強敵、魔ま女じよ王おうとも謳うたわれた女おんな魔ま術じゆつ師しは、この娘むすめの母であったらしい。

「私も……ファウスタよ！　……いえ、です」

（ウルスラの顔色を窺うかがいながら、すげェ目で睨にらみつけてくる……）

　無論、その程度のことで怯おびえるようなアルナルドではない。魔ま術じゆつ師し相手の戦いは知ち悉しつしているし、その魔ま術じゆつ師しが十代半ば程度の小こ娘むすめなら、それこそどうにでも対処できる。

「そうか。娘むすめの名前もファウスタか。世せ襲しゆう制せいなのか」

　一つ納なつ得とくがいった、ということでアルナルドは頷うなずき、「それで」とウルスラに続きを促うながす。

　ウルスラの顔からは聖女のような微笑ほほえみはない。ということは、これはつまり、世間には出せない話をするということなのだなという見当をつける。

「私は今、このファウスタの指導をしています」

「身み柄がらを預かっているという話は聞いていたが、こいつを尼あまさんにするつもりなのか」

「それは当人が志望すればですが」

「私は！」

「私は？」

「…………その、まだ、保留させてください」

（完全に萎い縮しゆくしている）

　無理もないなあ、とアルナルドは思う。

　なんの魔ま術じゆつも使わずにゴーレムを殴なぐり倒たおす女だとか、脅きよう威い以外の何物でもない。魔ま術じゆつを使ったって、あんなこと簡単にはできないだろう。

　いわばウルスラは、素の生身で魔ま術じゆつ師し以上の怪かい物ぶつなのだ。

　魔ま術じゆつの腕うではそれなりにあるにせよ、今一つ戦いの覚かく悟ごだとか決意が欠けているようなファウスタにとって、それこそどうにもならない相手なのだと諦あきらめてしまっているのだろう。

「とりあえず、当人の意思はどうであれ、私が彼かの女じよの身み柄がらを預かって指導しています」

「なんの指導だか──それで、俺おれにその指導の手て伝つだいとかではなくて……保護観察と言ったか」

「ええ」

　保護観察という言葉は、知らないわけではない。

　確か、罪状の軽い人間を牢ろう屋やなどに入れず、一定期間真ま面じ目めに生活するように誓ちかわせ、その地区の役所の人間、あるいは世話役に定期的に面接させて経過を報告させる──とか、そんな感じの制度のはずだ。

「現実には、牢ろう屋やの部へ屋や数すうも飯も限られているので、微び罪ざいの人間をいちいち処しよ罰ばつするのは自治体には負担だから、それらしい美名をつけて聖職者とかに監かん視しを押おし付つけていると聞いてる」

　だからまあ、ウルスラがファウスタをそういう名目で預かっているということは、それだけを言えば納なつ得とくできることではあるが。

「しかし、ファウスタがやったことは、未み遂すいとはいえ殺人、そして誘ゆう拐かいの現行犯だろ」

　とても軽犯罪とは言えない。

「…………」

　ファウスタは気まずそうに黙だまりこんでいた。自分のやらかしたことの重大さに、今いま更さらながら気づいたのかもしれない。

「だから俺おれは、ウルスラがそういうことは都市議会に報告しないで、自身の意思だけでこいつを──ファウスタの身み柄がらを預かっているものかと思っていたんだが」

　ウルスラは「いえ」と答える。

「先日の件は、詳しよう細さいを修道院長様と、あと元の依い頼らいが出てきた『赤あか熊ぐま団だん』へと報告しています。それは、貴方あなたもそうしているはずですが」

「まあ、報告は義務だからな……」

　そうでなければ報ほう酬しゆうが貰もらえない。とはいえ、それはファウスタがウルスラに嫌いやがらせに実効性のない魔ま術じゆつを仕し掛かけようとしていただとか、噓うそではないが事実の全てではなかった。

　殺人未み遂すいと誘ゆう拐かいだなんて、書いたらファウスタは厳重に処しよ罰ばつされると判断したのだ。

「まず、誘ゆう拐かいの件ですが、マルタは勝手についていったようです」

「は？」

　ファウスタとは修道院の近所で会った。そこで姿を消し、そして闘とう技ぎ場じようではファウスタがマルタを縛しばっていた──のだ。

「俺おれはてっきり、姿を消してから俺たちとのやりとりを見ていて、それでマルタがお前さんに親しいから誘ゆう拐かいしたものだと……」

「その推論は、ほぼ正しいです。貴方あなたに会ってから一いつ旦たん離はなれて戻もどって、それで礼拝所で私たちの会話を盗ぬすみ聞ぎきし、それから、そのまままっすぐ遺い跡せきへと戻もどったようですよ」

「ちょうど、ここで聞いていたのよ」

　ファウスタが顔を逸そらしながら、ふてくされたように言う。

「ここから？」

　確かに礼拝所の裏手ではあるが、どうやって中での会話を聞きだしたのか。

「本当の話よ。魔ま術じゆつを使ってたけど、貴方あなたたち、気づかなかったし……」

　戦場から離はなれて、嗅きゆう覚かくも鈍にぶってたんでしょ？　そう、精せい一いつ杯ぱい馬ば鹿かにしたように言った。

「けど、ファウスタも姿消すの忘れてたんだよね」

　とマルタ。

「………………それは、」

「お前、仮にも魔ま術じゆつ師しがあとをつけられて解わからなかったのか？」

「慌あわててたみたいですね」

「うん、すっごい焦あせってた」

「んー……」

　アルナルドは少し頭を捻ひねる。

　確か聖堂でウルスラと修道院長とした会話は、そんなに長くはなかった。時間を一番くったのはウルスラの武装である。仮にも冒ぼう険けんに行くのだからと修道院長に武装を勧すすめられ、それでやや時間がかかった記き憶おくがある。一人ひとりで手て伝つだう者がいなかったらこんなにかかるのか、とぼんやりと思ったような……それでも、こちらがイラつくほどのものでもなかった。

　その後で二人ふたりして話しながら歩いて闘とう技ぎ場じようまで行って……。

「いや、ファウスタお前、魔ま術じゆつで移動しなかったのか？」

「触しよく媒ばいがもったいなくて……」

「そこはケチるなよ!?」

　巧こう遅ちは拙せつ速そくに如しかずというが、兵は拙せつ速そくを尊ぶ──ともいう。作戦行動はとにかく速くしろということである。勿もち論ろん、正確であるにこしたことはないのだが。

「お前、本当に戦い慣れしてないんだな……」

「ぐぐぐ……」

「というか、マルタ、お前もなんで追ってったんだ？」

「ああ、それはファウスタって前からたまに修道院近くをうろうろとしててさ」

「そういえば、そんなことも言ってたな」

「お使いから帰る途と中ちゆうでファウスタを見つけて、それで」

「……不ふ審しん者しやが気になったというのは解わかります。しかしそのような行動は感心できません」

　ウルスラは困り顔で諭さとす。マルタも「ごめん」と返すのだが、何処どこまで反省しているのかアルナルドの目から見ても解わかったものではない。

「まあ、ちょっと前にも一度、気になってあとをついてったことがあったんだけどさ」

「え」

　とファウスタ。

　ウルスラも目を微かすかに細める。

「それは、私は知りませんでした」

「言ってないもの。それで今度も追っていったら、なんだかおかしなことしてたの。それで」

「…………気づいたら、魔ま術じゆつを仕し掛かけてるところで話しかけてくるんだもの……」

　ファウスタはうなだれた。

　マルタの唐とう突とつな登場には随ずい分ぶんと驚おどろいたらしい。そしてどう答えたものかと悩なやんでいる隙すきに、マルタはあちこちの仕し掛かけをペタペタと触さわったり踏ふんだりした。危ない、やめなさい、と言ってもやめない。やむなく魔ま術じゆつで縛しばったのだという。

「あの時、この子が邪じや魔ましなかったら闘とう技ぎ場じようの時間操作の魔ま術じゆつは成功してたのに……」

「あー……」

　いくらなんでも、間ま抜ぬけすぎるとは思っていたが、そういう事情もあったのか。

「いや、待て。それだと誘ゆう拐かいにならないのか？」

「ならないようですね。私も法律の専門家ではありませんが、警告から捕ほ縛ばく、という流れは魔ま術じゆつの効果は別にしても正当な防衛行こう為いと看み做なされるものだそうです。そして人ひと質じちとして私たちに何かを要求したという事実もありません」

「え？　いや、それは────…………あー、確かに、そうなる……か？」

　思い返せば、ファウスタは別にこちらに対して行動の制限を縛しばるとか、何かをやれとかの強制をしてはいなかった。

　ただ、縛しばったマルタを見せただけである。

「誘ゆう拐かいの厳密な定義を論じだすと、とても大変らしいのです」

「あー……こんな辺境の街って言っても、そこら辺は法律家がちゃんと処理しているんだな」

　新大陸なんて未いまだ野や蛮ばんで、無法が通っているものと思っていたので、少し感心する。

「まあ実際のところ、魔ま術じゆつ師しを半はん端ぱに処しよ刑けいしたら後で祟たたられるかもしれない、と処しよ刑けい人にんが尻しり込ごみしただけなんですが」

「祟たたるのか？」

「祟たたらないわよ!?」

　思わず、つい聞いてしまったアルナルドに、ファウスタは涙なみだ目めで叫さけぶ。

「祟たたるなら、貴方あなたもウルスラも平然とした顔でここにいられないでしょ！」

　道理ではあった。アルナルドにしてもウルスラにしても、何人も魔ま術じゆつ師しを打だ倒とうしている。

「首を落とせるのなら後腐くされなく問題も残らないのでしょうが、彼かの女じよの罪状、全部合わせても半はん端ぱなので……」

　さくっと怖こわいことを言うウルスラ。しかし、言っていることはアルナルドも考えていたことなので溜ため息いき交じりに頷うなずく。

「というか、処しよ罰ばつの内容が処しよ刑けい人にんの裁量って時点で暗黒時代かって話だがな……あ、けどウルスラをゴーレムで襲おそったじゃないか。あれはどう考えても殺人未み遂すいだろ？」

　あれは地方にもよるが、死し刑けいにもなりえる重罪だ。

　ファウスタは脅おびえた目をした。

「貴方あなた、私の首をそんなに落としたいの……？」

「そんなつもりはないが……」

　ウルスラは「それについてですが」と前置きしてから。

「あれは、不能犯です」

　と言った。

「不能犯？」

「簡単に言うと、こうすれば殺せる、とカン違ちがいしてマヌケな行こう為いをすることですね。珈琲コーヒーに塩を入れたものを飲ませると毒になると思ってたとか」

「そんな馬ば鹿かがいるのか」

「珈琲コーヒーに胡こ椒しよう入れて飲むところもあるんだって！」

　マルタが言った。

　それは初耳であったし、飲み方も色々とあるのだなあと感心したが、今はそういう話をするところではない。

「────不能犯です」

　ウルスラは重ねて断言した。
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「あんなことで私は殺せません。だから彼かの女じよは不能犯です」




「─────」

「─────」

　あまりにもあまりな言葉に、アルナルドとファウスタは言葉を失った。

　ははは、とマルタが苦く笑しようした。

「そんな感じの論法で、ウルスラってばファウスタの弁護してさ」

（弁護か……？）

　アルナルドはそう思ったが、あえて口にしなかった。ファウスタも何か言いたげではあったが、黙だまったままだ。

「強ごう引いんに身み柄がら引取人になっちゃったの」

「……役所通してたってところ以外は、俺おれの想像とそんなに変わらんか」

「幸い、お役所の方々にも話が解わかっていただけました」

　ウルスラは、聖女のように笑った。

　アルナルドは、マルタを見た。

　マルタは、アルナルドの視線を受けて首を振ふった。

（まあ、ウルスラがこの街でどういう地位にあるかは知らんが……）

　この笑え顔がおと、先述の「殺せません」発言を受けて、裁判所のお偉えらいさんがどういうことを考えたのかは、想像に難かたくない。

「まあそんなわけで、彼かの女じよには処しよ罰ばつするだけの罪状というのは実質ありません」

「まあお前がそう言うのなら、そうなんだろうな……しかし、保護観察をつけるってことは、それにしても放置はできないということか？」

「一応、微び罪ざいですが森を荒あらしたことによる狩しゆ猟りよう権けん侵しん害がい、遺い跡せきを荒あらしたこともそれなりに」

「ああ……」

　そういう権利関係は何処どこにでもあるものだ。本土のそれは結構厳しかったなあと思い返す。

　森で勝手に狩かりなどしてたら狩しゆ猟りよう管理官に見つかって罰ばつ金きんを請せい求きゆうされる……というのはよく聞く話である。この街にもあるのだな、と思ってから、あの森の貧ひん弱じやくな植物相に、ろくな獲え物ものもいないのではないかと思う。

「いませんよ」

　ウルスラはあっさりと言う。

「昔はもう少し森も立派で、それなりの獣けものもいたようですが、今ではろくにいませんね」

　だから、狩しゆ猟りよう権けんというのも一応街ができた頃ころからあるのだが、今では森の管理権ということで包ほう括かつ的てきに扱あつかわれていて、しかもそんなに実入りがないからほとんど意味がないのだという。

「その調子だと、遺い跡せきも同様か」

「はい。昔は石工組合が慈善事業で管理していたのですが、本土の文化復興運動の影えい響きようから古代遺い跡せきも保護対象ということになって、今は別の有力議ぎ員いんの管理下です」

「議ぎ員いんは利権に目め敏ざといね。まあ、組合も大した金にならんと思ったから譲ったんだろうけど」

「そうですね。まだ利権としての旨うま味みはありませんが、資産価値は上がっているようです」

「何処どこが上げてるんだか」

「そのせいで、遺跡からゴーレムを創ったその賠ばい償しよう金きん、結構な額面になるのです」

「────」

　アルナルドは思い返す。遺い跡せきの一部から創りだしたゴーレムたち。何体出たのだったか。一体、二体……もっといたかもしれない。しかしそれらは尽ことごとくがウルスラに破は壊かいされたのだ。

（そうか。ゴーレムに使用したら、石とか戻もどらないものな……）

　法整備がまだなので、罪科としてはそんなに重くないというのが、救いであった。

「とりあえず私が身み柄がらを預かるということで、牢ろう屋やには入れられずに済んだのですが、どうしても賠ばい償しよう金きんは支し払はらわなくてはならなくて」

　それは月々の給料から一部支し払はらいをする、ということでなんとかしたようだ。

「給料？」

「修道院から、雑務をやってもらう下女という名目で雇やとうことになりました」

「ああ……」

「そうすると、今度は私の弟で子しとして指導するという名目がたたなくなったのです」

「なるほど」

　あっちをたてればこっちがたたず、ということだろうか。

「賠ばい償しよう金きんを、私が立たて替かえておくということも考えたのですが」

「いいです！　結構ですから！」

　ファウスタが叫さけぶ。

（なんだ……？）

「それはもう聞きました」

　そう言ってから、ウルスラは聖女でもない微かすかな笑えみをこぼす。苦く笑しようしているようだ。

「それで、下女の仕事をさせつつも、指導はこれからも続けるということになったのですが、遺い跡せきの権利者から別に保護司をつけろという話にもなりまして」

「なんでまた？」

「下女の仕事となれば、私が始終目を光らせているわけにいかないだろう──とのことです」

「ああ……」

　だいたい、話の筋が解わかってきた。

（賠ばい償しよう金きんがどれだけの額かは知らんが、人を増やすとなると余計な金もかかるだろうに……）

　アルナルドは溜ため息いきを吐つく。

「まあ、事情は解わかった。だが、解わからんことがまだある」

「なんでしょう？」

「『赤あか熊ぐま団だん』からの依い頼らいというのが解わからん」

　あそこはあくまで、戦せん闘とう者しやに仕事を斡あつ旋せんする組織でしかないはずだが。司法関係の仕事の代行もするというのは初耳である。依い頼らい者しやがいるにしても、被ひ害がいを受けた人間がいないのならば誰だれがそんなことを頼たのむのだろうか。

「簡単な話です」

　ウルスラは言う。

「森と遺い跡せきの管理権を持つ議ぎ員いんが、『赤あか熊ぐま団だん』の当代の団長だからです」

「ああ……」

「あと、他に魔ま術じゆつ師しに対応できる人材がいなかったということもありますが」

　もう少し仕事の詳しよう細さいを聞いてみたが、ファウスタの監かん視しをしつつ修道院の下働きの手て伝つだいもしてもらうということで、こちらは別に給料をだすとのこと。その額もそれなりだったし、総じて労働条件としては悪くない。

「さてどうしたものか……」

　声にだして、アルナルドはファウスタを見た。視線を感じると思ったが、どうしてかすがるような目で彼かれを見ていた。

「……まあいいか。日ひ銭ぜにが増えるというのなら、俺おれも問題はない。その仕事、引き受けよう」
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「──って、引き受けたものの」

「……何よ」

　じっとりとした眼まな差ざしを向け、アルナルドは言った。

「お前、本当に魔ま術じゆつ以外はてんで駄だ目めなんだな」

「うぐぐ……」

　その場でしゃがみこみ、顔を押おさえるファウスタ。

「まあいいんだけどさ……」

　アルナルドは、そう言ってからぐぐっと伸のびをした。ここに来てから二刻近く細かく休きゆう憩けいを入れつつ作業を続けていた。そろそろ、飯でも食いたいところだ。

　アルナルドは頭をかいて。

「じゃあまあ、ひとやすみすっか」

　そしてどっかりと手て頃ごろな段差の上に腰こしを下ろした。

　二人ふたりがいるのは修道院敷しき地ち内ないにある小さな納な屋やである。納な屋やとはいっても石造りの古代遺い跡せきだったものを流用したらしい。元々は何か別の施し設せつの一部だったものを、後からできた修道院が納な屋やとして使っているものだとか。つまり、修道院よりもずっと古い建物なのだ。

　それが最近壊こわれたので、なんとか修復して欲ほしいという話だ。

　そして、その手て伝つだいをファウスタにやらせているわけであるが……。

　これが、本当に役に立たない。まったく、ではないのだが。

　ちょっと物とってこい、という指示だけでもろくにこなせない。それはファウスタが単純に世間知らずというか、大工道具などがよく解わかってないということが理由なので、いちいち教えれば次からは問題ないわけであるけれど……にしても、なかなかに面めん倒どうくさい。

　そんな感じでファウスタを伴ともなって修復をしていた（正確には修復の下見）が、なんとなくアルナルドはファウスタという人間がどういう失敗をするのかが見えてきた。

（不器用ってんでもないか。空回りするんだな）

　魔ま術じゆつ師しなどやっていたのだから当然、不器用なはずもなく。

　しかし、なんというか……気負いすぎてる、と思う。

　一つだけの指示なら問題ないのだが、二つ言うとそれを同時にこなそうと失敗する、ということになる。順番を考えるということもせずに、とにかくいっぺんにしようとする。効率的なのよ、と当人は言っているが、失敗からの回復の手間暇ひまを考えれば全然効率的ではない。

　アホか、と思う。

　思うのだが、それは言わないで、とりあえず一つ一つ指示することにした。

　それでも確実にこなせるというわけではないが……失敗は減っている。と思う。多分。

　そしてアルナルドの方も、つい二つ三つ重ねて指示してしまうという失敗をしてしまう。

（俺おれの部下だった奴やつは、たいがい優ゆう秀しゆうだったからな……）

　大半は、戦場で失ってしまったが。

　脳のう裏りに革かわ帯おびで身体からだを拘こう束そくするイカれた衣い装しようのウルスラの姿が浮うかんだ。顔色一つ変えず、戦場を思うがままに蹂じゆう躙りんしていた。怪かい物ぶつ。いつしか呼ばれた名が〝戦せん鬼き〟──ウルスラ。

　そしてもう一人ひとり、夜の街で、あるいは戦場で、彼かれに多くの苦く汁じゆうを舐なめさせていた相手がいた。

　〝魔ま女じよ王おう〟のファウスタ──

　今、ここにいる娘むすめの、どうやら母にあたる人物らしい。

　アルナルドはぐったりと座すわりこんでいるファウスタへと目を向け、意を決して口を開く。

「なあ、お前さあ、戦いとか全然向いてないって自覚あんのか？」

「いきなり、何を……喧けん嘩か売ってるの？」

　きっと睨にらみつけてくるが、その眼まな差ざしにも力がない。

「いや、すまん。ちと言葉が足りなかった。けどさ、お前、魔ま術じゆつの腕うではなかなかだけど、戦いとか向いてないよな。そこら自分でも解わかってると思うけど」

「…………」

　ファウスタは黙だまりこむ。

「それなのに、よくもウルスラに挑いどもうとか思ったな」

「──姉ねえさまたちに強要されたのよ」

　一いつ瞬しゆんの逡しゆん巡じゆんがあったが、ファウスタはそう答えてから「はあ」と盛せい大だいに溜ため息いきを吐つく。

「お前、姉がいるのか？」

「直接の血けつ縁えんはないわ。母かあさまの弟で子しで、私より年上の人たちだから、そう呼んでるの。うちは私の一族が中心になって、その補ほ佐さとして弟で子しをとるって形態だから」

　魔ま術じゆつ流派は幾いくつもあってそれぞれ形態が異なるが、彼かの女じよの一門はそういう派は閥ばつである。

　剣けん術じゆつにもそんな流派があるなとアルナルドは思ったりした。

「それで、あと二十年もしたら、私が次の魔ま女じよ王おうになる──予定だったんだけど、母かあさまがウルスラに破れて、それが元で死んじゃったの」

「やはり、か」

「戦場ではどんなことが起きるか解わからないから、あるいは、いつかは……と覚かく悟ごはしていた」

　ファウスタは、母の死をしかし淡たん々たんと語る。思い入れがない、だなんてはずもない。ただ、思い入れをこめて語るのを拒きよ否ひしているような、そんな語り方だ。

「けど、一門にしたらそうでもなかったの。母かあさまが歴代のファウスタで初めての戦死ってことで、前例のないことで……それで、誰だれがファウスタを継つぐのかって話になっちゃって」

「？　血族が継けい承しようしてきた門派だろう？」

「そうだけど……」

　ファウスタは口をつぐむ。

（ああ、そうだな。戦いに向いてないもんな）

　それはきっと昔からそうで、周囲もそう思っていて、ファウスタという名を継けい承しようされるにふさわしくないという意見も当然あって……それは母の威い光こうなどで抑おさえこまれていたのだろう。

「それで候補者が私含ふくめて五人残って」

「一応、お前も候補に残ってたんだ」

「……一応だけど、最有力候補でした！」

　七光ではなくて、実力で。

　ファウスタ当人の申しん告こくなのであてにならないとは思いつつ、アルナルドは話を聞く。

　曰いわく、なんだかんだと魔ま術じゆつの腕うででいえばファウスタが一番であった。

　血族が今まで継ついできたのだし、これからも血族が継ついでいくのが順当だろうと。

　……結局は、これまでの方法をそのまま継けい続ぞくすることになる──というところに落ち着くかに思われたのだが、魔ま導どう師しについての情報公開がされることによって、また状じよう況きようが一変した。

「と、いうと？」

「闘とう技ぎ場じようでも話したでしょ。ウルスラの事情が解わかったから」

「ああ……」

「あの」ウルスラは絶対に勝てない怪かい物ぶつではあったが、そうではなく、倒たおせる相手と格下げがされたのだ。

　他の候補者が「後こう継けい者しやならば敵かたき討うちしないと」と言いだしたのだという。

「なるほど。だいたい解わかった」

「ウルスラがここで修道女をしているらしい、というのは最近になって本土でも噂うわさになってたから……」

「最近になって？」

　アルナルドの言葉に不ふ穏おんな響ひびきを感じ取ったのか、ファウスタは身体からだを竦すくませる。

「……どうしたの？」

「いや──」

　ふむ、と腕うでを組む。

（何かね、嫌いやな予感がするな……）

　まあ、それは今考えるべきことではない。アルナルドは首を振ふった。

「まあ、続けてくれ」

「続けてって言われても、それだけ。ウルスラともう一度勝負して、それで決着をつけることが私が正式に魔ま女じよ王おうを継つげる条件だってことになって、こちらに来たのが二ヶ月前」

「どうせお前、上手うまく反論できないで言いくるめられたんだろうが……にしても、二ヶ月か」

「本当に力を失ったかなんて、解わからないじゃないの」

（と、自分に言い訳を続けてたんだろうな……）

　その様子が手に取るようだった。

　そもそも、ファウスタは戦いに向いてない人間なのだ。それで延々と戦いを先延ばしにし続けるだろうことは姉あね弟で子したちにとっても予測済みであったに違ちがいない。

（それで長らく留守になった隙すきに、実権を奪うばう──とかいう算段つけてたんだろうな）

「どうしようかな……」

　ファウスタは脚あしを抱かかえこむ。

「ウルスラを倒たおすなんてとてもできないし。私、このままこの大陸でずーっと残りの人生、修道院の下働きの下女で終わっちゃうのかな……」

「俺おれは、その方が絶対に幸せだと思うけどな」

　ウルスラを倒たおして、ろくでもない姉あね弟で子したちの元に戻もどって、そして母のような魔ま術じゆつ師しになったとしても──

「あと、下女でなくて修道女って選せん択たくもあっただろうさ」

「それだけは絶対に嫌いや！」

　ファウスタは顔を上げた。

「ウルスラに指導されて尼あまさんになるくらいなら、監かん視しつきで下女の方が絶対にマシよ！」

「あ、ああ……」

「……本当、あんたがこの仕事引き受けてくれて、よかった……私、あのままだったら、死んでた……いや、死なないけど、死んでた……」

「どういう意味だ？」

「一日中鍛たん錬れんさせられてたのよ」

　鍛たん錬れんの内容がどういうものであるのかは、ファウスタは頑がんとして語ろうとしなかったが、アルナルドはウルスラがゴーレムを殴なぐり飛とばした光景を脳のう裏りに浮うかべた。

（ああなるための鍛たん錬れんか……）

「とにかく死にかけて、死にかけたら治ち癒ゆ術をかけられて、全回復したらまた鍛たん錬れんで、また死にかけて……自分もそうやって鍛たん錬れんしたからって……」

　この一週間で、何十回死にかけてたか。

「それは……」

　アルナルドは、引いた。

（どういう鍛たん錬れんかは知らんが、治ち癒ゆ術と組み合わせてるというのなら……）

　限界までやらせて、それをやらせ続ける──などということもできるのだろう。

　考えるだに、地じ獄ごくのようだが。

「なお恐おそろしいことに、あの女、自分自身は軽々とそれをこなしていくのよ……」

「うわあ」

「もう、どうしたらいいのよ……」

「えーと」

（どう言ったらいいんだろうな）

　アルナルドは考えてみたが、ろくな言葉はでてこなかった。

　しかしそれはそれとして、別の納なつ得とくができた。ファウスタが修道女になるという選せん択たくを捨てて借金生活を選んだのも、まだ下女働きの方がマシだと思えたからだろう。無理もない、とアルナルドは思う。誰だれだってそうする。自分だって、同じ立場ならばそうする。

（しかし、「あの」ウルスラがなあ……）

　光こう輝き発するかつての姿を思いだす。今とは全然戦い方も何もかもが違ちがう。思い返せば、筋肉だってたいしてついてなかった気がする。今はどうなっているのだろうか。あの女め神がみのような悪あく魔まの身体からだが、ごつごつとした筋肉の塊かたまりになっているのだろうか。

「あまり、想像したくないが……」

「？　何のこと？」

「すまん、今のはひとりごと」

「ふうん……」

　と、不意にファウスタは顔を上げた。何かの異変を感じ取った──そんな表情をしていた。

「どうした？」

「いや、何か覚えがある魔ま術じゆつの音が、したような……」

「音？　ああ、お前は音として判じてるわけか」

　アルナルドは、魔ま術じゆつを匂においとして感じ取る。

　それを言うと、ファウスタは不ふ審しんげに眉まゆ根ねを寄せた。

「剣けん士しの中には魔ま術じゆつを感じ取り、切ることができる人間がいるっていうけど……剣匠マエストロともなると、魔ま術じゆつ師し並みに感じ取ることができるのね」

　普ふ通つうの人間の感覚は、もっとぼんやりとしているものにね、とファウスタは言う。

「そんなものなのか。同門以外の人間に魔ま術じゆつのこととか聞いたことないからよく解わからんが」

「普ふ通つうの人間は、なんとなくぴりぴり来るとか、ぼんやりと何か来るとか……意味がよく解わかんない感じのことを言うって、母かあさまが言ってた」

「ああ、なんかそういうようなこと言う兵士はいたな……」

「感覚がはっきりしていると、より具体的に言語化できるって。匂におうとか聞こえるみたいなのは、かなり鋭するどい方だって」

「ほう……」

　アルナルドはすんすんと鼻を鳴らしたが、上手うまくファウスタの言うような、魔ま術じゆつが近くで行われたというような匂においを感じ取れなかった。

「──やっぱり、鈍にぶってるな」

「遠いからかも。聴ちよう覚かくとして捉とらえられる私の方が、より敏びん感かんだし」

「やはり、本職だけあるか」

「自じ慢まんできないけど……しかし、さすがは剣匠マエストロ。戦せん鬼きたちとも互ご角かく以上に戦えたって言われてただけあるのねー……専門の訓練を十年積んで、できない者はできないのよ、これ」

「お前より鈍にぶいのに、褒ほめられるってのもな。それに」

　互ご角かくなんてとんでもない──と、アルナルドは肩かたを竦すくめてみせる。

「戦せん鬼きと言われた奴やつは全員で九人。そのうち面識があるのは五人だが、どいつもこいつも怪かい物ぶつだった。誰だれにも傷一つつけることができなかった──」

　ウルスラだけで、戦場で顔を合わせたことは四回ほど。戦いにもなってなかったと思う。逃にげまわるだけで精せい一いつ杯ぱいだった。

　苦い記き憶おくだ。あの女の前では、剣匠マエストロとして鍛きたえた技わざなど、なんの意味もなかったのだ。

　そんな諸々の戦歴を語ると、ファウスタは化け物を見るような目をしていた。

　そういう目で見るのは、ウルスラくらいにして欲ほしいとアルナルドは思う。「あの」かつての頃ころでも、なんだかよく解わからない筋肉信しん奉ぽう者しやになっている今の、どっちでもいいから。

「いえ、おかしい。やっぱり、貴方あなたも何かおかしい」

「お前、本当に失礼な奴やつだな」

「いえ、だって、戦せん鬼きと言われた時代のウルスラと戦って、他の戦せん鬼きたちとも戦って、それでもなお生き延びているのって、一流の魔ま術じゆつ師しだって簡単にできることじゃないのよ？」

　母かあさまだって、初見で負けた──

　そう言われたら、アルナルドも「違ちがう」とは言いにくい。

「まあ、戦いというのは条件次第だからな。俺の場合はそれまでに色んな魔ま術じゆつをどうにかしてきた経験があったから、というのはある」

　もとより、剣匠マエストロとはそのような者に贈られる称号だ。

　幾多の戦場を生き抜き、数多あまたの強敵を倒してようやく得られる名だ。

　そして、その剣匠マエストロをして魔ま導どうの者たちは強敵だった。

　結局は運──だったと思う。

「魔ま導どう兵士との戦いで死んだ剣匠マエストロもいるし、なんとか生き延びることはできても、戦えなくなったという剣匠マエストロもいる。みんな、俺より強いか、最低限、俺と同格の使い手だったんだがな」

「運、か……まあ、そういうところはあるかもしれないけど」

　ファウスタは溜ため息いきを吐つく。

「それでも──やっぱり、戦鬼と何度も戦ってなんて、異常もいいところよ！」

「そんなこと言われてもなあ……」

　アルナルドは頭をかいた。

「正直、あんたの母のファウスタが逃げられなかったというのが信じ難がたいね。奴やつとは何度か対たい峙じしたが、暗闇から暗闇に移り、魔ま獣じゆうを操り、幻の城を建て、人を惑わせ、──」

　その多彩な魔ま術じゆつには、ほとほと手を焼かされた。配下の魔ま術じゆつ師したちもまた、手て練だれだった。

　多くの仲間を失った。護まもれなかった者の中には、年とし端はもいかない少女もいた。

　……というようなことは、アルナルドは語らなかった。

　ただ、ファウスタという魔ま術じゆつ師しがどれほど強大な使い手だったのか、淡々と告げた。

「──だから、あいつがウルスラに勝てなかったのは仕方ないにしても、それでも、致命傷を負ってしまうというのは──……なんだその、変な目は」

「いや、だって貴方あなた……ウルスラだけではなくて、母かあさまと姉ねえさまたちとも戦って生き延びているって……それは、知ってたけど、それでも、私のいた時だけじゃなかったんだ……」

（ふうん……？）

　ファウスタの言葉を、アルナルドは吟味する。

「そういえばお前、俺おれのこと知ってたな。俺はお前の顔なんか知らんが」

「そりゃあ、貴方あなたと会った時は母さまの姿をしてたから……」

　そういうことか。あの姿を変える魔ま術じゆつは、そういう風に使用していたのか。

「──ということは、あれか、俺おれが会ったファウスタは何度かはお前だったということか？」

「私が貴方あなたと会ったのは、一度だけよ」

「ということは……他にもいたってことか……」

　ファウスタは「まあね」と重要な秘密だろうことを軽々しく肯定した。

　こいつは本当に魔ま術じゆつ師しに向いてないなあと思いながらも、アルナルドは頷うなずく。

「なるほど……」

　それならば──ファウスタがあれほどに多彩な魔術を使いこなしたことも説明がつく。一人ひとりであんなことができるというのが恐るべきことであったのだ。しかしそれは弟で子したちを使っての演出だったとしたら──

「言っとくけど、母かあさまには私たちの魔ま術じゆつは全部できたわよ。師し匠しようだもの。弟で子しの使える魔ま術じゆつは師し匠しようもできる。当然でしょ」

「それもそうか」

　ファウスタが語るところによれば、〝魔ま女じよ王おう〟はそのように複数の弟子たちを使役することによって名を高めてきたが、元々はあまりにも多い依頼に対して、苦肉の策として始めたものということだった。

「充分な実力のある弟で子しを派遣しても、ファウスタという名で依頼した側からすれば、それは契約違反だと見み做なされる……ということか？」

「そう。だから、代理人として派遣される者は、みんな母かあさまの姿になることができるの」

　そっちの方が騙だまして契約違反ということになるのではないのか……ということは、アルナルドは思っても言わなかった。本来は門外不出の機密事項だろうことだ。どこまで本当かはともかくとして、聞ける時に聞いておこうと思っていた。

　果たしてファウスタは、どういう意図なのか、あるいは何も考えてないのいのか、

「中には半ば独立するような感じで、自分の名前で仕事を請け負う人もいたけど……」

　ファウスタが言うには、門下の中でそのように別に二つ名を持つ者は三人。いずれも彼女の姉あね弟で子しであり、今回、ウルスラとの決着を強いた者たちであったという。

「ははあ、なるほど……」

　そうした構図を改めて聞いていると、推論の補強ができていく。代表者の代理人となれる実力を持ち、別に仕事もしているというのなら、それなりの気概があるのに違いない。実力はあっても、なんだか心構えというか、精神的な完成をしていないだろうこのファウスタが自分の上に立つのには、やはり許せないものがあるのだろう。

　アルナルドは少し考えてから。

「やっぱり、お前、魔ま術じゆつ師しなんか辞めてしまえ」

　わざと、重々しく言う。

「なんで、いきなりそんなことを……」

　そういう話の流れじゃなかったでしょ、とファウスタは抗議の声を上げるのだが、アルナルドは座ったままで首を振った。

「さっきも言ったが、お前は戦いに向いてない。精神的にな」

「それは、そうだけど……」

「そして、魔ま術じゆつ──」




「魔ま術じゆつなんか、もはや時代遅れだ」




「────」

「俺おれには、魔ま術じゆつのことも魔ま導どうのこともよく解わからんがな。だが、さっきの話を聞いててつくづく思ったよ。早晩、魔ま術じゆつは戦場から駆逐される。あのファウスタが──俺おれが会った中に本物がいたのかは知らんが、多彩な技を皆使ってた。お前だって、そうだ。なかなか、やる」

「ありがとう……」

「そして、それらの魔術を全て使いこなす者をして、ウルスラには勝てなかった──」

　改めて、それは重い事実だった。

　どのような戦いだったのか、状況が解わからないのでなんとでも言えることではあるが。

　もしかしたら、相性が悪かったのかもしれない。

　もしかしたら、体調が悪かったのかもしれない。

　しかし、それらはどうでもいい事実だ。

　恐らくは魔ま術じゆつの頂点か、あるいはそれに近いところにある者が、魔ま導どうの兵士、それも戦争が終われば放逐されるような、そんな使い潰される程度の存在に負けた。それが重要なのだ。

「魔ま導どうの情報は公開されたそうだな。直じきに、昔の頃ころのウルスラか、そうでないにしてもそれに近い力を持つ者たちが大量に戦場に溢あふれる時代が来る。もう魔ま術じゆつの時代は終わった」

　だから、お前も──と続けようとした。続けられなかった。

　ファウスタはこちらを睨にらみつけていた。

「魔ま術じゆつは戦場から追い払われる時が来る……ええ、そうね。それは本当。私もそう思う。魔ま導どうは魔ま術じゆつより生まれて魔ま術じゆつを超えた力のあるもの──一面的には、ね」

「ほう……？」

　ファウスタは立ち上がり、傲ごう然ぜんと胸を張った。

　そして、ここに来てから初めて、萎縮も脅おびえもなく笑ってみせた。

「魔ま術じゆつの真髄、そしてこのファウスタの力を、見せてあげる」




　　　◆　◆　◆




「……と、勢いこんでから、どんだけ時間かけてるんだ」

「もうちょっと待って……あとちょっと、あとちょっとで終わるから……」

　ファウスタは壊れた納な屋やを囲む円陣を地面に書きこみ、それから複雑な文字と図形を木の棒や鉄の棒、それぞれ持ち替えて刻んでいく。

「それで、勿もつ体たいないけど……だけど、これしかないし……」

　と、自分の鞄かばんをひっくり返して小瓶を取りだした。聞けば、彼女の荷物はこの鞄かばんに入っているだけしかないのだという。小瓶の他は替えの下着や書物が数冊ほど。

（質素なものだな。それとも、これくらいしか持ちだせるものがなかったのか……？）

「触媒、これは創るお金がないのよね……」

　そう言いながら、ファウスタは小瓶の中に指を突っこんでから納な屋やの壁に当てた。

　そして、光が生じた。

「これは…………！」

　さすがに、アルナルドも驚く。

　壊れていた納な屋やの壁が、全く損傷のない状態に復元していたのだ。

「物質の状態の時間軸を左右するのは複雑な手順が必要だけど、私にかかればこーんなもん！」

　えっへん、と胸を張る。実に偉そうだ。

　しかし、これはその態度に見合う成果であるとアルナルドも認めるのに吝やぶさかではなかった。

「……建物を復元する魔ま術じゆつなんてのは、あるとは聞いてるし実際に木造の小屋を直すのは見たことがあるが……ここまで鮮やかにやってのけるとはな……」

　正直、感心した。

　戦場で魔ま術じゆつ行使を目撃したことは数え切れないほどあるが、ここまでの手て際ぎわのものはそうそうあるものではない。確かに彼女の腕前は、ファウスタの名を継ぐのにふさわしいものなのだ。

「魔ま術じゆつというのは、突き詰めれば『神話の再現』よ」

　ファウスタは偉そうな態度のまま、解説する。

「伝説や神話を現世に再現し、そこに記されている奇跡をも再現するのが魔ま術じゆつの基本思想」

「……よく解わからんが、これは、納な屋やを直す神話を再現したということか？」

　聞いたこともないが。

　ファウスタは、とんでもない馬ば鹿かを視みる目をした。

　ほんの少し前まで畏い怖ふさえもこめていた眼まな差ざしであったのが、噓うそのようだ。

「そんな神話、常識で考えてあるはずがないでしょ」

「そりゃあそうだ」

　もしあったとしたら、それはアルナルドには理解不能だったろう。

　こほん、と咳せき払ばらいしファウスタは笑う。

　これは、私が創作した『神話』なのよ──と、それこそ理解不能なことを言った。




「魔ま術じゆつの基本思想は『神話の再現』、そして基本技術は『引用と解釈』」

「神話の神々の象徴を記号化し、本来は別の地域の神話の神や逸話を組みあわせて、新たな物語……『新たな神話』と言った方がいいかしら。それを創作するの」

「ここにこうやって書かれていることはね、ひと綴つづりの物語なの」

「こうやって、力のある存在の象徴と記号を組みあわせ、現世にあるはずのない奇跡を再現──『創作』するのが、魔ま術じゆつ師しの魔ま術じゆつ師したる所以ゆえんよ」




「なるほど」

　とりあえず、アルナルドはファウスタの語るところを要約する。

「魔ま術じゆつは神話を元に新しい物語をでっちあげること、と」

「それでだいたい合ってるけど、乱暴すぎ！」

「……ということは、俺おれにも神話の知識とその方法……法則、か？　一定の型のようなものがあり、それを組みあわせてる感じだが……それがあれば、魔ま術じゆつが使えるのか？」

　今まで考えたこともなかったが、アルナルドは自分にも魔ま術じゆつが使えるのではないか、という気がしてきた。まったくありもしない話をでっちあげるのならともかくとして、元ネタから話を膨らませるのなら、なんだか楽にできそうだ。

　ファウスタは許し難がたい馬ば鹿かを見るような目をした。

「まあ、理屈はそうだけど……そんな簡単にできることじゃないんだから」

「そういうもんか」

「そもそも物語を新たに創るのは、それなりの訓練が必要なんだから。酒場で話す与よ太た話ばなしをでっちあげるのとはわけが違うの。登場する神々の性格や役割、元々の神話の背景もきちんと理解して設定を作らないといけないのよ。だらだらと言葉を重ね続けても冗長になっちゃうし、だからと言って最小限の文言だけで済ませても、創作者の意図が本当に誤解されることもあるわけだし……」

「それは、魔ま術じゆつの話だよな？」

「──物語を創る、ということに対する一般論よ。さっき酒場の与よ太たって言ったけど、それができたって物語を書けるかっていうとそうじゃないでしょ？」

　勿もち論ろん、物語を書くのと魔ま術じゆつを使うのともまた違うのだけど、とファウスタは言う。

「魔ま術じゆつを発動させるのには象徴や記号の組みあわせで物語を創作した上で、代償が必要になるのよ。それは血だったり観想だったり色々とあるんだけど……とにかく、そう簡単にできることじゃないの。……それで、解わかった？」

「何が？」

「──魔ま術じゆつが、どれほどの力を持つのかを……社会全体には、まだまだ残り続けるわよ」

　なるほど、とアルナルドは素直に思う。戦闘の技術としての有効性は魔ま導どうに劣っていたとしても、このような修復技術があるのならば社会に大いに貢献できる。彼の知ってる魔ま術じゆつ師しの中にも、魔ま術じゆつを使って戦闘以外のことで糧かてを得ている者も少なからずいる。戦場での活躍が最も高い需要があったから魔ま術じゆつ師しは戦争に参加していたが、これからは戦争と離れた領分に逃げて──あるいは、進出していくのかもしれない。

（待て、そうすると……）

「魔ま導どう──魔ま導どう師しには、こういうことはできないのか？」

　それに対するファウスタの答えは意外なものだった。

「魔ま導どう師しと魔ま術じゆつ師しは能力は同じだから、やろうと思えばできるわよ」

「同じなのか!?」

「……剣匠マエストロ、そういうことも知らなかったの？」

「別に知らなくても、どうにかなったからな」

「…………いいけど、別に」

　ファウスタは溜ため息いきを吐ついてから、解説を始めた。

「まず、私も魔ま導どう師しについてはそんなに知らないって先に断っておくけど──」

　ファウスタはそこまで言ってから、腕を組む。どう説明したものかと考えているのだろう。

　やがて。

「まず最初に言うと、魔ま導どう師しは同時に魔ま術じゆつ師しでもあるということね」

「ほう？」

「能力そのものは私たちと変わらないの。基本として習得しなければならないことも、大差はないらしいわ。よく知らないけど……。だから、私が今したみたいな魔ま術じゆつを彼らが創ることもできるし、使うこともできる──だけど、それは魔ま導どうではないの。魔ま導どうとは、技術のことでもあるけど、えーと、思想？　考え方かなあ。えーと──」

　魔ま術じゆつとは、『神話を再現』することである。

『引用と解釈』で新たな神話を創りだすことである。

　それに対して、魔ま導どうとは『魔ま術じゆつを応用すること』なのだと、ファウスタは言う。

「なんだそれは」

　よく解わからない。

「たとえば、魔ま術じゆつ師しはこの納な屋やを修復するためにそれ用の魔ま術じゆつを創るけど、魔ま導どう師しはゴーレムでもなんでもいいから、修復する作業をするモノを創るの」

　魔ま術じゆつ師しが城を創るのならば城を創る魔ま術じゆつを創成するが、魔ま導どう師しが城を創るのならば城を創るゴーレムを量産する──と彼女の母は説明したことがあるそうだ。

「いちいち、それ用の魔ま術じゆつを創るとかしないの、魔ま導どう師しは、竈かまどにくべる薪まきと火種、程度にしか魔ま術じゆつを考えてないの」

「ふうん……？」

　言葉にすれば、どうでもいいことのような気がした。

「どうでもよくわないわよ。少なくとも、魔ま術じゆつ師しにとっては……長らく戦争の道具として魔ま術じゆつを扱あつかってた私たちの一門は、まだ魔ま導どう師しには理解を示す者もいたけど、彼かれらの、瀆とく神しん的てきですらもない、神も悪魔もただの力でしかないとする認識は、やはり拒きよ絶ぜつ反応があった」

（まあ、些さ細さいな違ちがいが大おお違ちがい、というのは剣けん術じゆつの世界でもないでもないが……）

　結果として創りだされるものに多大な違ちがいがあるのだとしたら、その些さ細さいな違ちがいが大変な違ちがいなのだろう。

「しかし、そうすると……ウルスラのかつてのアレ──あれは、なんなんだ」

　何処どこをどういう風にすれば、ああいうものが生まれるのかさっぱり解わからないのだが。

　聖典や神話を解かい釈しやくして魔ま術じゆつを創りだすように、門外漢には解わからない機き微び、深しん淵えんなものがあるのだろう。

「いえ、あれは、魔ま導どうの中でも──よく解わからないんだけど……」

　ファウスタは、言いながら自分でも困こん惑わくしているようだった。

「解わからない？」

「母かあさまは、アレは魔ま導どう師しが魔ま術じゆつ師しの真似まね事ごとをしたものだって言ってた」

「…………また馬ば鹿かにされても構わんが、本気で俺おれには意味が解わからん」

「馬ば鹿かにしないわよ。私にも、よく解わからない。母かあさまには何か、ウルスラと戦った時に摑つかんだものがあったんだろうけど……私は、ウルスラと戦っても解わからなかった」

「ほう？」

　ウルスラと──戦った。

　それは、ウルスラと対たい峙じして蹂じゆう躙りんされたというような、そういう意味ではない。

　先代のファウスタやアルナルドと同じく、挑いどみ、敗れたということのようだった。

（そういえば）

「ああ、裸はだかに剝むかれたって言ってたな」

「それは！　忘れて！」

　ファウスタが真まっ赤かな顔で叫さけぶ。

「とにかく戦ったの！　必死で頑がん張ばって、みんなを守ろうとしたけど──」

　そこで、ファウスタは深く深く溜ため息いきを吐ついた。

「…………どうした？」

「いえ、あの時のこと、少し思いだして……」

「ああ」

　ならば、そんな溜め息も解わかる。

　アルナルドは腕うでを組んで、頷うなずく。

「私は、あの時に壊こわされた──」

　ファウスタの言葉の意味はよく解わからなかった。だが、なんとなく伝わってくるものがある。

「あの」ウルスラとの対たい峙じは、対決は、何よりも恐おそろしく凄すさまじいものだった。

　アルナルドをして、それまでの自分の価値を見失ってしまうほどのものであったのだ。

　壊こわされたとは、多分、そういうことなのだろう。

「あの時のことを思いだすだけで、動どう悸きが激しくなる……」

「ああ……」

　アルナルドも、かつてはそうだった。

「あの」ウルスラと戦った時のことを考えると、今は憂ゆう鬱うつな気分になる。かつては、恐きよう怖ふのあまりに眠ねむれない日々が続いた。生き延びることができたのが、それだけで奇き跡せきに思えるような修しゆ羅らの瞬しゆん間かんの連続だった。

　きっと、ファウスタもその内に、自分のようになるのだろうな──と考えてから、今の時点で似たようなものかと思い至った。

「だけど、だけど、本当に思いだしたくないのに、思いだしたくなんかないのに、ウルスラのことを考えてしまうんだ……」

「ああ」

　解わかる。

　戦場で初めて戦い、逃にげ延のびて、生き延びて、それからのアルナルドは次の戦場でウルスラとまた遭そう遇ぐうすることを考えて、考えたくないのに考えて、恐きよう怖ふに身を震ふるわせて闇やみ雲くもに剣けんを振ふった。鍛たん錬れんという名の逃とう避ひをした。今にして思えば、どうして兵士を辞やめるということをあの時に考えなかったのか、それが不思議だった。

「けどやっぱり、そんなだから私、放逐されちゃうんでしょうね……そのことを姉ねえさまたちに言ったら、『決着つけてきなさい』って言われたわ。やっぱり、そんな恐れとか抱いたままでは〝魔ま女じよ王おう〟ファウスタの名を受け継ぐことなんてできないのね……」

「それは──」

　アルナルドは、この娘むすめに「魔ま術じゆつ師しなんか辞めろ」と言ったことを少し後悔した。

　先代のファウスタの後釜に座るために、妹分をこんな新大陸にまで送りこむようなろくでなしの姉あね弟で子したちなどから縁を切れ、そのうちに戦場から居場所のなくなる魔ま術じゆつ師しなんか辞めてしまえ、と思っていたのは本気だった。こんな戦いに向いてない娘むすめに戦いを強要するような、いずれ死ぬことをさせるのなんか、そんなことはアルナルドにとって許容し難がたいことだった。

（だが、そうか。こいつは俺おれと同じなんだな）

　剣などいずれ戦場から駆逐されると、そうと知ってもそれを手放せない自分と。

　さっきの納な屋やを修復した魔ま術じゆつにしても、そうだろう。

　きっと、戦いに向いてない自分と、戦場で役立たないだろう魔ま術じゆつから、どうにか新たな生き方を見み出いだそうと考え続けて出した答えの一つなのだろう。

「まあ、なんだ、まだお前は若い」

　我ながら年寄りくさい言い方だと、アルナルドは思う。

「色々と選択肢はあるだろうさ。今は試行錯誤の時期だな。魔ま術じゆつを続けるにしても、このままここで鍛錬させられ続けるにしても……この先、いずれ何かの決着をつけにゃならん時が来る。焦あせる必要もない」

「そう、かな──」

「そうだ。ウルスラとも、どうにかそれなりの決着をつけられるさ」

「うん…………」




「────その決着は、今すぐにつけなさい」




　声がした。

　それは、上空からだった。

「姉ねえさま……！」

（こいつは──）

　二人ふたりの目の前に、魔ま獣じゆうに乗った魔ま術じゆつ師しが降り立った。




　　　◆　◆　◆




　魔ま獣じゆうには翼があった。

　しかし、身体からだは獅し子しのそれだ。昔、何処どこかの見世物で観みた。新大陸から連れてきた獣けものなのだという口上を微かすかに覚えている。

　だが、その首は鷲わしのものだ。生きているものは遠目にしか見たことがないが、剝はく製せいは何度かある。その首は確かに鷲わしだ。思えば、翼つばさも鷲わしのそれなのかもしれない。

「ファウスタ、こんなところで何をしているの……」

　そして、その背中には人を乗せていた。その外がい套とうの色合いには覚えがある。先日にファウスタが着ていたものと同じ種類だった。

「姉あね弟で子しか──ああ、そういえば魔ま獣じゆう持もちのファウスタもいたな」

　知れたことであったが、確かく認にんにそう尋たずねるとファウスタはがくがくと首を何度も縦に振る。

　魔女王ファウスタは魔獣を操り、それによって軍団を翻弄したことがあった。かつてアルナルドが遭遇した時は、もっと小型の人間に近い形の黒い猿のようなモノであったが。

「姉さまと──使い魔まのグリュプス」

「グリュプス？　あれが？　実在してたのか！」

　古代帝てい国こく以前の賢けん者じやが書き記した博物学書にその名前が記されている。鷲わしの頭と翼つばさのある上半身と、獅し子しの下半身を持つという怪かい物ぶつだ。魔ま獣じゆうだとか幻げん獣じゆうだとか言われていて、実在はしているらしいが、ほとんど人の目に触ふれることはない、とされる。

　古くから知勇と王の象しよう徴ちようでもあったから、紋もん章しようなどに使用される例は多い。そういう事情で古代書など読んだこともないアルナルドも、その名前と姿は知っていた。

　知ってはいたが、こうして目の当たりにするのは、初めてだ。

「私の三人の姉ねえさまの中で、魔ま獣じゆう使いのベネデッタ──という異名で活躍されている人よ」

「聞いたことは、あるな……」

　名前は聞いたことがあったが、戦場で遭ったことはない。しかし、ファウスタの門下であったというのは初耳であった。

　ベネデッタはじろじろと二人ふたりを見ていたが、やがて。

「…………ウルスラに捕らわれたと聞いて、あるいは本懐を遂げたと思ってきてみたが──」

　と言った。

（本懐？）

　なんだか変なことを聞いたような気がする。

「姉ねえさま……」

「ファウスタ……私たちの可愛かわいい妹……怨敵たるウルスラに敗れ、壊されてしまった愛いとしい娘むすめ。だけど、貴女あなたのために、貴女あなたの幸せのために私は貴女あなたをウルスラの元に送ったのに……」

（あれ……？）

　アルナルドは首を傾かしげる。

　このベネデッタが唐突に現れた理由は、その言葉からしても妹であるファウスタを心配してのものだ──というのが解わかった。しかしそれは、随分と聞いてたこと、考えていた事情とは違うようだった。

　というか。

「──ファウスタの、幸せ？」

　そのためにウルスラの元に送りだす？

　意味が解わからない。いや、解わからないではないが、しかし、そのまま額面のままに受け取ると……。




「──保護者気取りは、そこまでにしてはいかがですか？」




　ウルスラが、いた。

　しかしその姿はボロボロだ。身体からだに傷があるのかは解わからないが、衣服は爪つめで裂さかれ、土に塗まみれて汚よごれていた。瞬時に戦ったのだとアルナルドは悟る。

（そういえば、さっきまで魔ま術じゆつがどうのこうのとファウスタが言ってたな）

　きっと、この二人ふたりは近所で戦っていたのだ。

「ウルスラ──もう一度言うぞ。私たちの妹の想おもいに、応えてもらうぞ、戦場の悪魔よ」

「………………私は神に仕える身です」

　ウルスラはそれだけを告げた。

　ファウスタは口を押おさえた。悲鳴を上げようとしたのか、あるいはそれとも、自分を追いだしたはずの姉が、自分のためにここまで着てくれたということに驚おどろいたのか。

　ウルスラは溜ため息いきを吐ついた──ように、見えた。

　そして。元もと戦せん鬼きと魔ま女じよ王おうの弟で子しの間に何が起きたのか。

　グリュプスは鷲わしの頭から、獅し子しのような咆ほう哮こうをあげて突とつ進しんした。

　ウルスラは？

　ただ立たち尽つくしていたように見えた。

　それなのに、グリュプスは突とつ如じよとして飛ひ翔しようの方向を変えたのだ。

　いや、それが「投げられた」のだということにアルナルドは気づいていた。

　いかなる精せい妙みようの技わざが働いたものか、ウルスラは襲おそいかかるグリュプスの爪つめを躱かわしながら摑みとり、その場で回れ右をした──のは、なんとか解った。

　それだけで、グリュプスの身体からだは飛ぶには適さない姿勢に反転し、壁かべに当たった。

　納な屋やがあった。

　そちらは古代遺い跡せきの流用ではなく、木造に新しく造ったそれだ。その納な屋やの壁かべが壊こわれ、グリュプスもその上に乗っていた魔ま術じゆつ師しも諸共に中に突とつ入にゆうさせられたのだ。

　そう見えた。

　違っていた。

　突然にウルスラは身を翻ひるがえした。刃が寸前までいたところを通り抜ける。姿隠しの魔ま術じゆつか、何かの幻げん術じゆうか、ベネデッタはいつの間まにか魔ま獣じゆうから降りて襲いかかる機を窺うかがっていたのだ。

「そろそろ妹離れしなさい！」

　そう叫び、ウルスラの拳こぶしはベネデッタの顎あごに当たった。

「…………ッ」

　声なき悲鳴を上げて魔ま術じゆつ師しは倒れる。

「姉ねえさま！」

「手当はしておきます」

　悲鳴を上げたファウスタを手で制し、ウルスラはそれから苦笑した。

「貴女あなたにとっては、大切な姉ですものね」

　そうして石造りの納な屋やへと目をやった。

「これは……魔ま術じゆつで修復したのですか？」

「え、あ、そうだけど……」

「なるほど」

　ウルスラは頷うなずくと納な屋やまで歩み寄り、無造作に壁に拳こぶしをぶつけた。あっさりと壁は砕けた。修復される以前の姿に戻った。

　ファウスタが悲鳴を上げた。

「ああ……!?」

「魔ま術じゆつは使用禁止です。これも鍛錬です。自分の肉体の力で直しなさい──剣匠マエストロ、貴方あなたにはお手間をおかけしますが、給金はもう少し上乗せしておきますので、ご容赦を」

「あ、ああ……」

（この壁、どうして壊れたのかと思っていたが、こういうことか……）

　木造の納な屋やの方も頼みます、と告げてからウルスラはベネデッタを担かつぎ、魔ま獣じゆうを引きずり、去っていった。

「……あんなのと、どうやって決着をつければいいのよ……」

　ファウスタはそう呟つぶやくのだが、その顔は紅潮し、瞳ひとみが潤うるんでいるのをアルナルドは見逃さなかった。

　それは、まるで、いや、まるでではなくて──

（もしかして……決着をつけてこい、というのは──）

　アルナルドは空を見上げた。

　新大陸の空も、本土の空も大して変わらない。

　明日あしたも晴れそうだった。













　　　三章　ウルスラの仕事







「今日きようは宣教のために出で掛かけます」

　と相変わらず聖女のように微笑ほほえんでいるウルスラに告げられた。

　ファウスタの保護観察という名目でアルナルドが町外れの修道院に通うようになって、すでに二週間が経過している。彼かれはファウスタをこき使いつつ、適当に修道院の細かい仕事をこなしたりして、次し第だいにこの生活にも慣れ、「こういうのも悪くない」などと、柄がらにもなくそんな感想を抱いだいていたところであったが。

「宣教？」

「はい」

　ウルスラは答える。

「当院は観想を始めとした修道が主ですが、宣教や慈じ善ぜん事業もやっています」

「ああ……本土でもここの系列はよく炊たき出だしとかしてたな」

　教会は巨きよ大だい組織だ。その傘さん下かにある修道会は、各地の創始者の立場や考えから活動内容が異なる。俗ぞく世せとの交わりを最小限に留とどめて人里遠い地で修道をする修道会もあれば、そこまで徹てつ底ていせず、戦場の片かた隅すみで戦争難民のために炊たき出だしをしたり、傷病者に対する医い療りよう行こう為いなどもしてるところもある。ここがそれだ。

　ウルスラは「そうでしたね」と頷うなずく。

「持ち回りの仕事です。一週間に一度、この教区に所属する教会から何人か派は遣けんして宣教活動をしているのですよ」

「へえ」

　活動そのものは毎日しているのだとか。

（そういえば、他の教会にはまだ行ったことないな）

　この規模の街となれば、教会も複数あるのが普ふ通つうである。

　ウルスラもそういえば先週に出で掛かけていたが、そういう仕事があったのか。

「そろそろ二人ふたりとも慣れてきたようですから。教会の活動にも参加していただきたいのです」

「そりゃあ──まあ、俺おれは構わんぜ」

「私は……別に修道会に入ったってわけじゃないんだけど……」

　ファウスタは、この期に及およんでそんなことを言う。

　ウルスラは頷うなずいた。

「では、異論がないようなので」

「何聞いてたのよ!?」

「あなたの意見を考こう慮りよする必要はありません」

「じゃあなんで聞いたの！」

「宣教の日は、他の仕事もあるので指導はなしです」

「行く」

「手のひら返し早いな」

「…………あれが、一日でもないのなら……」

「…………」

　そんなわけで、二人ふたりはウルスラについてきたのだが──




　　　◆　◆　◆




「宣教だとか言って何処どこへ行くかと思ったら……よもや、色街とはなあ……」

　アルナルドはぼやく。

　街の港からそう遠くない裏通りだった。

　表の筋道から外れた通りであるが、しかし人の姿は結構ある。それは昼間だからというのではない。むしろ、ここは夜になった方が人が多い。初めて来る場所であるが、そのことをアルナルドは知っていた。

（つーか、こんなところに女おんな同どう伴はんで来るだなんてな……）

　しかも、それが「あの」ウルスラと、ファウスタときた。

「ねー、ここいい匂においがしない？」

　興味深そうにきょろきょろと周りを見ながら、そう話しかけてくるファウスタ。

「あー、香こうとかじゃねーか？　本土でもよく使われてたぜ。そういうの」

　というか、こいつは魔ま術じゆつ師しのくせにそんなことも知らないのか──そう言うと、ファウスタはぷうと歳とし相応に頰ほおを膨ふくらませた。

「なんで魔ま術じゆつ師しがそんなこと知ってると決めつけてるのよ」

　そう言った後、しかしすぐに機嫌を直して「あれ何、あれ何」とか指差したりなどする。鼻歌まで出た。

（よっぽど、指導を受けずに済むのが嬉うれしいらしいな……）

　歳とし相応の好奇心丸出しにして、道行く娼しよう婦ふたちやこんな昼間から悪所通いなんぞしている男を見ていた。

「こんなで、戦場で恐れられた魔ま女じよ王おうファウスタの後こう継けい者しやってんだからな……」

「なんか言った!?」

「いーや……」

（『こんな』は、俺おれもそうか）

　そんなことを考えながら、先導するかつて戦せん鬼きと謳うたわれ、戦場を蹂じゆう躙りんし尽つくした女を見た。

　自分も剣匠マエストロなどと言われていた。

　そしてファウスタは〝魔ま女じよ王おう〟──の娘むすめ。

（その三人揃そろって、まさか、なあ……）

　こんな、新大陸の色街になんぞくる羽目になるとは──。

「剣匠マエストロ、ファウスタ、できるだけ静かにしていただけませんか？」

　前を行くウルスラは、こちらを振ふり向むかずに言う。どんな表情をしているのかは──多分、いつものように聖女の如ごとく微笑ほほえんでいるのだろう。ウルスラが修道女としての仕事をしている時は、だいたいそれだ。

「静かにねえ……」

　そうぼやくアルナルドだが、ウルスラの声こわ音ねがいつもより少しだけキツめであることに気づいていた。

（こいつも、こういうところは緊きん張ちようするのかね……）

　そんなことを思いながら、アルナルドはウルスラの後について娼しよう館かんに入った。

　入ると安っぽい化け粧しようと香こうの匂においが鼻を突つく。嗅かぎ慣れたものとは違ちがっていた。新大陸には新大陸なりのものがあるのだろう。しかし、雰ふん囲い気きと言えるようなものは似通っている。派は手でな色しき彩さいと、なのに何処どこか薄うす暗ぐらい部へ屋や。ウルスラの先導に任せて後を追っていきながら、アルナルドは「できれば一人ひとりで来たかった」と思う。

　ウルスラは後ろから見ていると堂々としていたものであったが、やはり何処どこか足取りに硬かたさがあるような気がした。魔ま術じゆつ師し相手に闘とう技ぎ場じように行くよりも、娼しよう館かんを歩く方がよほど気を使うのだろうか。そう思うと少しおかしかった。

　やがて年かさのいった太った女がでてくると、ウルスラは柔やわらかい口調で「司祭様はもう来られていますか」と問うた。すぐさま「すでに」と返った。

「そうですか。少し遅おそくなりましたか」

　そう言うと二人ふたりへと向き直り、「応接室で待っててください」と言って一人ひとりで奥おくへと進む。

「待てっていつまでだ？」

　とさすがに聞いたが、ウルスラの返事は「少しだけです」とにべもない。

「少しだけっていってもなあ」

　アルナルドがぼやくと、ウルスラと話していた女が笑いながら応接室へと案内してくれた。

（こういうところもあるのか）

　娼しよう館かんにはよく通っていたが、賓ひん客かく向けのような場所に通されるのは初めてだ。安い女しか買ったことがないのだから当たり前だが。

　応接室には、よく解わからないが、それなりに豪ごう華かそうな調度品や装そう飾しよく品ひんが置かれていた。

　二人ふたりは適当に椅い子すに座すわると、女はすぐに珈琲コーヒーを持ってきた。安っぽい、いつも飲んでるのと同じ薫かおりと味だった。安心した。

「まあ、ここで説法が終わるのを待っているといいよ」

　女はマリアと名乗った。聖典に数多くでてくる名前で、今でもよくある名前だ。アルナルドはもう両手の指より多くのマリアに出会ってきた。そしてこの何十人目だか解わからないマリアはこの娼しよう館かんの責任者とのことである。経営者は別にいるが、自分が切り盛りしているのだとか。

「私たち、こんな仕事しているからね。教会にもなかなか表立って顔だせないじゃない」

　そうでないところもあることはあるが、やはり自分らでも遠えん慮りよしてしまうのだという。

　そういうことから、教区の司祭様がやってこられて色々とお世話してくださるのだと。ありがたい話だと。

（そういう話は、本土でも少し聞いたな）

　向こうは向こうで、長い歴史があるからか娼しよう婦ふが教会に来ても問題はないとするところは結構あるのだが、それでも憚はばかられるところはあるらしく、司祭なりが巡じゆん察さつしてくれるのだ、とか。よもや自分が、新大陸でそういうことに関わるとは思ってなかった。

「まあ、ウルスラもすぐに戻もどってくるよ」

「あいつが言うならそのとおりなんだろうが──何をやらされるか聞いてないものでな」

　ファウスタも頷うなずく。

　宣教の仕事というのは解わかったのだが、自分らの仕事とは直接の関係はないように思える。

「何をするって言ったって、ウルスラの護衛と新入りの尼あまさんだろ？」

「護衛？」

　あの女に？　と、その疑念は顔にでてしまったらしい。

「尼あまじゃないわよ」

　ファウスタが文句を言う。しかし、格好からしても尼に僧そうの見習いといった風なのは間ま違ちがいなく、そう思われても無理はない。強く否定はできないようだった。

「護衛じゃないのかい？　あんた、なかなかできる剣けん士しなんだろ？　こうみえても、男は色々と見てきたんだよ。使えるかどうかくらいの目はあるさ」

「まあ……そこそこは使うがな」

（よく考えたら、ウルスラも自分の素す性じようやらを皆みなに触ふれ回まわっているわけでもないか）

　となると、ウルスラは一人ひとりでこの色街に来ていたりしてたわけで、それをこの女が心配していたとするのはあり得る話だ。男の見る目はあっても、強い女かどうかということを見み抜ぬけるのかはまた別の話だろう。

　女は果たして「ふふん」と鼻を鳴らして。

「まあ、あんたくらいならば、あのウルスラにも釣つりあうだろうさね」

「釣つりあう？」

「強さってことでね。あの子をとめられるくらいの」

「────」

「あの子さ、あんたたちの目の前だから強がってるけど、色事とか苦手なんだよね。からかわれたらすぐ手を出しちゃってね」

（ああ、そういえばなんかそういう話聞いてたな）

　キスされたのなんのとか、同日の他の強きよう烈れつな出来事で忘れてたけど。

「何か男避よけに護衛とか連れた方がいいんじゃないかって話はしたんだけど」

「まあ、あいつにぶん殴なぐられたら顎あごくらいは軽く砕くだけそうだし──」




「いい加減にしてください！」




「…………」

「…………」

　奥おくから聞こえた叫さけび声ごえと、続けての騒そう音おんに二人ふたりは黙だまりこむ。

「ちょっと見てくるよ。あんたらはここで待ってて。すぐ戻もどるから」

「慌あわてなくてもいいさ──しかし、なんであいつはすぐ殴るのかね……」

　マリアが奥おくに行くと、「さてと」と言ってからファウスタを見る。先ほどのウルスラの声にびくっと反応した以外は、彼かの女じよは特に何を言うわけでもなく興味深そうにあちこちを見ている。

「こういうところは、来たことない──のは、当たり前か」

　普ふ通つうに考えて、年とし頃ごろの娘むすめが来るところではない。

「まあね。母かあさまや姉ねえさまたちは、そのうちに仕事で潜もぐりこむこともあるだろうけど、私にはまだ早いって言ってて……とてもとても怖こわいところなんだって」

「なるほど」

　どうも聞くところによると、ファウスタの母も姉あね弟で子したちも随ずい分ぶんと魔ま術じゆつ師しらしからぬ過保護さで育てていたようだ。

　ウルスラを先月から監かん視ししていたファウスタであるが、母と姉あね弟で子したちに言われてたことが頭に残っていて、この色街の中にまではついてきていなかったという。

（先日やってきた姉あね弟で子しは、結局は妹可愛かわいさだったらしいからなあ……）

　あまり詳くわしい話は聞いてない。ファウスタも聞いてないと愚ぐ痴ちっていた。ウルスラは言葉少なに「姉あね弟で子しの方々全員が同じ意見ではないようですが……」と語ってはいたけれど。

　その姉あね弟で子しは今はどうしているのかというと、修道会を通じて本土へと送そう還かんされたそうだ。

　魔ま女じよ王おうファウスタら一門の後うしろ盾だてになっていた国の事情もあるらしい。どちらにせよ、また来るかもしれないし、もう来ないかもしれない──要するに、解わからない。

（他の姉あね弟で子したちの動向も解わからんというからなあ……よく色街なんかに潜もぐりこんでいたというのなら、今ももしかして、この街の何処どこかから監かん視しされているのかもしれんが……）

「ねえ」

　ファウスタは目を細めて奥おくの方を窺うかがっていた。

「どうした？」

「魔ま術じゆつの音……貴方あなたは匂においで認にん識しきしているんだっけ？　なんかそういう感じの、しない？」

　アルナルドは眉まゆを顰ひそめた。

　魔ま術じゆつの匂においは──する。

　かなり、する。しかし、何種ものそれが混ざりあっててどうにもはっきりとしない。

　そしてそんな魔ま術じゆつの匂においがあっても、それが魔ま術じゆつ師しが潜ひそんでいることを必ずしも意味していない、ということもアルナルドは知っていた。

（本土の色街でもこんな感じだったしなあ……）

　そういうことを踏ふまえて「よく解わからんな」と返すと、ファウスタは「あてになんないのね」と微かすかに失望したような顔をした。何を期待されてたのかは解わからない。

「色街の女が恋こい占うらないだのその手のまじないの類に凝こるなんてことは、よくあることなんでな」

　アルナルドの言葉にファウスタは驚おどろく。意外だったらしい。

「そういうものなの？」

「そういうものだ」

　占うらないの類が好きなのは色街の女に限った話ではないが、そういうことで魔ま術じゆつを学んだり、たまに専門の魔ま術じゆつ師しを雇やとったり入いれこんだりで大枚を費ついやすという話もたまに聞く。

　恐おそらくファウスタやその一門も、そのようにして色街に出入りしていたのだろう。

「お前は、恋こいのまじないとかそういうのしたことないのか？」

「…………そういうの、母かあさまは教えてくれてない」

　魔ま女じよ王おうだものな。

　アルナルドは、かつて暗くら闇やみの中で対たい峙じした魔ま術じゆつ師しが恋こい占うらないをしている図を想像してみた。これ以上なく似合わないと思った。

「だけど、ここで聞こえる音はそういう占うらないの類とは違ちがう……と思う」

（そんなものか？　だけど新大陸と本土だと文化が違ちがうっていうからなあ）

　もしかしたら、こちらの魔ま術じゆつは感かん触しよくが異なるのではないか……とアルナルドは考えるが、どのみち、魔ま術じゆつについて彼かれの知識はたかが知れている。迂う闊かつなことを言って年下の娘むすめに馬ば鹿かにされるというのもあんまりいい気分ではない。黙だまってファウスタの次の言葉を待っていたが、彼かの女じよはそれ以上は自分の所見を語る気はないらしく、「んー」と唸うなっているだけだった。

　ふむ、とアルナルドはわざとらしく相あい槌づちを打ち、

「まあ、別に恋こい占うらないでなくても、何かまじないに手を染める女ってのは昔からいたらしいし、誰だれかが騙だました男への呪じゆ詛そでも仕し掛かけてるんじゃないか？」

　自分も仕し掛かけられたことがある、と続けて言うと、ファウスタはあからさまに軽けい蔑べつの眼まな差ざしを向けてきた。

「最低」

「素人しろうとで魔ま術じゆつなんかに手ェだす奴やつは、思おもいこみが激しいと相場が決まっているんだよ」

「どうだか……」

　ファウスタはそう言いながらも、何か思い当たることがあったのかそれで話を打ち切った。

「まあ、まじないをしている女がいないとしても、案外、本土に見切りをつけた魔ま術じゆつ師しが、新大陸に活路を求めてこっちに来ているとかあるかもしれんぞ」

　そう言うと、ファウスタはあからさまに嫌いやな顔をした。

「…………解ってたことだけど、魔ま術じゆつ師しの時代も、もう長くないのかなあ……」

「世せ知ち辛がらい世の中になったもんだ──お前も、本ほん腰ごしで尼あまさん目指した方がよくないか？」

「それだけは、絶対に嫌いや」

　直後に扉とびらが開き、ファウスタは跳はね上あがった。ウルスラが戻もどったのかと思ったらしい。

「どうしたんだい？」

「あ、いえ、なんでもないです」

　実際に入ってきたのはウルスラではなくマリアだったので、ファウスタはほっと胸をなでおろしたのだが、それを見ていたアルナルドがくすくす笑うと精せい一いつ杯ぱいのきつい目で睨にらみつける。

　マリアは二人ふたりを見比べてから「ふうん」と首を傾かしげた。

「まあ、よく解わからないけど、打ち合わせが終わったみたいだから、ウルスラも司祭様もじきに来られるよ。今日きようは護身術の日なんで長くなるけど、晩ばん御ご飯はんはこちらで用意しておくから。何か食べられないものはあるかい？」

「戦場暮らしが長かったので、食べられないものは特にないが──護身術？」

「あ、私、お魚苦手」

「護身術。司祭様の説法の後で、ウルスラが教えるんだよ」

「──護身術を？」

　アルナルドは、思わず聞き返し、続けてなんとなくファウスタを見た。

「──なんで、逃にげだしたんです？」

　いつの間にかやってきたウルスラに、首根っこを押さえられていた。




　　　◆　◆　◆




「……言ってませんでしたか？」

　果たしてウルスラは、そのことを問うとあっさりとそう答えた。

「いや、聞いてない──勿もち論ろん、ファウスタにしているのとは内容は別なんだよな？」

「当然です。ですから、あなたも安心しなさい」

「……本当？」

　応接室の隅すみで震ふるえていたファウスタは、そう言って顔を上げた。涙なみだに目を滲にじませていた。よほどに嫌いやだったらしい。無理もない話ではある。今日きようはそれがない、と安心していたところに「実はそうではなかった」という不意打ちを食らってしまったのだから。

（というか、心の準備ができてないと耐たえられないのか……）

　アルナルドは頭をかきながら、ファウスタに言い聞かせる。

「まあ、娼しよう婦ふが護身術を囓かじるってのはないでもないが……その、お前がそこまで嫌いやがるような稽けい古こを娼しよう婦ふたちにさせんだろう。常識的に考えて」

「そうよね……だよね……私、今日きようはあんなことしなくていいのよね……」

　ファウスタはぶつぶつとそんなことを呟つぶやいているのだが、身体からだが震ふるえていた。今日きようはしないで済むというのに、思いだすだけでそうなっている。よほど恐おそろしいようだ。

「私は、本格的に修しゆ行ぎようしない護身術などはあまり役立つものではないと思っているのですが」

　ウルスラは溜ため息いき交じりにそう言う。

　アルナルドは苦く笑しようした。

「娼しよう婦ふがみんなお前みたいなのになったら、怖こわくて夜遊びできねーよ」

「二年教えているので、さすがにそこそこ筋のいい子はいますが」

「さっきと言ってること違ちがうじゃないか。てかそいつの名前教えろ。絶対に指名しないから」

「……私はよく知りませんが、そちらの仕事でも評判はいいそうですよ」

「そりゃ──」

　どうしたものかな、とぼやくように言葉を続けたアルナルドであるが、ふと気になることがあったので聞いてみた。

「役立たないって思ってるのに、教えてるのか？」

「それは……」

　ウルスラはどうしてか言いい淀よどみ、しばし考えた後で「そのことは、またいずれ」と会話を打ち切った。

　アルナルドも頷うなずく。緊きん急きゆうに聞くべきことでもないし、仕事がある。

　とりあえず、まだぐずっているファウスタを引っ張って娼しよう館かんの奥おくに行く。

　ウルスラが奥おくに行っていたのは司祭との打ち合わせのためだった。この街で何をどういう風に宣教するのかということについては、司祭が取り仕切っている。アルナルドも直接会ったが、白い美び髯ぜんを蓄たくわえた老司祭であった。本土からこの街に派は遣けんされ、街がい娼しようたちに霊れい的てき指導をするのを生しよう涯がいの役目と任じているとのことだ。

　彼かれは忙いそがしいらしく、娼しよう館かんで一番広い部へ屋やに十数人の娼しよう婦ふを集めての聖典の朗読と講解、説教をしてから、娼しよう婦ふたちの相談を受けたりもしつつ、しばらくしたらまた別の娼しよう館かんに行った。その後ろ姿を眩まぶしい眼まな差ざしで娼しよう婦ふたちが見送っていたのが印象的だった。

　それで、ウルスラたちが任された仕事はというと、こまごまとした雑務であった。

　用意されていた文書を出席者に配ったり、回収したりというようなことだ。

　慣れない仕事ではあるが、アルナルドはそつなくこなした。ファウスタは最初は戸と惑まどっていたが、それでもやがて要領を摑つかんだのか、手早くすませることができるようになった。

　そして司祭が去ってから休きゆう憩けいを少し入れて、引き続いて同じ部へ屋やでの護身術の講習会が始まった。希望者のみとのことであったので全員は残らなかったが、それでも六人ほどがいた。

「見学していいのか？」

「別に、構いません」

　武術の稽けい古こなんてのは公開するものではない、というのがアルナルドの感覚だったのだが、ウルスラはあっさりとしたものだった。

　そうして彼かの女じよの指示の元、二人ふたり一組になって腕うでを摑つかみ、関節をとりあったりという稽けい古こが始まった。

　それは約束ごとをこなしているという風でもあったが、アルナルドは興味深く見ていた。

（似たようなことは剣けん術じゆつでもやるが……）

　しかし。

「こういう稽けい古こをしてて、お前のアレみたいな力が身につくわけか？」

「基本中の基本です。これは身体からだの動かし方と仕組み、そして間合いについて学ぶものです」

「そう言われてもな……」

　ゴーレムやグリュプスだのをふっとばす技わざが、どうやったらこんな稽けい古こから身につくのか。

（まあ、本格的な稽けい古こじゃないって話だからな）

　その本格的なものを受けているファウスタは、娼しよう婦ふたちの稽けい古こを困こん惑わくした表情で眺ながめていた。

「私のやらされているのと、全然違ちがう……」

　ぽつりと、呟つぶやく。呆ぼう然ぜんとしている風でもあった。

　アルナルドは「ふむ」と言って。

「……今まであえて聞かなかったが、ファウスタの方にはどういう指導をしているんだ？」

「穴を掘ほらせています」

　そっと耳打ちした質問に、ウルスラの答えは間かん髪はつ入れずに返ってきた。

「────穴？」

　それは何かの隠いん喩ゆだろうか。流派独自の用語ということもあり得る。

　ウルスラは、言葉を続けた。

「まず、自分の身体からだが入る程度の穴を掘ほらせます」

　そのままの意味だった。

「そして埋うめなおさせます」

「イジメじゃないかそれ」

「それを、体力が続く限り繰くり返かえさせます」

「イジメだろ！」

「そして、倒たおれる寸前の時に、肉を挟はさんだ麵麭パンを食べさせます」

「それは拷ごう問もんか!?」

　体力が消しよう耗もうした時にものを食べさせるのは回復に有効ではあるが、運動の直後に食べさせるというのは論外だ。肉は消化に悪い。無理に食わせようものならば嘔おう吐とするのは必至である。

　ウルスラは感情の見えない顔をしていた。

「そして、吐はきだす前に治ち癒ゆ魔ま術じゆつをかけます」

「────ああ？」

　アルナルドは、変な声をだした。

「回復の法術ではなく、治ち癒ゆ魔ま術じゆつ？　怪け我がでもないのに？」

「そうです。魔ま術じゆつを使います。魔ま導どうの力は失いましたが、簡単な魔ま術じゆつならば今も使えます」

「いや、そっちが気になってるわけでも……なんか法術だといけない理由があるのか？」

　一いつ般ぱん的てきに、治ち癒ゆの魔ま術じゆつは怪け我がを治す時に使うもので、体力の消しよう耗もうに使うものではない。疲ひ労ろう回復には法術の方が適しているとされている。どうしてなのかは知らないが。

　怪け我がについても、回復法術を使う方が好まれている。治ち癒ゆ魔ま術じゆつではかなりの場合に怪け我がの跡あとが残ることがあり、直後に腹が減るからだ。その理由もアルナルドは知らない。

　ウルスラは説明した。

「回復法術は身体からだの時間を逆行させて怪け我がなどをする以前の状態へと戻もどす術ですが──治ち癒ゆ魔ま術じゆつは身体からだの持っている治ち癒ゆ能力を引き出す術です」

「…………すまん、よく解わからん」

「──回復法術は身体からだを怪け我がをしていない過去に戻もどし、治ち癒ゆ魔ま術じゆつは身体からだを怪け我がが治った未来へと進めるもの、そういう風に理解してください」

「なんとか……」

「治ち癒ゆ魔ま術じゆつを使うと、身体からだは自分の中にある栄養……主に脂し肪ぼうを燃やして怪け我がを治します。ですから、かけられたら瘦やせます。脂し肪ぼう以外にも、消化器の内容物からも栄養を取りだします」

「ああ、それで腹が減るのか」

「そうです。それらの効果を分ぶん析せきし、応用することによって、体力を消しよう耗もうさせてから蛋たん白ぱく質しつを摂とらせ、短時間に筋肉をつける方法を私のいた国では創案されました。これも広い意味での魔ま導どうですが──解わかりませんよね？」

「いや、解わかるよ」

　さすがにバカにされた気がして、アルナルドは少しムキになって言い返す。

「身体からだを未来へ進めるってのは、つまりは鍛たん錬れんの効果を早くだすってことなんだろ？　理り屈くつはよく解わからんが……治ち癒ゆ魔ま術じゆつを使えば、喰くったものをすぐに血肉にできるという話でいいか？」

　ウルスラは少しだけ目を大きく広げた。感心したのか呆あきれたのか、それは解わからない。ただ、その後に「それで構いません」と頷うなずく。

「そういうわけで、彼かの女じよには疲ひ労ろうで動けなくなるまで運動してもらい、無む理り矢や理り炭水化物と蛋たん白ぱく質しつを摂とらせ、身体からだが回復したらやりなおさせる、ということを繰くり返かえさせました」

　具体的には、何度も何度も何度も穴を掘ほらせては埋うめたりさせ、修道院の敷しき地ち内ないを延々走らせ続けたり……ということをさせたのだという。

「限界まで鍛たん錬れんさせてから治ち癒ゆ魔ま術じゆつをかけるとは聞いていたが……無む茶ちやすぎるだろそれ!?」

「貴方あなたが昼から来るようになってから、朝の半日に減らしましたよ」

「俺おれが来るまでは朝から一日やらせてたのかよ!?」

「私は仕事があったのでずっとは見れていませんが、同どう僚りように頼たのんで交代で見張っていました」

「そっちの心配はしてねーよ！」

　控ひかえめに言って、想像してた以上に最悪だった。

　ファウスタがこちらの会話が聞こえたのか、両りよう肩かたを自分で抱だくようにして腕うでを回してぶるぶると震ふるえていた。
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（延々とぶっ倒たおれるまで動かされて、無む理り矢や理りもの食わされて、魔ま術じゆつで回復され……）

　彼かれが剣けん術じゆつ修しゆ行ぎようをしていた頃ころだって、そこまで苛か烈れつではなかった。一日修しゆ行ぎよう漬づけではあったが、こんな限界を超こえることが前提にはされてなかった。

　鍛たん錬れんの理り屈くつとしては正しいのかもしれないが、絶対にこのやり方はおかしい。

「貴方あなたが心配になるのも解わかります」

　ウルスラは言った。

「私もそうして鍛きたえました。あの子もじきに理想的な筋肉をつけることができるでしょう」

「そういう心配はしてねーよ!?　つか筋肉かよ結局！」

「そのとおりです！」

　そこでウルスラは、我わが意を得たりとばかりにいい笑え顔がおをした。聖女ではない、年とし頃ごろの娘むすめらしいものだ。

「鍛たん錬れんとは、筋肉をつけることですからね！」

「技わざも教えてやれよ！」

「技わざは力の中にあり──我わが師の言葉です。つまり、力があれば技わざは不要ということです」

「絶対それ解かい釈しやく間ま違ちがってる！」

　似たような言葉はアルナルドの師し匠しようも言っていたので、そう断言できた。

「つーか、それだとここで教えている技わざはなんだって話なんだが!?」

「それは……」

　ウルスラは言いい淀よどんだ。そういえば、先刻も役に立たないと思っているなどと言っていたなと思いだした。その時も言葉を濁にごしていたのだが、アルナルドは稽けい古この風景を見ていて「確かにすぐには役に立たないな」と思った。ウルスラが言うような「身体からだの動かし方と仕組み」「間合い」を学ぶにしても、こんなやり方ではそれなりに時間がかかるものだろうと。

　それはそれで修しゆ行ぎようの方法ではあるのかもしれないが、娼しよう婦ふたちが必要としているのはすぐに使えるものだろうと思う。

（こいつの生き真ま面じ目めさなら、たらたら技わざをやらせるよりも体力づくりをとにかく優先させると思うんだよな……）

　ファウスタにやってるほどでないにしても、ある程度重いものを持たせるとかさせて。

　鍛たん錬れん＝筋肉をこうやって主張しておいて、そうではない、速効性に欠けた方法をやらせているというのは違い和わ感かんがあった。

　勿もち論ろん、そういう本格的なものは娼しよう婦ふたちも嫌いやがるだろうが、無理を通さないでこうしているのは、妥だ協きようしているにしても何か違ちがう。こいつはそういう妥だ協きようの仕方をするように思えない。

「私も、本当は、ちゃんとした鍛たん錬れんを中心に据すえたいのですが……」

「…………うん？」

　ウルスラの顔が、苦く悩のうに歪ゆがんだ。新大陸で再会してから、こんな表情をしたウルスラを視みるのは初めてのような気がする。

「ああ、ウルスラはねえ、色事の話をされるのが苦手なんだよ」

　後ろに控ひかえていたマリアが、見かねたようにそう割って入ってきた。

「マリア！」

「いやだからさあ、この子、色事とかに全然耐たい性せいがないから、そういう言葉を囁ささやかれるだけですぐ真まっ赤かになっちゃったりしてさ」

「あー」

「男だったらぶん殴なぐれるんだけど、女にはさすがに手をだせないからさあ」

「マリア！　それ以上は剣匠マエストロには……」

「みんなによってたかって囲まれて『×××のこと知ってる？』とか『◯◯のやり方教えてあげる』とか言われて、泣きだしたことも……」

「あー……」

「仕事で週一でここにはこないといけないし、その都度みんなでそういうことされたらたまらないってことでね、護身術を教えること自体嫌いやがってたんだけど、そういうことで脅おどされたらとても嫌いやって言えなくてねえ」

「なるほど」

　ぐぬぬぬ、と拳こぶしを握にぎりしめて俯うつむきながら、ウルスラは何かに耐たえているようだった。

（いや、普ふ通つうに恥はずかしいだけか……）

　色んな意味で。

　色話に耐たえられなかったとか、それで妥だ協きようしてしまったとか、ウルスラにはまとめて直視したくない羞しゆう恥ちなのだろう。

　にしても、その程度の色事も恥はずかしがるとか、どんな純じゆん粋すい培ばい養ようの箱はこ入いり娘むすめだったのだろうとアルナルドは呆あきれた。

「──ウルスラがそれ言ったら嫌いやがるの!?」

　ファウスタが食いついてきた。

　マリアは面食らって「ああ、まあね」と答えると、ファウスタは千年の旅の果てに救世の真理を見み出いだした賢けん者じやのような、そんな顔をした。

「◯◯とか×××って言ったら、こちらの言うこと聞いてくれるだなんて……！」

「おい」

「…………で、剣匠マエストロ、◯◯と×××ってどういう意味？」

「…………そこからかよ」

　ウルスラとは別の意味で、純じゆん粋すい培ばい養ようの箱はこ入いり娘むすめのようだった。

（『後で寝ね床どこで教えてやるよ』とか言ったら、俺おれがウルスラに殺されるな）

　一いつ瞬しゆん、そう言いたくなったのも確かであるが、ウルスラが怖こわい目をしてこちらを見ている。また「記き憶おくを失え」などと殴なぐりかかられてきそうだ。こいつは、すぐに殴る。

　さてどうしたものか、と少し悩なやんでいたが。




「そこは、『俺おれが教えてやるよ』とかじゃないの？」




　声がした。

　アルナルドはその声の方向に顔を向けた。

（ふーん……？）

　そこにいたのは、女だ。娼しよう館かんなのだから当然といえばそうなのだが、この街ではよく見かける褐かつ色しよくの強い肌はだの、黒い髪かみを三つ編みにしていた。背は女にしてはやや高めだ。アルナルドより拳こぶし一つほど下の位置に目がある。その目は琥こ珀はく色いろだった。そんな女が、他の娼しよう婦ふと同様の安っぽい色合いの衣い装しようで立っていた。

　なんだか少し、違い和わ感かんがあった。上手く言葉にできかねたが、一つ解ることがある。

（こいつ、俺おれを挑ちよう発はつしている……？）

　目の光が、敵意というのではないが、何か挑いどむようなものを感じさせた。

「あいにくと、そういうのは専門じゃないんだ」

　言葉を選びながら無難にそう言うと、女は「へえ」とあからさまに嘲ちよう笑しようを浮うかべた。

「あんたみたいなヘナちん野や郎ろうなんて、なんの専門だか知らないけど、そっちもどうせたかがしれてるんじゃないの？　剣匠マエストロ」

　剣匠マエストロ、という言葉に力を込こめて言って「試ためしてあげようかい？」と女は続けた。

（なんのつもりだ……？）

　アルナルドには、女の意図が解わからない。自分を挑ちよう発はつしている理由が解わからない。

　ただ、鼻から息を吸い、口から吐はいた。落ち着け、と自分に言い聞かせる。

「試ためす──何を？」

　わざと、そう応じた。

　女は皮肉げに唇くちびるを歪ゆがめた。

「その腰こしにぶら下げた御ご大たい層そうなモノが、ちゃんと使い物になるかどうか、とか」

「まいったね。こいつは場末の女に使うもんじゃあないぜ」

　アルナルドも同様に唇くちびるを歪ゆがめ、腰こしの剣けんを外してファウスタに渡わたした。挑ちよう発はつに乗る気はないが、挑ちよう発はつの理由は知りたいと思った。お望みどおりにしてやるよ、という彼かれの中の獰どう猛もうな部分が囁ささやいていたというのもある。

　そして、ウルスラを見る。

　ウルスラは不思議そうな顔で微かすかに目を細めて女を見ていた。

「アレッタ」

「あんたの情夫に怪け我がさせたりはしないよ」

「アレッタ」

「……いいじゃない。私らだって、自分らがやってることを役に立たないお遊びみたいに言われたらさ、さすがにカチンとくるんだよ」

（ああ、そういうことか）

　先さき程ほどまでのウルスラとのやりとりを、そのように受け取ったのか。それは別に不思議ではなかった。誰だれだって、自分らが真ま面じ目めにやってる習い事を本格的な鍛たん錬れんではないと言われたら怒おこるのも当たり前だ。自分らがそういう風にやることを望んでおいて、ともアルナルドは思ったが、それも含ふくめて口にしなかった。

「………………解わかりました」

　しばし考えた後、ウルスラはアレッタの望みを了承する。そしてアルナルドへ向き直る。

「できるだけ、手加減を頼たのみます」

「解わかった。──だが、訂てい正せいしといてくれ」

「何を？」

「情夫ってのはなしだ。俺おれは、ただの護衛だよ」

「そんなこと、」

　言うまでもないことです、と最後まで言わせず、アルナルドはアレッタと呼ばれた女へと歩きだした。

　空気を感じ取ったのか、他の女たちも壁かべ際ぎわに下がった。

（さて、どういう風に来る？）

　この時のアルナルドは、まだ精神が弛し緩かんしていた。本気ではなかった。本当に本気ならば、たとえ女相手だろうとそんな待ちの姿勢ではなく、先手先手を取って封ふう殺さつする戦法をとる。

（ウルスラの解説と、この稽けい古こを見た感じだと接せつ触しよくしてからの関節の取りあい……というのは主眼ではなくて、力をどう使って相手をどういう方向に誘ゆう導どうするか、そっちが重要なのか？）

　見た限りでいえば、相手をどう投げるのかというところが目的であるように見えるし、そのためには相手の身体からだの仕組みを利用した上で、自分の身体からだから生じる力をどう利用するのかを確かめているように思えた。

（突つき詰つめれば、ここでこうしている技わざは実用する必要はない──というところか）

　勿もち論ろん、実用できるにこしたことはないのだろうけど。

（実際の戦たたかいだとどういう風に使うんだろうな。まず腕うでの取りあいとかしている喧けん嘩かなんてないわけだし……いや）

　ウルスラが教えているのだから、ウルスラのように戦たたかう──のは、無理だ。

（筋肉が足りない）

　やや前のめりになり、両手はだらりと左右にたらす。足は自然に任せたまま。肩かた幅はば程度。

　アルナルドが街で喧けん嘩かする時の姿勢だ。

　彼かれの学んだ剣けん術じゆつには組打もないではないが、喧けん嘩かで使う技わざは拳けん闘とうを基本にほとんどが自ら編みだした。素す手ででの戦たたかいというのはそもそもあまり想定されていない。当然のことだ。戦場で、あるいは路地裏で死命を制して護身をするのが剣けん術じゆつというものだ。素す手でで戦場にでる者はいないし、路地裏にも最低限の刃やいばを身に帯びているのが剣けん士しというものだ。

　そして、素す手でで戦場を蹂じゆう躙りんしたのがウルスラだ。

　あれは魔ま導どう兵士としての超ちよう常じようの能力あってのものだったが。

　今のウルスラは、隔かく絶ぜつしている身体能力でただぶん殴なぐってるだけのようにも見える。見えるが、それは違ちがうということも、二度も三度も見れば、さすがに解わかる。

　筋肉を謳うたいながら、ウルスラの今の力は自分たちと同様に肉体を効率よく使うために編みだされた技わざに支えられている。れっきとした技術だ。そこには理があり、その理を創り上げた者、あるいは、それらを練り上げた者たちの思想がアルナルドの伝えるそれとは異なるからか一見して別物に見えるが、根本的なところではそう外れてはいない。

　と、思う。

　恐おそらく、アルナルドもその気になって修しゆ行ぎようすれば、なんとか身につけることは可能なもののはず、だ。多分。

（今いま更さら俺おれも身につけたいってわけじゃないが──）

　どうにかして見み極きわめたい、という欲望はあった。

　剣けん士しなんか時じ代だい遅おくれだと嘯うそぶきながらも、武術の使い手としての生き方を捨てきれないというのは何処どこか滑こつ稽けいだった。

　だけど、今いま更さら止められない。

　こうしてウルスラほど極きわめていないであろう使い手と対決すれば、あそこに至る途と中ちゆうが解わかるかもしれない。そう思っていた。

「では」

　ウルスラが言った。

　それが宣告だった。

　部へ屋やの中央に二人ふたりは立ち、他の人間は壁かべ際ぎわにいて。

「さて────」

　次の瞬しゆん間かん、アレッタが飛んだ。

（何？）

　視界を塞ふさぐドレスの向こうから。

　蹴けりが。

　アルナルドは、弾はじき飛ばされた。




　　　◆　◆　◆




「ッッッッ!?」

　すぐに体勢を整えられたのは、アルナルドが咄とつ嗟さに両りよう腕うでを上げて蹴けりを防いだからだ。

　額と口元を隠かくすように腕うでを置き、間から目をだして様子を窺うかがう。

「さすが」

　アレッタが笑う。

　そして、消えた。

「────ち」

　アルナルドは腕うでを交差させ、それを下段に落として踵かかと蹴げりを受けた。

　アレッタが繰くりだしたのは、上体を反らしながら反転しつつ踵かかとの打うちこみ。

　狙ねらっていたのは股こ間かんだ。

「やる」

　防がれてすぐに足を引き、とんとんと片足でけんけんを踏ふみながらアレッタは距きよ離りをとる。

　アルナルドは腕うでを最初の構えに戻もどした。

（今のは、急激に身体からだを倒たおしたから、消えたように見えたのか）

　こちらが防ぼう御ぎよを腕うでで固めた時、その視界の悪さを一いつ瞬しゆんで判じて今の攻せめをした──。

「すげェ蹴けりだな」

　靴くつが柔やわらかめのものであったので助かった。木底のサンダルとかだったりしたらヘタしたら骨が折れたかもしれない。

　だが。

「…………けど、これウルスラが使ってるものと違ちがうだろ。全然」

　ウルスラは蹴けりを使わなかったわけではなかったが、ああいうのとは違ちがう。違ちがう気がする。勿もち論ろん、それはアルナルドの思おもいこみにすぎないのかもしれない。

　だが、剣けんの道とはいえど武術の世界に生きた者として、アレッタのそれがウルスラが今教えてるものの延長にないということは感覚として確信できた。

「ウルスラの情夫に解わかるものかね」

　アレッタは笑う。少なくともまともに答える気はないことだけは解わかる。

「だから俺おれは──」

「今のは新大陸の格かく闘とう技ぎです」

　ウルスラの言葉はあっさりとしていた。

　アルナルドはそちらに目を向けなかった。向けずに聞いた。

「新大陸の格かく闘とう技ぎ？」

「はい。そして貴方あなたの言うとおり、私が使うものではありません」

「──けど、さっき言った、そこそこ筋のいいってのはこいつのことなんだろ？」

「はい。ですが──」

「解わかってる」

　ウルスラは格別の存在であるが、東方の護身術とやら以外にも何種もの武術を修得し、それを指導できるまでに至っているとも思えなかった。

　ということは。

「アレッタといったか。その技わざは自前だな」

「まあ、ね」

「どういう目もく論ろ見みがあってかは知らないが──」

　アルナルドはそう言いながら、大おお股またでするりと進んだ。

　流れるような足取りだった。

　そこからだらりとたらしていた左ひだり拳こぶしを伸のばす。

　恐おそるべき速度と鋭するどさがあった。

　アレッタはそれに合わせて退くだけの余よ裕ゆうがまだあった。

　アルナルドは止まらなかった。

　伸びきった左が当たらなかったのを確かく認にんする前に引き、さらに踏ふみこみながらの右。

　アレッタが手を上げてそれを受ける。

　アルナルドはまだ止まらない。

　さらに踏ふみこみ、左の拳こぶしを振ふり抜ぬく。

　アレッタはかがんでそれをやり過ごそうとして、

　弾はじけ飛ぶ。

　蹴けりだ。

　アルナルドが放ったのである。

　アレッタが、また笑う。

「古式の拳けん闘とうかと思ってたけど、足あし癖くせも悪いのね」

「──おい、ウルスラ、おまえ、こいつのこと承知してたのか？」

　苦々しい顔をして聞いたアルナルドであるが、ウルスラはそれには答えなかった。

（どうした……？）

　何処どこか、変な空気だ。それはちょっとした護身術の成果を見るための簡単な試合と思っていたのが、思いもかけずに本格的な戦いになったから──ということは関係がなかった。皆みなが呆ぼう然ぜんとしているのはすでに察している。ただ、今のこの空気は、違ちがう。

　いや──この匂いは。

「──おい、ファウスタは何処どこへ行った!?」

　先ほどから、彼かれらが監かん視しすべき魔ま術じゆつ師しの息づかいを感じなくなっていたのだ。

　振ふり向むいた先で、ウルスラが険しい眼まな差ざしで手近な椅い子すに置かれたアルナルドの剣けんがあるのを見つめていた。




　気づけば、アレッタの姿も消えていた。




　　　◆　◆　◆




　ファウスタがそれの気け配はいを感じとったのは、アルナルドが試合を始めた直後である。

　突とつ然ぜんの蹴けりをどうにか受けたのを見た。

　何かすごいなあ、とか漠ばく然ぜんと思った。彼かの女じよはウルスラの指導を受けているが、今のところは体力づくりだけで技わざの訓練は受けていない。せいぜい、姿勢について注意されるくらいである。だから、アレッタと言われた女の動きを見て、素す直なおに感心していた。あんな腕うでの取りあいみたいな稽けい古こをしててこんなことができるのか。きっと魔ま術じゆつ同様に、門外漢には解わからない理路が存在するのだろう。

　そんなことを思っていたところで、ふと、耳じ朶だに覚えのある音──が聞こえた。

「これは……」

　この街に幾いく重えにも流れてる音に紛まぎれているが、確かに彼かの女じよにもなじみがある魔ま術じゆつの気け配はいだ。

　ウルスラを見る。

　信じ難がたいことに、少し驚おどろいたような目をしていた。何が今ので驚おどろくべきことがあったのかは疑問であったが、意識があちらに集中している。

　ファウスタは少し考えた。

　考えてから、アルナルドの剣けんを手近な椅い子すの上に置いて、呪じゆ文もんを口にする。姿隠しの術。

　すんなりと屋敷から出られた。

　音の元に向かって歩き続けた。

　どうしてか、気になった。

　新大陸に来てから感じる、初めての同種のものだからかもしれない。

「……まあ、私には関係ないんだけど」

　呟つぶやき、足を止めた。

　まだ、迷いがあった。

　しかし。

「ふん」

　それを振ふり払はらうように再び歩きだす。

　気がつけば、路地裏の細い道に入はいりこんでいた。

　魔ま術じゆつの音は、もう煩うるさいほどだった。

「…………ねえ、これは私を呼んでいるんでしょ？」

　誰だれの姿もない。

　なのに尋たずねた。




　ほどなく答えはあった。




　　　◆　◆　◆




「この匂においは、覚えがある」

　アルナルドはすぐにファウスタとは別の魔ま術じゆつの匂においを感じ取った。そしてそれは過去の記き憶おくにあるものだった。

「私にも、この感じは少し覚えがあります」

　ウルスラも頷うなずく。

　二人ふたりは色街の通りを歩いていた。ファウスタを捜すためである。逃にげた、とはどうしてか二人ふたりとも考えなかった。残った魔ま術じゆつの気け配はいからすれば何者かが彼かの女じよに接せつ触しよくしようとした、ということくらいの察しはつく。問題は、誰だれが、どういうつもりで彼かの女じよに近づこうとしたかである。

　考えられるのは、他の姉あね弟で子したち──であるが。

「……彼かの女じよは私の保護観察対象です」

　ウルスラはそれだけしか答えない。それ以外の答えを持っていないのか、それ以上の答えがだせないのか。

　アルナルドは無言で頷うなずく。あれこれと問いただす時間の余よ裕ゆうもないし、今聞く意味もない。

　今すべきことは、別のことだ。

「で、どうする？　二手に分かれるか？」

「そうですね……」

　二人ふたりは色街の裏路地の、人通りのほとんどない場所に辿たどりついていた。

　ここから魔ま術じゆつの気け配はいは二つに分かれている。

「どういう手段を使ったのかは解わかりませんが……」

　ウルスラは言いかけて「仕方ありません」と言った。

「二手に分かれましょう」

「どっちに行く？」

「私は右に」

「俺おれは左だ」

　すぐにそれぞれ歩きだして。

　ウルスラが、足を止めた。

　アルナルドも自然とそうした。

「──ご武運を」

「お前もな」

　そして二人ふたりは別れた。




　ほどなくして、アルナルドの前に頭ず巾きんを被かぶった女が立ちはだかった。
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（この雰ふん囲い気きは──間ま違ちがいない）

　魔ま術じゆつ師し──それも、相当な。

　狭せまい路地のど真ん中に立たち尽つくして、彼かれを睨にらみつけている。顔は見えないが、それは解わかった。

　強きよう烈れつな視線を感じた。

　魔ま術じゆつ師しが呟つぶやいた。

「お前か…………」

（女か）

　声は小さかったが、アルナルドの耳には届いていた。はっきりと、女の声だと解わかった。まだ若い。多分、二十代。

「うちの妹に、ろくでもないこと教えたのは」

「妹……ってことは、あんたは先日来た女の姉し妹まいで、ファウスタの姉か」

　予想はしていた。むしろ、予想どおりで拍ひよう子し抜ぬけした気分だ。だが、その声に滲にじませている怒いかりは解わからない。どうして自分に対してこいつが怒おこっているのかが解わからない。

　いや。

（仕事でこき使ってるところを見られたとかしたかな……）

　ここ数日はファウスタも要領もよくなって、特に叱しかり飛とばすことなくアルナルドは彼かの女じよをこき使っているのだが、やはりそれでも、蝶ちようよ花よと大切にしていた身内からすれば許しがたいことなのかもしれない。

（しかし、ろくでもないことを教えた──？）

　疑問が脳のう裏りを掠かすめたが、それはとりあえず後でいいか、と思い直す。

「で、どうするね？」

　まだ、先ほどのアレッタとの戦いの余熱が残っていた。挑ちよう発はつするようにそう話しかける。

　魔ま術じゆつ師しはただひとこと。

「死ね」

　と言った。

「そうか」

　アルナルドは踏ふみこみ、女の身体からだに剣けんを突つき刺さした。恐おそるべき速さだった。

　魔ま術じゆつ師しの身体からだは硬こう直ちよくしたが、すぐに頭ず巾きんの中から闇やみが溢あふれた。外がい套とうも頭ず巾きんもろともに吹ふき飛とぶように消失し、アルナルドの視界を、いや、路地裏を、あるいは世界そのものを闇やみに染めた。飲のみこんだ、と言うべきだったかもしれない。




「〝蛇王の顎クロウ・ウエーアツハの闇〟」




　声は頭上からした。

「闇やみを司つかさどる蛇じや神しんの暗くら闇やみの中、飲まれて死ぬ」

「なるほど」

　アルナルドは、しかし笑っていた。笑いながら答えを返す。

「お前さん、暗くら闇やみエレノアか。魔ま女じよ王おうの弟で子しだったとは知らなかったぞ」

「……………ッ」

　一いつ片ぺんの光も差さない闇やみの中で、だが、動どう揺ようだけは伝わった。何処どこにいるのかも解わからない、何処どこまで続くかも解わからないこの闇やみの中で。確かに、この術を使った者は剣匠マエストロの言葉に心を揺ゆさぶられたのだ。

「お前は、何を……」

「連れないね。俺おれだけ覚えていて、そちらは忘れているとは。これでも、女受けは悪くないつもりだったが」

「まさか──」

　アルナルドは、最後まで言わせなかった。

　剣けんを抜ぬき逆手にし、片かた膝ひざを落として地面に刺さす。護法がかけられた刃やいばの切先は、たやすく石いし畳だたみに突つき刺ささり、火花を上げた。

　火花──光だ。

　それはあまりにも微かすかで、あまりにも小さなものであったにしても、闇やみに支配されたここにはあるはずのない光だった。

　そして、その光は一いつ瞬しゆんにして闇やみを駆く逐ちくし、ここを元どおりの裏路地へと還かえす。

　魔ま術じゆつ師しはアルナルドの前に立っていた。

　ここから間かん髪はつ入れず攻せめこむべきだが──

　できなかった。

　剣けんは石の床ゆかの前に、アルナルドの足あしの甲こうを貫つらぬいていたのだ。

「二度目だが、どうにも、この破り方はよろしくねーな……」

「…………ッ」

　魔ま術じゆつ師しが驚おどろくのも無理はなかった。

　この〝蛇王の顎クロウ・ウエーアツハの闇〟は、西方の白亜大島アルビオンに伝わる邪じや神しんの技わざを現代に再現したもので、魔ま術じゆつによって創りだされた闇やみに飲まれた者は、やがて五感の全てを麻ま痺ひして衰すい弱じやく死しする。闇やみはただの闇やみではなく、月のない夜を数万倍にも深めたかのような、そんな代しろ物ものなのだ。右も左もどころか、上も下も解わからなくなってしまうほどだ。

　ただしこの術は効果的で古くから伝わっていただけあって、破り方も早くに確立されていた。

　闇やみの中に光を生みだせばよい──

　しかし、それはいうは容易たやすいが、行うのは、魔ま術じゆつ師しでない者には難しい。

　なぜならば五感は急速に奪うばわれつつある中、仮に偶ぐう然ぜんに光を生みだせたとしても、その時に被ひ術じゆつ者しやがそれを光と認にん識しきしていなければ術を破ったことにならず、術の効果は継けい続ぞくしていくからである。どういう理り屈くつでそうなるのかは魔ま術じゆつ師したちにも不明なのだが、とにかく、ただ物理的に光を生みだせばよいというものではないのだ。

　それゆえに、アルナルドは自分の足を刺さしたのである。

　足の裏に残されていた、自分が立っているという感かん触しよく。そこに確かに地面があるという確信。

　足の裏に地面はある──その感覚が残されている内に、僅わずかにつま先を浮うかせ──

　光は生みだされた。

「先人の創りだした魔ま術じゆつ破やぶりの方法だが、もっと他の方法はないものかね」

　そう言って立ち上がり、アルナルドは剣けんを抜ぬく。靴くつの中で血がにじみだしていたのが感かん触しよくで解わかる。だが、その痛みなどはおくびにもだそうとしていない。

　彼かれは──剣匠マエストロであった。

「さて、話を聞かせてもらう──ぞ？」

　暗くら闇やみエレノアは身を翻ひるがえして走り去ったのだが、追いかけようとする通路、何処どこかでみたような兵士たちが立たち塞ふさがった。

「…………何が起きてるんだか」

　切先を下段に落とし、そうぼやく。

　足は痛む──だが、この程度は大したことはない。

　しかし、と思う。

「俺おれの方には魔ま術じゆつ師しと兵士か、ウルスラの方には、誰だれが待っている？」




　　　◆　◆　◆




　ウルスラの前には、アレッタが立ちはだかった。




「──驚おどろかないんだ？」

「ええ」

　ウルスラはそれだけ言った。それだけで十分だった。

　アレッタは娼しよう婦ふの姿のまま、しかし背筋を伸のばしてまっすぐ立つ。

　それは男にしても女にしても共通している。軍人として訓練を受けていた者の姿勢だ。

「察するに、この街に在留させられていた工作員というところですか」

「だいたい、合ってるかな。後学のために聞くけど──いつから気づいてたわけ？」

「最初から」

　ウルスラは顔に焦しよう燥そうと──哀切を浮かべた。

「訓練を受けているかどうかは、筋肉の付き方、立ち方で解わかります」

「……そうかい。まあ、何度も馴なれ馴なれしく抱きついたものね……本国で正式な訓練を受けてないと、どうにもそこら細かいところが抜けちまうね──私が馬脚を露すのを待ってたんだ」

「…………」

「もしかして、連れてきた子が出て行くのを放置してたのも──」

「貴女あなたから目が離せなかっただけですよ。親友が戦っているのですから」

「……驚おどろいた。かの戦場の悪あく魔までも、冗じよう談だんを言うんだ」

　本気で驚おどろいたように言うアレッタに、しかしウルスラは答えずに周囲を見み渡わたした。眼前の相手を無視したかのような所作であるが、アレッタは気にする風でもない。

「あなた一人ひとりですか？」

「有う象ぞう無む象ぞうをけしかけたって、傷が深まるだけだってことでね。まあさすがに剣匠マエストロまでもが一いつ緒しよにいたら面めん倒どうなので、二手に分かれてもらうことにしたけど」

「……ということは、ここで待ちかまえていた──わけでもないのですね」

「さすがに、あんまり話しすぎても怒おこられるけど……まあそういうこと。剣匠マエストロの方は適当な兵士をよこしている。死ぬようなこともない」

「…………」

　ウルスラは無言になった。顔から、焦しよう燥そうを始めとした多くの感情が抜ぬけ落おちた。

　アレッタがどういうつもりでここにいるのか、それをも察したのだろう。

「聞くまでもないことですが、目的は私の身み柄がらですか？」

「聞くまでもないことを聞くのは、どうして？　時じ間かん稼かせぎ？　それとも、初めから私の素す性じようが解わかってたってやっぱり噓うそだった？　顔なじみと戦たたかうのって、戦場の悪あく魔までも嫌いやだったりする？」

「黙だまりなさい」

　ウルスラは遮さえぎった。

　表情は一いつ片ぺんたりとも変わっていない。そこには怒いかりもない。色んなものが抜ぬけ落おちた後に残っていたのは、ただの無だった。瞼まぶたが微かすかに狭せばまった。

　アレッタは笑い、地を蹴けった。




　ウルスラは拳こぶしを握にぎり、




　ドレスが舞まった。

　ドレスだけが舞まった。

　アレッタは地を這はうようにウルスラの足に組み付いた。




「────ッ」




　ウルスラの目が大きく見開かれた。




　　　◆　◆　◆




（勝った）

　アレッタはウルスラの足に触ふれた瞬しゆん間かん、勝利を確信した。

　ここから押おし倒たおし、ウルスラを組くみ伏ふせる。

　組打に長たけたアレッタならば、完全に不意をついたこの状態でもはや負けはない。同格の組打の使い手であっても、同様だ。しかも自分には今や同格の使い手などは存在しない。ましてやウルスラの技わざは立っていることが前提のものである。逆転される目など絶対にない。

　娼しよう館かんでの稽けい古こでアルナルドに試合を挑いどんだ時から、伏ふく線せんは張ってあった。

　剣匠マエストロアルナルドが拳けん闘とうの使い手であることは事前に知っていた。剣けんほどでもないが相当のものだとも。その相手に確実に勝つ必要はない。勝つ必要はないが、それなりに印象の強い戦たたかい方をしてみせた。それも、今まで見せたことがない技わざで。

　ウルスラが本当に自分の素す性じように気づいていたか、そうでないのかはアレッタにも解わからない。ただ、何かしら不ふ審しんを感じていたという前提で動いた。相手が戦場の悪あく魔まといわれたモノであるというのなら、どれほど慎しん重ちようになっていても足りないということはあるまい。

　そしてそれらの準備は、成功しつつある。

　アレッタは三世代ほど前に植民した者の末まつ裔えいで、三世代前のその頃ころから、ある都市国家から派は遣けんされた諜ちよう報ほう員いんとして彼かの女じよの家は続いていた。

　この港町にどういう事情で自分らのような特とく殊しゆ訓練を受けた人間が配置されたのか、その辺りのことは定さだかではない。当時の国際事情が今と違ちがっていたのは確かで、すでに意味も価値もなくしてしまっているかもしれない。

　それなのに。

　アレッタは幼い頃ころから訓練を受けた。

　すでに、意味もないかもしれない、価値もないかもしれない工作員として、それでも命令は絶対だったから。

　いつの日にか、母国からの指令を受けて活動することもあるかもしれない、と。

　そうして三年前、アレッタは娼しよう婦ふになった。

　待ちに待った指令が来たからである。




　ウルスラがその街に行く。

　監かん視しせよ。




　指令の内容は、突つき詰つめればそれだけだ。

　その監かん視しのためにどういうことをすればいいのかの手引きも幾いくつか書かれていて、その中でアレッタが選んだのが娼しよう婦ふだった。たいした理由などない。ウルスラという女がこの街でするだろう活動の中で、一番彼かの女じよに近い位置にいられる職業がそれだったということである。自分の身体からだより何よりも、効率を優先したまでのことだ。

　そうして出会ったウルスラという女には、ぞっとした。

　そうとしか言えなかった。

　同じ人間とは思えない何かがあった。

　それが、元もと魔ま導どう師しという経歴を知っているがゆえのアレッタの先入観なのか、訓練を受けた者としての、戦せん闘とう者しやとしての直感であったのか。

　今となっては解わからない。

　ウルスラが使う不可思議な武術のことを知った時は、そのことも知るべきだと護身術をみんなに教えてくれと頼たのみこんだ。

　頑かたくなに断られるかもしれないと覚かく悟ごはしていたが、なんだかんだとあって「いいですよ」と言げん質ちを引きだした時は心底嬉うれしかった。

　アレッタは、ウルスラのことを調べていって、ウルスラの何もかもを知りたいと思った。

　不思議な武術、魔ま導どう師しとしての前歴、修道女になった理由──

　それらを親しくなって聞きだしていくことが、とても楽しかった。自分が、一番この女のことを知っていると思うと、それが誇ほこらしくもあった。

　そんな日々の中、突とつ然ぜんに新しい指令は来たのだ。

　ウルスラの捕ほ縛ばく。

　アレッタに否いなやはない。

　それが指令ならば従うまでだし、そして何よりも、彼かの女じよ自じ身しんの感情としてウルスラをこの手の中に捕とらえるということは、想像するだにこの上ない喜き悦えつだった。

　あの人間以上の存在を、自分の虜とりこにする……！

　そのための下準備にはやや時間がかかったが、今のこの瞬しゆん間かんのためだと思えば、それもまた楽しいことだ。

　そう。

　彼かの女じよは勝利を確信していた。

　打だ撃げきを印象づけさせてからのドレスを目め眩くらましに使いつつ地を這はうような突とつ撃げき、そして組打。

　そして。

　この。




「────いい加減にしてくださいませんか」




　ウルスラの声に、いつも聞いていた色合いがあった。

　みんなで卑ひ猥わいなことを言ってからかった時に、こんな声をいつもだしていた。

　それが不ふ機き嫌げんさというものだと悟さとる瞬しゆん間かんに、その数すう瞬しゆん前まえに、アレッタは宙を舞まっていた。

「─────!?」

「その反応、動き…………あなたも人間やめたのですか」

　ウルスラは言った。その声が後ろから聞こえたということに着地してからようやく気づく。

　呆ぼう然ぜんとアレッタは振ふり向むいた。

「あなた……何をした？」

「いつも見せている技わざです」

　そんな──はずは。

　いや、しかし。

　アレッタは今起きたことを思い返す。

　ウルスラの足に触ふれた、次の刹せつ那なに天地は逆転していた。自分の身体からだの下にあるべき地面が空と入いれ替かわっている。そしてさらに次の刹せつ那なに足が大地に触ふれた。身体からだに刻きざみこまれた機能はその状態からの脱だつ力りよくと重心操作を可能とし、着地を成功させ──。

「投げ、られた……？」

　まだ、信じられない。

　自分の奇き襲しゆうが失敗したということよりも、自分が受けた技わざが、術が、いつも習っていたものの延長にあると──それでもはっきりと解わかったからである。

　それでもなお、信じられない。

　ありえない。ありえるはずがないのだ。

　人間を超こえた今の自分に通じるはずがないと──。

「魔ま導どう兵士を投げるのは、初めてでしたが」

　ウルスラはゆっくりと歩み寄る。

　泣きそうな顔をして、眼まな差ざしは冷静にアレッタの身体からだを眺ながめているようだ。

　アレッタはドレスを視界を塞ふさぐための囮おとりとした。今は何も着ていない。全ぜん裸らだった。この状態での石いし畳だたみの上での組打などは本来するものではないが、考こう慮りよする必要はなかった。皮ひ膚ふを硬こう化かする手術を受けていたからだ。

「その手術跡あとは、第四世代の魔ま導どう兵士のものですね。世間に流通してまだ二年だと、そのあたりが限度ですか。身体能力を上げるのに特化した魔ま導どう──燃費は悪くなりますが、それでも一刻程度は暴れられますか」

　泣きそうな顔なのに、言こと葉ば遣づかいは冷静だった。

　アレッタは蹴けりを放った。

　アルナルドに最初にだしたものだ。

　あの時は人間の限界程度にまで抑おさえていたものであったが、今のは人間以上の、魔ま導どう兵士としての限界に挑いどんだ蹴けりだった。

　ウルスラは反転した。

　アレッタの身体からだが、また宙を舞まう。

　着地できた。

　だが、アレッタはウルスラの姿を見失った。

　何をどうされたのかも解わからずに飛ばされ、アレッタはすでに判断力を失っている。

「貴女あなたを親友だと思っていたのは、冗談ではないですよ」

　ウルスラの声が。

　振ふり向むいたアレッタの喉のどを、ウルスラの指が突ついた。

「…………」

　その場で崩れ落ちたアレッタを腕に抱いたウルスラであるが、やがて瞼を伏せてアレッタの頰に口づけをした。

　そしてゆっくりと石畳の上に横たわせてから、ドレスを被せ、ウルスラは立ち去った。




　　　◆　◆　◆




「────早いな」

　ウルスラとアルナルドが同じ建物に辿たどりついたのは、ほとんど時間差がなかった。アルナルドが微かすかに早かったが、僅わずかな差である。

　ウルスラは頷うなずき、視線を下げた。そこにはアルナルドの足と靴くつが、傷一つなくあった。

「血の匂においが微かすかに残ってますが──回復法術ですか？」

「修道院の仕事をしていると、神様が贔屓ひいきしてくださるのかね。襲おそいかかってきた連中を全部倒たおしたところで、司祭様が通りがかってな」

　娼しよう館かんから娼しよう館かんへと、娼しよう婦ふたちの霊れい的てき指導のために毎日通かよい詰つめている老司祭は、高徳の人物だった。先刻に少し仕事を手て伝つだっていたアルナルドが傷ついているのを見ると、何も言わずに石いし畳だたみの上に跪ひざまずき、両手で掬すくいあげるように彼かれの傷ついた足を持ち、接せつ吻ぷんした。

　それだけで、アルナルドの身体からだのみならず、靴くつまでもが剣けんを刺す前の状態に戻もどったのである。

　ウルスラの発した光ほどにも眩まばゆいことはなく、しかし遙はるかに暖かい光だった。

（俺おれ、今度あの司祭様の教会に行ってみようかな……）

　などと、本当に柄がらにもないことを思ってしまうような、それは見事な法術だった。

　ウルスラはそれを聞くと、一いつ瞬しゆん、聖女のように微笑ほほえみ、すぐに手を祈いのりの形に組んで、目を閉じる。漏もれ聞こえた呟つぶやきは、神と司祭への感謝の言葉のようだった。

　それもすぐすませ、改めて扉とびらを見る。アルナルドもそちらに目を向けた。

「なあ、俺おれは奴やつらから聞きだしたが、あんたはどうやってここに来たんだ？」

「私専用の刺し客かくが立ちふさがりました」

「────ほう？」

「二手に分れてから、私の方へと来ると決めた──ということならば、恐おそらく私たちが分かれたところを眺ながめられる位置で待機していたということでしょう。そして先回りできたというのなら、自おのずと場所は限られます」

「なるほどな……」

「ファウスタも、時間的にそんなに遠くに行ったとも思えません。とりあえずは待機していたところに来れば何かしらの痕こん跡せきが残っているかもしれないと、その程度の判断です」

「よくそれで、ここがすぐに解わかったな」

　アルナルドはそう言った。ここは街の中の裏路地だ。道も入り組んでいるし建物の位置関係も複雑で解わかり難にくい。ウルスラはここに数年通っているということから地理を知ち悉しつしていたものなのか、あるいは適当にアタリをつけ、片かたっ端ぱしから探してきたのか。

「今は、そんなことはどうでもいいです」

「そうだな」

　二人ふたりは頷うなずきあう。

　そして。扉とびらを蹴けり飛ばし、侵しん入にゆうした。




　二人ふたりが見たものは──、




「……何やってるの、あんたら？」

　椅い子すに座すわり、酒を飲んでいるファウスタだった。

　机の上には、本土で見た酒さか瓶びんがあった。

「…………お前、こんなところで何してるんだ？」

「え。その……お姉ねえさまに呼ばれて……あ、魔ま術じゆつでよ。私を呼ぶためのものだからあんたたちが感じ取りにくくても仕方ないから。自信なくさないでもいいわよ」

「…………それで？」

　アルナルドは剣けんの柄つかに手をかけたまま、周辺に注意を向ける。

「それで、少し話そうってことになって、それで私が好きだったお酒とか用意してくれてね」

「あー……そう」

「ああ、そうそう、○○と×××のことなんだけど──」

「…………もしかして、聞いたのか？」

「うん」

　無む邪じや気きに、ファウスタは頷うなずいた。

「ウルスラの弱点みたいだからって聞いたんだけど、なんかすごく怒おこってどっかいっちゃった──もしかして、○○とかって、人に聞いたら駄だ目めな言葉なの？」

「まあ、そう思っとけ」

　そう返しながら、アルナルドは溜ため息いきを吐つく。

　ろくでもないことを教えた、というのはそういうことだったらしい。

　もしかしたら、本来はファウスタをここに連つれこむだけが目的で、兵士たちと共にアルナルドを襲おそう役割ではなかったのかもしれない。

（にしても、ここに逃にげ帰かえってファウスタを連れてかなかったのは解げせないな……）

　まだ釈しやく然ぜんとしないことは残っているが、だいたいの構図が解わかってアルナルドは脱だつ力りよくする。

「…………どうしたの？」

　まだ状じよう況きようを把は握あくしきれてないファウスタは、怪け訝げんそうな顔をした。

　何気なく視線を追うと、顔を手で覆うウルスラが──泣いて、いた。そのように見えた。

「ウルスラ……？」

　恐る恐る話しかけるファウスタであるが。

　殴られた。

「いったぁ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]」

「あなた、勤務中に酒を飲みましたね」

「え。ちょっと、私別に修道女ってわけでもないし、姉ねえさまに貰もらったものだし」

「言い訳はあとで聞きます」

　ウルスラはファウスタの耳を引っ張って建物から出て行く。

「何よ！」「○○！」「×××！」と叫さけぶファウスタであるが、ウルスラは「若い女の子がそんなはしたないことを口にしてはいけません！」と怒ど鳴なった。

　そんな二人ふたりの後ろ姿を眺ながめながら、アルナルドは溜ため息いきを吐ついた。

　そして。

「しかし、ファウスタの姉たちだけでなく、軍が関わるとは……ウルスラを捕とらえるために？」

　そう呟つぶやき、だが、それ以上の言葉はついにでることはなかった。













　　　四章　ウルスラの商売







「私もう限界なんですけど」

　ファウスタがそう言ったのは、色街で彼かの女じよの姉あね弟で子しとその同どう輩はいたちの国から干かん渉しようがあって一週間がすぎた頃ころである。

　とは言っても、彼かの女じよがそう言ったのと先日のそれとは何の関係もない。

　納な屋やの補修もほぼ終わったアルナルドに、ファウスタは言ったのだ。

「限界ねえ。俺おれには随ずい分ぶんと馴な染じんできたように見えたが」

「節穴」

「ウルスラも褒めてたぞ」

「え」

　ファウスタは前のめりになって聞く。

「ウルスラが!?」

「噓うそだ」

「死ぬ！　というか殺す！　後で呪のろい殺してやる！」

　アルナルドは余った石材の上に腰こし掛かけた。

　いい天気だ、と思う。新大陸は気候が厳しいと聞いていたが、彼かれがこちらに来てから体験した範はん囲いでは陽光は激しく乾かん燥そうは強いが、聞いていたほどではない。本土とさほど変わらない。もう少し街から離はなれたら違ちがうかもしれないが、今のところはそんなところにいく用件はなかった。

「て聞いてるの!?」

「ああ、まあなんだ……いい加減、自分が馴な染じんできているのが怖こわくなってきたんだろ」

「────」

「復ふく讐しゆうすると誓ちかったウルスラには屈くつ服ぷくさせられ、無む理り矢や理りやらされていたはずの修道院の下女なんて仕事も、なんだかんだと慣れてきたら心地ここちよいしな」

「…………」

「別にやらされてる穴あな掘ほりとかだって、最近はぶっ倒たおれることなく連続で二つ三つ掘ほれるようになったんだろ？　そろそろ、次の段階に進めようとか、ウルスラそういうこと言ってた」

「…………」

「俺おれにも経験があるから解わかるぞ。集団生活なんて馴な染じめないと思っていたが、いつの間にか慣れちまうもんだ。人間は集団が基本だってのを思い知る。家族なんかいらんとか、煩わずらわしい人間関係から離はなれたいと思っていたのに、それでもみんなで協力して共同生活してたら、それなりに親しくなっていくしな」

「私は……、」

「だけどな」

「──うるさい」

　ファウスタは腹の据すわった声で言う。

　アルナルドは黙だまったが、それは柄がらにもなく言いすぎたと思ったからで、別にファウスタが怖こわかったということはない。どうにも、歳としを取ると説教臭くさくなっていけない。

（しかしなファウスタ、俺おれは今のおまえの方が幸せだと思うぞ）

　姉あね弟で子したちの元に戻もどっても、そこにあるのは魔ま術じゆつ師しとしての生活だ。

　わざわざ、向いてない仕事をしなくてもいいのではないかと思う。

「私は、あんたほどお気楽には生きていけないの」

　ファウスタは言う。

「と言ってもなあ」

　アルナルドはぼやいた。

「たとえばお前、さっき俺おれを呪のろい殺すのなんだのと言ってただろ」

「言ったわ。それがどうかした？」

「俺おれを呪のろい殺すとなると、それなりの触しよく媒ばいだのがいるだろ？」

「…………」

「お前、今だと魔ま術じゆつ以外に生きていく方法がなくて、けどその魔ま術じゆつもろくに使えないだろ」

「そんなことは……、」

「簡単なものは、そりゃあな。けど、実用できる部類となると触しよく媒ばいなりそれなりの用意がいるんだろ？　それだってそのうち魔ま導どうが伝わってくればいらなくなる」

　そう。

　魔ま導どうがすでに技術公開され、一部では使用されているということは二人ふたりも知っていた。

　先日に色街で何が起きたのか、ウルスラに聞いたのだ。

　彼かれらが知る魔ま導どう兵士よりも前の段階のものとはいえ、他の国が惜おしげもなくこんな街に駐ちゆう留りゆうさせているだけの工作員にそれを施ほどこせる──その段階に至っていたということに戦せん慄りつした。

　じきに、「あの」ウルスラのような者さえも量産してしまえるのかもしれないのだ。

　そうでないにしても、魔ま導どうは確実に世界を変えるだろう。

　今は魔ま術じゆつ師しが独どく占せんしている分野も、いつか。

「先日見せてくれた修復術は見事だったが……まずそれを使うための資金がない、ときた」

「──私は、どうすればいいのよ……」

　ファウスタは、ぽつりと呟つぶやいた。

「………………」

「魔ま術じゆつ一筋に生きてきたわ。それ以外に夢がなかったわけじゃなかったけど、魔ま術じゆつしか残らなかった。私には残らなかったのよ……今いま更さら、そうでない道を生きろだなんて、そんなことできるはずないじゃないの……それも、母かあさまを殺したウルスラの元でだなんて……」

「まあ確かに、親の仇かたきだものな」

　戦国乱世の常ではあるが、それを納なつ得とくしろというのも酷こくな話かもしれない。

「未いまだに、ウルスラのことを考えると胸がざわざわするし……」

「えーと」

「あいつに触さわられたところ、熱くなって……それだけで、息が苦しくなって……」

「……お大事に」

　アルナルドはそう言ってから、息を荒あらくしているファウスタから目をそらして空を見上げる。

　このままウルスラの傍そばにいさせるのが本当に幸せなのか、今一つ自信がなくなってきた。

　それでもしばし考えて──

「なあ、ファウスタ」




「そんなにここから、離はなれたいのですか」




「──驚おどろかさないでよ!?」

　突とつ然ぜんに現れた洗せん濯たく物ものを籠かごに入れて抱かかえているウルスラと、その後ろで同じく籠かごを持つマルタを見て、ファウスタはその場を跳とび退のくほど驚おどろいていた。

「そこまで驚おどろかなくとも……」

「え。なんであんた、かつてないほど傷ついた顔してんの!?」

「私はファウスタがいなくなると寂さびしいけどなー」

　マルタが言うと、感情がついていかないのか「何を言うのよ」と困こん惑わくしたように言う。実際、困こん惑わくしているようだ。

「せっかく友とも達だちになれたし」

「友とも達だちだなんて……」

「修道院から離はなれたいのならば、どうしてもというのなら、貴方あなたもなかなか筋肉がついてきましたし、そろそろ解放してもいいと私も思うのですが……」

「本当!?」

　思わぬ展開に、ファウスタは大きく喜色のこもった声を上げた。よほど嬉うれしいのだろう。

「いいのか？」

　そう聞いたのはアルナルドだ。なんとなく、一生を修道院で飼い殺しかと思っていたのだが。

「そういうのは修道会に入る誓ちかいをたてていただかないと」

「私は尼あまさんになる気はないから！　で、ここから私、出てっていいのね!?」

　勢いこむファウスタに、ウルスラはひどくあっさりと「ですが、問題があります」と言った。

「問題!?」

「賠ばい償しよう金きんを支し払はらわなくては」

（そういえばそうだったな）

　ファウスタは支し払はらい能力がないので、その代だい替たいとしてここでこうして監かん視しというか保護観察を受けながら下女などしていたのだ。

「ぬか喜びさせないでよ…………」

　そううなだれるファウスタであるが、ウルスラは言った。

「払はらう方法は三つあります」

　一つ、とまず最初の方法を告げた。

「当修道院での労働奉ほう仕しから全額支し払はらうこと」

　一応、給金は出ている。ただし、微び々びたるものである。

「現状だと、あと五年ほどですね」

「五年──」

「二つ目は、借金すること。これは二通りの方法で借金ができます。それ専門の金貸しというのもいますし、さっき言ったようにうちの修道会の系列の教会で洗礼を受けてくださって、その上で修道会に入ることになれば、当修道院があなたの賠ばい償しよう金きんを肩かた代がわりすることもできます。ただ、二通りともに現実的ではありませんね」

「それは──」

「あ、それ賛成」

　黙だまって話を聞いていたマルタであるが、そこで口を挟はさんでくる。

「やっぱり、一いつ緒しよにいたいし。そうしなよ。修道士になっちゃおうよ、ファウスタ」

「……だけど、」

「ウルスラだって、ファウスタのことが好きだしさ」

「────そして三つ目ですが」

「おい！」

　思わずアルナルドが叫さけんだ。

「そこで流すのとかなしだろ!?」

「そんなことを言われましても……」

　ウルスラは本気で困ったような顔をした。こんな顔は、初めてみたかもしれない。

「好きか嫌きらいでいえば、あなたも好きですよ？」

「ああそうだろうな！　ありがとうよ！　どうせそんなこったろうと思ってたよ！」

　アルナルドが「けっ」と毒づいてからファウスタを見ると、どうしてか彼かの女じよは一いつ切さいの表情が抜ぬけた顔をしていた。怒いかりも驚おどろきも、何もなかった。ただ、大きく目を見開いてウルスラを見つめていた。

　やがて。

「それで、三つ目は何？」

　と聞いた。

　ウルスラは頷うなずき。

「副業で稼かせぐという方法」

「副業？」

　それこそ、あまり現実的とは思えない。

「修道院が修道とは別に何か作って売ったりとか……という話は聞くが、そういうのか？」

　酒だとか織おり物ものだとか、そういう感じのもの。

　ウルスラは「近いですね」と言う。

「え。だけど修道院でそういうの作ってるのとか、みたことないんだけど……」

　ファウスタは改めて困こん惑わくした様子だった。彼かの女じよがここにきて一ヶ月未満ではあるが、それなりに修道女たちの生活も、建物の隅すみ々ずみとまではいかずともかなりを見聞きしている。本土でたまに聞くような修道院の副業をするようなところなどない、というのは知っていた。

「副業というか、場の提供です」

　ウルスラは言った。

「当修道院は月に一度、系列の教会の信徒などが集まって蚤のみの市いちを開かい催さいするのです」

　店を開けば、それなりの収入になりますよ。

　そう聞いて、ファウスタはしばし思案してから「考えてみる」と、さらに答えを先延ばししたのだった。




　　　◆　◆　◆




　とりあえず与あたえられた自室に行ったファウスタを見送ってから、改めてアルナルドはウルスラの話を聞いた。

　──要するに、半ば公こう認にんの闇やみ市いちのようなもの、ということだとアルナルドは理解した。

　闇やみ市いちというのは、営業権を持たない者たちが集まって行う市のことで、田舎いなかではそうでもないのだが、利権だのにがんじがらめになっている都会ではしばしば隠かくれて行われては取とり締しまられたり、捕ほ縛ばくされたりということが起きている。

　とはいっても、本土では長年の戦争でそこらの統制はかなり緩ゆるんでいるのが実情だ。

　市の開かい催さい権けんを持つ誰だれかに付け届けをすれば、ギルドに所属していなくとも店がだせる。むしろ、そういう者たちが集まるのが闇やみ市いちだと、半ばアルナルドは認にん識しきしていた。戦争で人も物資も足りない中、営業権を持つ者たちだけでは街の流通を支配できないのだから、それらはある種の必要悪のようなものだった。

　新大陸のこの街では、本土とは少し事情が異なる。

　戦争の直接の影えい響きようはないのだ。

　まさに対岸の火事のようなもの。

　それゆえに物資の流通はギルドがほとんど掌しよう握あくできていた。このほとんどというのが曲くせ者もので、人のやることなのだから完全というのはない。少数の取りこぼしは必ずでる。いわゆる行商といわれる者たちなどがそれにあたる。

　それでも行商人が一時的な営業権などを得ることは可能で、余よ裕ゆうがある者たちはそうする。

　しかし、市にもだせる店の数は限度がある。

　余よ裕ゆうのない行商人だって大勢いる。

　そのような事情から、闇やみ市いちが立つのを防ぐのは困難だった。

　かと言って、営業権のない人間に店をださせるわけにもいかないし、市をだす権利だって乱発していいものではない。

　そのようなことをすれば面子メンツに関わる。

　誰だれの、というのはない。

　誰だれかの、だ。

　そのようなあれこれがあって、綱つな引ひきやら何やらが行われた結果として、街にある教会が敷しき地ちを提供しての市の開かい催さいということになったのである。

　この街にある大きな宗派は四つ、ということも幸いした。

　週に一度、それぞれの何処どこかで市が必ずたつ。

　月に一度だけ行うところもあれば、週に一度行うところもある。

　まあ色々とあるものだな、とアルナルドは思ってから。

「聖典では、神しん殿でんで商売したらいけないって話なかったか？」

「ありましたね」

　ウルスラは平然としたものである。

「しかし、信徒同士が集まって売買をするのに、教会はその場所を提供しているだけです。場所代も請せい求きゆうしません」

「そうなのか……いや、四つの宗派って言ってただろ？　営業権がない人間はそのバザーのどれかに参加するためには、そのうちの一つの信徒にならないといけないってことは──色々と偏かたよったりはしないのか？」

　開かい催さい日びが多い宗派ほど人気がでそうだ。

　あるいは人が多い宗派ほど。

「そういうことはありません」

「ないのか」

「開かい催さい日びごとに仮洗礼を受け直しますから」

「仮洗礼!?」

　なんだろうか……聞いてはいけないような言葉を聞いているような……。

「あのねー、お店にいってみんなで手分けしてお祈いのりしてあげるんだよ」

　マルタが無む邪じや気きに説明してくれた。

　修道院の人間は全員が駆かりだされ、市に店をだしている者たちのところにいって簡略化された手順にて聖別を授さずけ、そして喜捨をいただいてその証あかしとしてメダイを渡わたす。市が終わった後、やっぱり本式の洗礼はまたの機会にとメダイを返す……ということになっているのだそうだ。

「実質、場所代とってんじゃないか」

「メダイを返さず、ここだけに店をだすという人もままいますよ」

「そういうこと言ってるんじゃなくて……」

「いずれ神の家とはいえ、人の集まる場所であるということです」

「なんでもそれで済ませるってのもどうかと思うが……」

　まあいいか、とアルナルドは頭をかく。

　彼かれだって教会が時にろくでもないことをしていることも知っている。戦場で僧そう侶りよを始めとする聖職者は間かん諜ちよう候補の第一であった。教会騎き士しは教会の工作員と思え、というのが軍での常識である。別にそれが教義的におかしいだとかいうつもりはさらさらない。戦乱のさなかではどんな組織も生き延びるのが第一であり、そのためには本来いないはずの人間がいたとしても不思議ではなく、あるべきではない仕事があったとしても、それはそれで仕方がないことだ。

　そう割り切ることができる。

「まあそれはいいとして……正直な話、ファウスタが市で儲もうけられると思ってるわけ？」

　素人しろうと考えでも、素人しろうとが商売で上手うまくやれるとは思わない。

　そこそこ器用な人間ならば、市場での様子なり売り口上なりを参考にしてそれなりに立ち回れるかもしれない。

　アルナルドも遍へん歴れきの修しゆ行ぎよう時代にそのような真似まね事ごとをしたことがある。

　営業権などなくとも、どさくさにまぎれて店をだすくらいのことはできないことではない。

　しかしファウスタは──

「あいつ、今一つ頼たよりにならない」

「要領は悪いですけど、仕事を任せれば真ま面じ目めにやっていただけますよ」

「魔ま術じゆつ師しずっとやってたから、常識が欠けてるところあるし」

「新大陸の入り口の街ですから、客も様々です。気にしても仕方がありません」

　アルナルドは「ふむ」と頷うなずき。

「マルタじゃないけど、ウルスラはファウスタのことはそれなりに評価してんだな」

　ウルスラは不思議そうな顔をしてアルナルドを見た。

　それでも何も言わないので、アルナルドはさらに言葉を続ける。

「なあ、お前、本当にファウスタのことを忘れてたのか？」

「…………」

「どうにもなあ、お前、自分を殺しに来た相手に対して寛かん容ようすぎって思ってたんだが……けど、なんか違ちがうな。あれから何人も来たが、ファウスタにだけ応対が違ちがっていたというか……」

　あれからも、ウルスラに恨うらみを持つ者などが何人かやってきて、目の前でそのことごとくが敗れるのを見た。

　そして意外なことに、それらのほとんどを官憲に引ひき渡わたし、ウルスラは特に何も申し立てすることはなかったのである。

「私が彼かの女じよに肩かた入いれしているように見えるとしたら、それは彼かの女じよが人を傷つけたくないという子で、そして何も持ってないからです」

　ウルスラの返事は平然としたものだ。

「まあ確かにそうだが」

　あっさりと、アルナルドはウルスラの言葉を首しゆ肯こうした。ファウスタがこの街に、というか新大陸に持もちこめた物は本当にたかが知れていた。ほとんどが着の身着のままといって差さし支つかえのない程度のものだった。

（本当にあいつは何も持ってなかったものなあ）

　着き替がえと幾いくつかの魔ま術じゆつの用具と思おぼしき使いみちの解わからない道具と、薬くすり瓶びんが一つ。そして何かみたこともないような文字で書かれた数冊の本。

　まるで何かから逃にげてきたかのようだった。

（過保護な姉あね弟で子したちなら、もっと持たせてもよさそうなものだが）

　あんなではほっといたらすぐに何も食えなくなって、それこそ身体からだを売るくらいしか生きていく方法はなかったのではないか。

　実際は他にこすっからく盗人ぬすつととかしていくという手もあっただろうが──

「まあ、持たざる者にこそ手を伸のばすってのが聖職者の努めって言われたらそうだけど」

　アルナルドは納なつ得とくしたように言って。

　ウルスラも頷うなずいたが。

「本当にそうなのか？」

「ですから──」




「お前は、俺おれ程度を覚えていて、ファウスタほどの魔ま術じゆつ師しのことを本当に忘れてたのか？」




「──────」

　ウルスラが黙だまりこんだのを見て、アルナルドは何かを確信したかのように溜ため息いきを吐つく。

「魔ま導どう兵士ってのがどういう存在なのか未いまだに俺おれにはよく解わからんが、まあ、俺おれが積んだ十年の修しゆ行ぎようも、ファウスタの魔ま術じゆつも、そうそう通じない怪かい物ぶつだってのは──よく覚えている」

　自分は魔ま導どう兵士と何度も戦った。

　目の前のウルスラ以外にも、様々な者たちがいた。

　それらを相手に生き延びることができただけでも、彼かれの力は賞賛に値あたいする。

　生身で魔ま導どう兵士と対たい峙じし得る──剣匠マエストロアルナルド。

　しかし、当人からしてみたらそんなかっこいいことはまるでなかった。ウルスラにはまるで歯が立たなかったし、それ以外の者たちにも勝負になったと自信を持っていえるのは二度ほどだ。しかも、次に会った時にはよりその能力の精度、力を上げてきて、自分はといえば経験が少し溜たまった程度でたいした実力の向上もない。

　これは当時思っていたことで、新大陸に来て、ウルスラと再会した時になんとなく確信できたのだが──

「お前ら、もしかしたらすげえ記き憶おくがいいっていうか、忘れることができないようになってるんじゃないか？」

「…………」

「あー、ウルスラは記き憶おく力りよく凄すごいよー」

　ウルスラではなく、マルタが答えた。

「図書室の本、全部一回読んだだけで覚えてたんだって」

「この修道院の図書室か」

　と言われても、アルナルドはそこには入ったことがない。他の教会なり修道院の図書室は何度か入ったことがあるが、いずれも何千ともきかぬ蔵書があった。この修道院の歴史は見かけのわりにそんなに遡さかのぼらないらしいので、本土のそれとは比べられないかもしれないが──それにしたって、一度で本の内容を覚えてしまうというのは、仮に一冊だけでも凄すさまじいといわざるを得ない。

「それなのに、声だけ聞いても解わからないって？」

　ありえないだろう、と思う。

　ウルスラは、何かの迷いを振ふり払はらうように首を振ふった。

「貴方あなたの言うとおりです。剣匠マエストロアルナルド。私はかつて彼かの女じよと、彼かの女じよの母親とも、戦ったことがあり──そのことをはっきりと覚えている」

「そうか──裸はだかに剝むいたんだったな」

「…………そのことは、忘れてください」

「そうか」

「それに、裸はだかにしたのはあの子の方だけですから」

「それはどうでもいいことなんだけどな」

「…………そうですね」

　とにかく、ウルスラはかつてファウスタ親子の双そう方ほうとの記き憶おくがあるのは解わかった。

　しかし、なんでそれを知らないととぼけたのか。

　そしてファウスタにだけ親身──というのも違ちがうか、変に構っているのか。

（何があったんだろうな。ファウスタは、ウルスラから仲間を守ろうとしたとか、壊こわされたとか、何もかもを奪うばわれたとか言ってたが──）

　もしかしたら、ウルスラはファウスタの大切な母親を目の前で殺して、その時のことをウルスラが悔くやんでいるとか？

　まったくありえない──とまでは言わないが、それはなんだか違い和わ感かんがあった。

　ウルスラが奪うばった命は何十、何百、あるいは何千にも及およぶだろう。

　それらの全てをもしかしたら覚えているにしても、ファウスタ関連のそれだけ悔くやんでいるということは考えにくいことだ。

「それは、その事情は、絶対に話したくないことなのか？」

　ウルスラは微かすかに逡しゆん巡じゆんしてからアルナルドをみたが。

「あなたは、それをどうしても知りたいのですか？」

「どうかな──」

　問い返されて、アルナルドは自分がそれを知りたいのかと自問してみた。よく解わからなかった。ファウスタの母もウルスラも、彼かれの過去の戦歴を彩いろどる恐おそるべき強敵たちだ。彼かの女じよらの事情に興味がないといえば噓うそになる。特にウルスラに関しては、彼かれの中でも上手うまく処理できていない。

　ウルスラは言った。

「そのことは、また機会があれば。しかし、彼かの女じよにはそのことは言わないでおいてください」

「ああ、承知した」

　仮にファウスタが商売を上手うまくやったとしても、出ていけるほどの金を貯ためられるには時間がしばらくかかるだろうし。

「そうでもないかもしれませんよ」

「？　何か、お前にはファウスタが商売上手うまくやれるって確信があるわけ？」

　どうも、ウルスラはアルナルドよりも別のものが見えているようである。

　ウルスラは少しだけ首を傾かしげて。

「それについてですが、『魔ま女じよの軟なん膏こう』をご存知ですか？」

「なんだそれは？」

「……市の時にでも、直接にファウスタに聞いてください。彼女は専門家ですし──」

　私は、あの薬のことが嫌いなのです、とウルスラは告げてマルタと共に立ち去った。




　　　◆　◆　◆




「『魔ま女じよの軟なん膏こう』ってのはね、魔ま術じゆつ師しが創る霊れい薬やくのことよ」

　週末になって修道院の敷しき地ちで市が開かれ、その端はしでささやかな布を広げて商品を並べるという形態の店をだしたファウスタであるが、「それが『魔ま女じよの軟なん膏こう』？」とアルナルドに聞かれてそう答えた。

「材料は色々とあるけど、とにかく集めて魔ま術じゆつで創りだした薬──」

「なんに効くんだ？」

「色々よ」

　並べられた丸薬などをさして、彼かの女じよは説明する。

『魔ま女じよの軟なん膏こう』は通つう称しようで、昔は別の名前だった。元々は彼かの女じよらの流派とは違ちがう魔ま術じゆつから伝わったものであるが、あまりにも便利なので今やほとんどの流派ではその処しよ方ほう箋せんが知られているというシロモノだ。あの壁かべを修復するのにも使用していた。

「原液だけでも色々と効果があるけど、これの凄すごいところが、一ひと匙さじとって薬草なんかと混ぜあわせると、結構強力な薬が創れるわけ」

　薬草の薬効を高めるようでもあり、まったく別のものに変質させてしまうようでもあり。

「凄すごいんだな……」

「創るのもそれなりの手間暇ひまが必要なんだけど──幸い、最後の一つが残ってたから」

「ああ……」

　ファウスタの荷物の中に残ってた薬。あれが、それだったのか。

　感心したように頷うなずいているアルナルドであるが、ファウスタは静かに呟つぶやく。

「それで、『魔ま女じよの軟なん膏こう』のことはウルスラから聞いたのね」

「ああ、そうだ。なんのことかと思ってたが、あいつもそれのことを知ってたんだな」

　アルナルドはその時、ファウスタが激げつ昂こうするのではないかと思っていた。何もかもを見み透すかしているかのようなウルスラの態度に、彼かの女じよの矜きよう持じはずたずたにされてしまったのだと。

　違ちがっていた。

　ファウスタは溜ため息いきを吐つくと、鞄かばんの中から薬くすり瓶びんを取り出した。前にもみた。あの中身がきっと『魔ま女じよの軟なん膏こう』なのだろう。まだ中身は半分以上残っている。随ずい分ぶんと少量でこれだけの薬が創れるというのか、とそれは驚おどろくほどであった。

「これが、私がこの街に持もちこめた全部──これがなくなったら、それこそ私、文なしだわ」

「それはまた……随ずい分ぶんと高いんだろうな」

　その程度のことくらいしか、アルナルドには解わからない。

　高いわよ、とファウスタは言って、もう一度溜ため息いきを吐ついた。

「これ全部で薬創って売れたら、賠ばい償しよう金きん支し払はらって──あと、少しだけ、残るくらいかな」

「…………」

「ウルスラは、そこまで解わかってたんだと思う？」

「解わからんが、あいつなら、ありそうではある」

　なにせ。ウルスラなのだ。

　魔ま導どう兵士ではなくなったとは言っても、並外れた能力を持っている。今はそして得え体たいのしれない武術まで使いこなし、なおかつ修道士だ。

「お金を払はらって、ここから出て行くことになったら……私、どうしようかな……」

　アルナルドは答えられなかった。

　ファウスタの目は何処どこも見てなかったからだ。今の言葉は彼かれに向けたのではなかった。きっと自分自身にでもない。ただ、出ただけの言葉なのだろう。

　そして、十幾つかの呼吸の後で、ぽつりと、

「私、ウルスラに壊こわされたの」

　そう、ファウスタが呟つぶやいた。

「それは前にも聞いたな」

「ええ。滅ほろぼされた街のことは覚えてる？」

「……覚えているが、あそこはお前さんの所属していた国じゃないだろ」

「故郷よ」

「そうか」

　確か、ファウスタが所属して戦ってた都市国家と、滅ほろぼされたあの街とは敵対こそしてなかったがさほどに仲が良かったというわけではなかった──と記き憶おくしている。

　どうして彼かの女じよが生まれ故郷と違ちがう国に所属していたのかは、考えても仕方がない。

　生まれた場所だけで所属が決まることではないと、それだけのことであろう。

「戦乱もいつも続いてたわけじゃないでしょ。あの前後、私の所属してた国とあの街の所属していた国とで一時的な和平が結ばれててね」

　それで母が一時的な里帰りを決めたのは、どういう感情でのことか娘むすめである彼かの女じよにも解わからなかった。ただ、なんとなく故郷に帰ったのだと思う。

　そして幾いくつかの再会と出会いとがあった。

「……だが、滅ほろぼされた」

「ええ。やったのは──ウルスラよ」

　それは初耳だ、とアルナルドはしかし声にはださなかった。

「夜や襲しゆうがかけられてね。その中にウルスラがいたみたいなの。私は初めてあの女を見たわ。夜の街を炎ほのおに染めて、自ら輝かがやきながらあらゆるものを打うち壊こわすあの姿は、あまりにも美しく恐おそろしかった。私は魔ま術じゆつを使うのも忘れて彼かの女じよが破は壊かいするのを見つめていた。そこが私の国ではなかったということもあるけど。だけど、ウルスラはやがて私たちのいた地区に足を向けた。私は、私たちは、戦わざるを得なかった。そこは私の街ではなかったけれど、そこには私の大切な、友とも達だちがいたから……」

　ファウスタ一門がどれだけウルスラと戦えたのか、それは当人たちも覚えていない。

　夜を通して魔ま術じゆつの秘ひ儀ぎを尽つくして戦ったような気もするが、四半刻にも満たない時間であったのかもしれない。

　気づけば、ファウスタも含ふくめて全員が倒たおれていて。

　それでもなんとかはっきりとした意識で、友人を守るために立ち上がった。

　怖こわかった。

　炎ほのおの照り返しを受けながら、酸鼻を極きわめる地じ獄ごくの最さ中なか、魔ま導どう兵士の女はそれでもなおあまりにも美しかった。

　一いつ瞬しゆん後に、自分は八やつ裂ざきにされるだろうとファウスタは思った。

　背後で「駄だ目め」「逃にげて」という声がした。

　だから、逃にげられなかった。

　あまりの恐きよう怖ふに涙なみだがでた。失禁すらしていたかもしれない。




　ウルスラは、どうしてか何もしなかった。




　何故なぜか、ファウスタの目の前まで歩み寄ってから、なんだか不思議そうな顔をした。

　そして手を伸ばして、ファウスタの頰ほおをなでた。

　ファウスタは、その時に自分は壊こわれてしまったのだと確信している。

　恐きよう怖ふをも超こえた、何か得え体たいの知れない感情が胸の底から湧わきだした。熱く、苦く、甘あまく、辛からく、冷たく、──訳が解わからなかった。そして、

「気持ち悪い」

　と言ったような気がする。

　ウルスラは──

「…………いつの間まにか、いなくなってたわ」

　どういうことなのか、未だファウスタには解らない。アルナルドにもよく解わからない。

　そしてウルスラは、なぜこの時のことを話したくないと言ったのか。

「見み逃のがされた──と思った時、嬉うれしくて泣いたわ」

　悔くやしいと思う気持ちも湧わかなかった。

「ねえ、そんなふうに何もかもを壊こわしていったウルスラが、神に祈いのって、かつて見み逃のがした相手に施ほどこしをして……そういうのって、なんだか狡ずるくない？」

　そう話しかけてくるファウスタであるが、アルナルドは答えなかった。

　ファウスタが、自分自身にそう言い聞かせているだけなのだと、そう解わかっていたからだ。




　そしてそんな二人ふたりの様子を見ている影かげが、一つあった。




　　　◆　◆　◆




「しかし、案外と人が来るもんなんだな」

　ファウスタの店から離はなれ、ぶらぶらと市の中を散策することにしたアルナルドは、同じくうろついていたマルタと合流し、ぼんやりと出店で売ってるものを眺ながめていたりした。

　一応は修道院から不ふ埒らちな人間がいたら適当に処理するように、というえらく大おお雑ざつ把ぱな用心棒のような仕事をいただいてはいるのだが、とりあえず名目だけのことだろう。

　見み渡わたすと、ざっと見て三、四十ほどの出店がある。

　客は何百人か……千人はさすがにいないとは思うが、結構来ていた。

（まあ、売り物はお察しだな）

　組合とかけあって営業権を取れない店というのは、それは要するに資金が足りないということであり、そういう資金不足の店が扱あつかっていると言う商品もお察しであった。だが、全部が全部そういうわけでもない。一日二日で出て行くので営業権など無む駄だだと取らない、そういう行商人もいる。そしてそういう中にはなかなか掘ほり出だし物ものがあるのだ。

（まあ、別に欲ほしいものがあるわけじゃあないが）

「結構凄すごいでしょ」

　そう言って彼かれを先導しているマルタの言葉に、「ああ」と相あい槌づちを打つ。

「教会の蚤の市なんてな、もっと小さな規模かと思ってた」

「前はもっと小さかったかな。ここ二年くらいで大きくなったんだよ」

　本土での戦争での物資の流れが途と切ぎれたせいで、こちらに来る商人が増えたのかもしれない。それとも本土では別の仕事だったのが、戦争が終わったことによって稼かせぎが悪くなって──色々と考えられなくもないのだが、それらは言葉にしなかった。

「毎月こんなに市があって、他にも見み世せ物もの芸人が来たりして、楽しいんだけどなあ」

「ああ」

「……だけどファウスタ、どうしても出ていきたいんだね」

「……みたいだな」

　ウルスラとファウスタは仕事があり、残るアルナルドがマルタと共にいるわけだが。

　マルタははしゃぎながらも、何処どこか憂ゆう鬱うつそうだった。

　この少女はいつも楽しそうだったので、今の姿はなんだか心配になってくる。

　マルタは言う。

「ファウスタが来てから、ウルスラ、とても楽しそうだったんだよね」

「ウルスラが──楽しそう？」

　毎日、聖女のように微笑ほほえんでいるけど。あれは仮面のようなものの気がする。

　確かに、ファウスタの身元を預かる報告をしに来た時は、心底嬉うれしそうだったが。

「ここに来たばかりの頃ころはさ、本当にただ修道ばかりだったんだよね」

　マルタが語るには、ウルスラがこの街に来た当初は、笑うこともない、ただただ日々の勤めをこなしつつ修道のために祈いのり続けている……峻しゆん厳げんという言葉を体現したかのような、そんな修道士だったという。見ていて息が詰つまるような気がした。話すなんてとんでもなかった。

　マルタがそんなウルスラと話すようになったのは、迷まよいこんだ色街でウルスラに助けられたのがきっかけだった。

「なんでまた、あんなところに？」

　子供の行くところではない。

「道に迷ったんだよー。あの頃ころはまだ十歳さい超こえたばかりだよ」

「まあ、そりゃそうか」

　今は何処どこからともなく現れる神しん出しゆつ鬼き没ぼつさには呆あきれるばかりだが、昔からそんなはずもない。

　マルタはその頃ころは本当にただの子供で、色街に迷まよいこんで妙みような男に絡からまれた。

　その男がマルタをなんだと思ったのかはともかく、とても怖こわかった。悲鳴を上げた。

　ウルスラはすぐに現れ、とりあえずぶん殴なぐって、始末をつけた。

「本当、とてもかっこよかったんだよ、ウルスラは」

「俺おれは、あいつのとりあえずぶん殴なぐって物事解決するのは、正直どうかと思うが」

「それで、お礼を言って、それからウルスラの武術を教えてもらうことにしたの。今はあちこちで教えているけど、私が最初に弟で子し入いり申しこんだんだ。だから私がウルスラの一番弟で子し」

「…………そいつは興味深い」

　アルナルドはマルタの歩く姿に注目する。確かに、何かやっている人間の歩き方だ。

　どうしてか今まで気づかなかったのだが。

　マルタはさらに話し続けた。

「それから、少しずつ私たちと話すようになって、綺き麗れいな笑い方するようになったけど」

「ファウスタが来てから、もっと打ち解けてくれるようになった、ということか」

「うん……」

　アルナルドは少しだけ思案してから。

「お前はどう聞いてるのかは知らんが、俺おれたちはかつて殺しあった仲だ。それぞれ、別の陣じん営えいだったから、直接に三人で同時に会ったなんてことはなかったが」

「けど、今は仲良しじゃん」

「──まあ、そうだ」

　そのとおりだ、と思った。

　過去は過去だ。今のアルナルドにとって、ウルスラもそんなに嫌きらいな相手ではない。ファウスタの母についても。かつての戦場でのことを思いだすと未いまだに胸むねの奥おくでうずくものがあるが、それはもう、ただそれだけのことだ。

　ファウスタは、また少し違ちがうのだろう。

　ウルスラのことは、よく解わからないが。

「もう俺おれたちは、どうあがいたって殺しあいなんかできやしない。たった一ヶ月なのにな。人間なんて、そういうもんなのかもな。仲間や母を殺され、自分を壊こわされ──そんなことをされた相手でも、もう純じゆん粋すいに憎にくんでなんかいられない。だけど、だけどな、それでもその全部がなくなるはずもなくて、残ったものが変わってしまっても、やっぱりそれは残ったままなんだよ」

「……よく解わかんない」

「俺おれも、上手うまく言えん」

　ただ──とアルナルドは思う。

　ファウスタはこのまま自分がウルスラとの生活を受け入れてしまうということを怖こわがっているし、ウルスラもまた、ファウスタを変に構いつつも、自由にさせたいと思っているようだ。

　あの二人ふたりの間に起きたことは解わからない。解わからないが。

「俺おれたちがどうこうできることでは、ないんだろう」

　マルタは唇くちびるを尖とがらせた。

「やっぱり、解わかんない」

「そうか」




「────何処どこでこの本を手に入れたんだい!?」




　マルタとアルナルドの気まずくなった空気を吹ふき飛とばすほどの、甲かん高だかい声が聞こえた。

　市にいる人間の注目が全てそこに集まったかのようだった。

（なんだ……？）

　何か嫌いやな予感がしたが、この市の用心棒のような仕事を請うけ負おってしまっている以上は放置しておくわけにはいかない。

　駆かけ寄よると、露ろ店てんの一つの前で小こ柄がらな女が騒さわいでいた。

　難なん癖くせをつけて値切ろうとしているのかと思ったが、そうではなかった。とても嬉うれしそうにその女は本を片手に色々と解説してくれている。
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（本の路地売か）

　珍めずらしい、といえば珍めずらしい。

　書物はものにもよるが一いつ般ぱん庶しよ民みんが買うものではない。だが、時にそういう常識が覆くつがえることもあり得る。このような闇やみ市いちとの境界線にあるようなところでは、そういうこともあるのだろう。

　とりあえず、事情を聞いてみないと……。

「えーと、なんか騒さわぎですかね？」

「うん？　────ああ、いやいや、違ちがうよ。これはだね、およそ百年ほど前に翠片派スマラグドステトラゴノの魔ま術じゆつ師しによって書かれた処しよ方ほう箋せんでね！　原典は一応残されているが脱だつ落らくが幾いくつかあって、完本は実在しないと思ってたんだよ！　だけど素す晴ばらしいな！　運命だ！　こんなところで誤字脱だつ字じ満まん載さいとはいえ、頁ページの欠けがない写本が手に入るだなんて！」

「はあ……」

　聞いてもやっぱりよく解わからなかった。

「それは、つまり、貴重品だってことで……いいのか？」

「全然！」

　女はいい笑え顔がおをしていた。

「あくまでも欠けのある原典とつきあわせてみないと役にたたない上に、原典そのものもいい加減に換かん骨こつ奪だつ胎たいされまくっててね。骨こつ董とう的てきな価値しかない」

「はあ……」

「だけどさ、これで原典がどういうこと書いてあったかはっきりするんだよ！　はっきりしないことがあると、気持ち悪いだろう?!」

　そういうもの──だろうか。

　確かに自分にもそういうところはあるな、とアルナルドは思ってから、しかしはっきりさせないままでいた方がいいようなこともある……とも思ったりもする。

（とりあえずここは、価値がないとかははっきりさせたらいけなかっただろうな）

　路地売の店主が顔を真まっ赤かにしている。個人で商売をやっている人間は面子メンツを重んじる者が多い。それは何処どこの業界でも一いつ緒しよかもしれないが、少なくとも大衆の面前で価値がないものを売っているなどと吹ふい聴ちようされては、そりゃ誰だれだって怒おこるだろう。

　さて、止めた方がいいか、などと考えた時。




「ヘルメス」




　と声がした。

　アルナルドの背後から。

（──っだと？）

　思わず、剣けんの柄つかに手をかけて振ふり向むきそうになった。

　彼かれをしてまったく気づかせずに背後に接近された──のは、まだいいとして、その声には聞き覚えがあった。

　果たして振ふり向むくと、そこにいたのは金きん髪ぱつ碧へき眼がんの──古代文明の芸術家の手になる神々の彫ちよう像ぞうを思わせる男がいた。アルナルドより、少しだけ背が高い。本土でよく見る袖そでなしの単ひと衣えを着た、だが、あからさまに他の何者でもない存在感がある。

　アルナルドは──この男を知らない。

　知らない、はずだ。こんな奴やつに会ったことはない。彼かれはウルスラのような魔ま導どう兵士ほどではないが記憶力がいい。だが、その頭の中にある記憶の全てをひっくり返しても、この男はでてこない。話したこともない。見たこともない。聞いたことすらも、多分ない。

　だけど──

（なんなんだ、なんなんだコイツ……）

　こちらを特に注視しているわけでもなく、ただ立っているだけの男が。

　──これほどまでに、恐ろしい。

　あらゆる闘争の技法を知り、遍あまねく戦場を生き抜き、剣匠マエストロとまで呼ばれた彼かれの身体からだの、全細胞がこの男の脅威を感じ取っていた。

「オメガ──」

　ヘルメスと呼ばれた女は、男をそう呼んだ。

「どうしたんだい？」

「少し、周りを見た方がいい」

「うん？　よく解わからないが、それは後ではっきりさせよう。あ、店主、これ買っていくから」

　店主はオメガと言われた男の登場で血の気を失っていた。怒いかりで真まっ赤かになっていたのが今は真まっ青さおになって金を受け取っている。

「アルナルド、どうしたの？」

　マルタが駆かけ寄よってきた。さすがに彼かれの尋じん常じようではない様子に気になったらしい。

「近づくな！」

　アルナルドが叫さけぶ。

　ここで何がこの後で起きるのかは解わからない。冷静に考えれば戦いになる可能性は低い。しかし、彼かれの剣けん士しとしての本能が言わせたのだ。

　もしもそうなったら、できるだけ、邪じや魔まがいない方がいいと。

「ふん……？」

　オメガの視線は、しかしアルナルドではなくてマルタに向けられた。

　そして。

「────ッ」

　マルタは、ぞわりとした──と彼かの女じよは後に証言している。

　その後に起きたことは音のない悪夢に似ていた。

　オメガの視線を受けたマルタがそのままの歩調で接近して拳こぶしを繰くりだした。どうしてそうしたのか、彼かの女じよ自じ身しんにも解わからなかった。ただ、そうするべきだと思ったのだと、語った。その結果として男の腹筋に拳こぶしは跳はね返かえされたが、続いてすぐさまに体勢を整え、マルタを恐おそらく取とり押おさえようとしたオメガの伸のばされた右手を両手で摑つかみとり、その場で反転する。オメガの身体からだが宙を舞まった。そして、どのような技術をもってしてか空中でこちらも姿勢を正して足から着地する。マルタの手はオメガの腕うでを摑つかんだままだ。右手で摑つかみ、左手を添そえるようにして片かた膝ひざを落とすと、またオメガの身体からだが舞まった。天地が一転したかのようだった。今度は背中から落ちたオメガであるが、その顔は漂ひよう白はくされたような無表情になっていた。

（あれは）

　何処どこかで見た顔だ。

　あの感じは。

　あの顔は。

　アルナルドは剣を抜き、ヘルメスと呼ばれた女に突きつけた。

　ここまで、どうしてそれができなかったのかという自問と後こう悔かいとを載のせた刃やいばの閃ひらめきは、自身の迷いを体現したかのような粗あらさがあったが。

　かっこ悪いとか四の五の言う余裕はない。彼かれは必死だった。

「大人おとなしくしてろ！　さもなくばこの女を──」

　握りしめられた。素手で剣を。

　捕まえられた──のだと、理解するのに僅わずかに間があった。

（動かない──）

　まるで、剣を万力で挟まれたかのようだ。

　どのような剛力がそれを為なし得るのか。しかしそれを平然とやってのけているのは、刃を向けられていたヘルメスと呼ばれた女だった。あり得ない。

「その剣は、そうか──君が報告にあった剣匠マエストロアルナルドか」

　女はそう言ってから「オメガ」と呼んだ。

「君は何も悪くない。その子が一方的に挑いどんで、君は女の子相手に本気になれなかった──そういうことだろう？」

　無表情から普ふ通つうの顔になったオメガは、自分の手をまだ持っているマルタに目を向けた。

「何か驚おどろかせたようだが、離はなしてくれないか？　俺おれ──私は君に危害を与あたえるつもりはない」

「あ……ごめんなさい……どうかしてた」

　マルタは我に返ったように手を離はなして間合いをとる。だが、その警けい戒かい態勢は解けていない。オメガという男に対して、言いようのない不安を感じているようだった。

「いやあ、しかし興味深い。あのオメガを投げるとは──今のは、どうやったんだい？　どこで学んだんだい？　見たことがない技術だ。新大陸の技わざでもなさそうだが」

　マルタは微かすかに逡しゆん巡じゆんした後に。




「修道士ウルスラの一番弟で子し、マルタ」




　そう、名乗った。

　その時にオメガがどういう表情をしたものか、アルナルドには見えなかった。ただ、マルタがそちらを見て「……！」とあからさまに構えをとったのは解わかった。マルタは何を見たのか、それは結局教えてくれなかった。

「そうか──君が、そうか。ウルスラの弟で子しか。はは。弟で子しがいたかー。そうかそうか」

　ヘルメスはひとしきりそのような言葉を繰くり返かえしながら笑い、そして背を向けた。

「行こう、オメガ。──そしてひとまずはさよならだ、剣匠マエストロアルナルド、そしてウルスラの弟で子し、マルタ。さよならだ。さよならだ」

　また後で、と言い残して歩み去る。

　アルナルドは声をかけようとして──




「泥どろ棒ぼう！」




　声がした。

　ファウスタの声だった。

　そちらに気を取られた。

　ほどなく「俺おれの酒が！」「なんだこの煙けむりは！」という怒ど声せいが聞こえて、桃もも色いろの煙けむりが市に広がっていった。

（これは──）

　戦場で何度か見た。

　そう気づいたアルナルドは、とっさに口を押おさえてその場を離り脱だつした。




　少しだけ、遅おそかった。

　市は大混乱になった。




　　　◆　◆　◆




　後で解わかったことであるが、ファウスタが持っていた『魔ま女じよの軟なん膏こう』は、ある種の酒に入れると触しよく媒ばい効果の反応を見せて毒の煙けむりを撒まき散ちらすという。

　毒と言ってもこの場合は精神に作用するもので、何かの酩めい酊てい感かんをもたらすものだとか、そういうものだったらしい。戦場でも古くから使用されていたという。アルナルドが経験したのも、その類のものだったのだろう。あれはそういうことだったのかと少し感心したが、被ひ害がいについては看過できることではない。

　後で尋じん問もんしたところによると、盗人ぬすつとはファウスタとアルナルドの会話を聞いていて、『魔ま女じよの軟なん膏こう』を高く売れる薬という程度の認にん識しきで手をだしたそうだ。

　ファウスタから盗ぬすんだ手並みはなかなかのものであったが、いかにポンコツでも魔ま術じゆつ師しである彼かの女じよから逃にげきれるものではない。

　追いつかれそうになって、とっさに誰だれかが売り物にしていた酒の樽たるに放ほうりこんだ。

　証しよう拠こ隠いん滅めつ、あるいはとにかく時じ間かん稼かせぎのためだったのか。

　当人もその前後のことははっきりとしない。

　なにせ、煙けむりを吸ってしまったのだから。

　ファウスタは樽たるからほとんど残ったままの『魔ま女じよの軟なん膏こう』を回収できたが、時すでに遅おそし。

　煙けむりは市の人間の大半が吸ってしまった後だった。




　…………アルナルドは比ひ較かく的てきに少量ですんだし、ある種の耐たい性せいがあったのか早くに覚かく醒せいできたのだが──。




　そのせいで、地じ獄ごくのような光景を観みることになってしまった。




　あるいは殴なぐりあい、笑いあい、泣いたり、眠ねむったり。

　恐おそらくは酒の薬効？を遙はるかに高めてしまったものなのだろう。

（ファウスタは……ウルスラは──）

　そして、彼かれは見てしまった。

　礼拝所の中で、十じゆう字じ架かの下に腰こしを落としたウルスラの膝ひざにすがりついて泣いているマルタと、ウルスラに寄より添そうように、そして何か愛を囁ささやくようにしてしがみついているファウスタ。

　そしてマルタの頭を撫なでながら、ファウスタの腰こしに手を回して抱だきしめながら。




　ウルスラは、いつもとは違ちがう、だけど紛まぎれもなく真実に聖女のように微笑ほほえんでいた。




　まるで地じ獄ごくだ、とアルナルドは思った。













　　　五章　ウルスラの後悔〈上〉







　夢を見ている。




　それが夢だということにはすぐ気づいていた。

　すでに何度も見ていたからだ。




　それは最初に「あの」ウルスラと対たい峙じした時のことだった。




　ウルスラは長い金きん髪ぱつを背中に流し、胸と胴どうに革かわ帯おびを幾いく重えにも巻きつけ、締しめ付つけていた。

　今なら解わかる。

　あれは拘こう束そく具ぐなのだと。

　はちきれんばかりに漲みなぎっている、ウルスラという魔ま女じよの身体からだの中にある力を押おさえつけるためのものだと。

　アルナルドは剣けんの切っ先を下段に落として駆かけた。

　遮しや蔽へい物ぶつなどない平原での戦いだった。下手へたな小細工などできないし、必要もない。あの時には弓矢が飛とび交かい、魔ま術じゆつの火が地を灼やいていた。阿あ鼻び叫きよう喚かんの地じ獄ごく絵図だった。

　その地じ獄ごくの中で、どうして自分たちだけが真正面から向かいあっていたのか。

　もしかしたらあの時、お互たがいに名乗りあったのかもしれない。

　今では全てが過去の忘ぼう却きやくの彼方かなただが。

　あの時は鎧よろいを着ていたはずだが、夢の中のアルナルドはそうではなかった。

　いつもの袖そでなしの単ひと衣えと襯衣シヤツだ。

　アルナルドは引きつった笑いを浮かべていた。

　ウルスラの顔は漂ひよう白はくされたかのような無表情だった。

　ふっと、ウルスラの右手が振ふり上あげられ、振ふられた。

　それだけで光が生じた。

　光は刃やいばであった。

　刃やいばは触ふれるものを尽ことごとく切きり裂さいていく。人も馬も使い魔まも石像も何もかも。人は鎧よろいごと、それ以外のものも、何もかも例外なく切きり裂さく。

　アルナルドは、それを躱かわした。

　刃やいばは腕うでの動きの延長線上にあるところに生じる──ならば、腕うでの軌き跡せきを見み抜ぬけば容易とは言わずとも回かい避ひは可能だ。初めての対決にも拘かかわらず、彼かれはそれを看破した。剣匠マエストロの名は伊達だてではなかった。踏ふみこみは風に似ていた。摺すりあげる刃やいばの流れを止める者は何もない。

　アルナルドはその時、自分はこの怪かい物ぶつに勝てるのだと思った。

　甘あまかった。




　ウルスラは跳ちよう躍やくした。




　人間の背せ丈たけが四つ分はあるほどの、高い跳ちよう躍やくだ。

　魔ま術じゆつ師しの類がそのようなことをするのは珍めずらしいことではないが、それでもその鮮あざやかな動作はアルナルドをして感かん嘆たんの念を抱いだかせるほどのものがあった。優美ですらあった。それに見み蕩とれて次の所作を忘れたとしても、誰だれも責めたりはすまい。

　だが、アルナルドもまた剣匠マエストロとまで言われたほどの男だ。

　竜たつ巻まきの如ごとき旋せん回かいからの飛とびこむような踏ふみこみ、そして両手の袈け裟さ懸がけの一いち撃げきはウルスラの着地際を狙ねらったものだ。

　この機ならば躱かわせはすまい、という確信は──しかし、なかった。

　相手は魔ま導どうの戦士。彼かれをして知らぬ技わざを持っていたとして、なんら不思議ではない。

　そしてウルスラは、

　──────




「…………またか」

　寝ね苦ぐるしい夜に見る夢は、いつも同じだ。

　かつてウルスラと戦った時の夢。途と中ちゆうまでは覚えている。途と中ちゆうまでははっきりとしている。だが、途と中ちゆうからおかしくなる。覚えていない。ほとんど、無む我が夢む中ちゆうだった。

　それは確かだ。

（しかし、途と中ちゆうからとはいえ、全然解わかんなくなるとはねえ……）

　思い返しても、ウルスラの戦せん闘とう能力は人にん間げん離ばなれしていた。魔ま術じゆつ師しを基準としても図ず抜ぬけている。魔ま導どう兵士とも随ずい分ぶんと戦ったが、おおよそウルスラに匹ひつ敵てきする者はいなかった。

　いや。

（こないだのあいつ……）

　教会での市に来ていた、あのオメガと言う男。

　あれは恐おそらく魔ま導どう兵士だ。

（それも最近になって普ふ及きゆうしたとかの俄にわか仕じ込こみなんかじゃない）

　かつて戦場で遭そう遇ぐうした「あの国」の創りだした。本物の、本当の魔ま導どう兵士だ。

「だが、あいつは──」

　話に聞く九人の戦せん鬼きで、彼かれが直接遭そう遇ぐうしたことがあるのは五人だけ。他の四人も名前は聞いている。容姿は知っている。だが、あいつは違ちがう。戦せん鬼きは全員が聖人の名前を持ち、そしてあんな体格の戦せん鬼きはいない。いない、はずだ。

「…………ウルスラに聞いてみるか」

　魔ま導どう兵士にはどんなのがまだいるのか。あるいは、オメガという男のことも知っているのかもしれない。むしろ、これだけ材料が整っていて知らないなんてこともあるまい。

　アルナルドはそう考えてから再び寝ね床どこで横になった。




　　　◆　◆　◆




「オメガ────？」

　翌日に修道院に行くと、とりあえずウルスラに聞いてみた。

　ファウスタには会ってない。先日の市の騒さわぎの後始末などに追われてたりして、今は部へ屋やで寝ねているのだそうだ。今回の事件についてどう後始末をつけたものか、その調整にあちこちから随ずい分ぶんと突つき上あげをくらっているらしい。仕方がないことではある、『魔ま女じよの軟なん膏こう』を盗ぬすんで酒さか樽だるに入れた犯人が一番悪いのは確かなのだが、危険物を市に持もちこんでしまったという責任は取らねばならない。

　今回はウルスラはかばわなかったようだが、それはどちらかというと、酩めい酊てい状態でのことを覚えているからのようだった。しばらく気まずそうに顔を合わさないようにしていた。

　アルナルドもそれでここ数日はあまり顔をだしてなかったのだが。

　それであの騒さわぎの直前に会った、オメガという男のことを聞いてみたのであるが。

　ウルスラは少しだけ思案した後に。

「そもそも、オメガは人名にしません」

　オメガは彼かの女じよらも日常使用している文字の原型になった古典文字の一つだ。そう説明されてもアルナルドにはよく解わからないのが実情だった。学者ならともかくとして、ただの剣けん士しである彼かれにはほとんど初耳である。そういう文字があるという程度のことは知っているのだが。

　ウルスラは修道院の中を歩きながら説明する。

「アルファから始まり、二十四文字の最後がオメガです」

「俺おれらが使うところのヅェータか──確かに、人名には使わないな」

　そのような記号で呼ばれたりということはあったが、あれは作戦名だとか秘密の任務で互たがいの名前を名乗れない時だとか……そういう都合があった場合だ。

「そのオメガもそのようなものでしょう──しかし、オメガと呼ばれた者は私は知りません」

　三年離はなれていますから。

　ウルスラの最後の呟つぶやきは小さかったが、確かに聞こえた。

（戦争が終わったすぐ後に国を離はなれたのか）

　アルナルドもそうだった。多分、ファウスタもそうだろう。自分たちは戦争の終しゆう了りようと共に居場所を失ってしまったということで共通していた。そう思う。お互たがいが、戦場でしか生きられない者たちだった。そして離はなれた先でこうして顔を合わせている。少し、皮肉だなと思った。

「オメガと呼んだのは、女だったが、こちらも少し変わった名前だったな」

　さっき言った古典文字の中にはなかったが、こちらも何かの符ふ牒ちようだろうか。




「確か、ヘルメスとか呼ばれて」




「────ヘルメス・トリスメギストス？」

　ウルスラは立ち止まり、そう口にした。

「知っているのか？」

「……女と言いましたか。となると、ヘルメス・トリスメギストスの統領である、あのヘルメス──魔ま術じゆつ神しんと謳うたわれた彼かの女じよが、新大陸に……？」

「魔ま術じゆつ神しん？　魔ま術じゆつ師しなのか？」

　聞いたことのない言葉の連続だった。アルナルドは困こん惑わくしたが、続いてのウルスラの行こう為いには混乱し、恐きよう怖ふした。

　ウルスラが──ウルスラが色事でもないのに取り乱し、アルナルドの襟えり首くびを摑つかんできたのだ。

「なんで！　そのことを早く言わなかった!?」

「いや、事件の後始末で色々と忙いそがしくて……」

「…………っ」

　その言葉に手を離はなし、ウルスラはアルナルドから顔を背そむけた。何かの苦痛をこらえているかのような、そんな顔をしているのが垣かい間ま見みえた。

　やがて。

「魔ま術じゆつ師しにして魔ま導どう師し……彼かの女じよら三人の魔ま術じゆつ神しんと言われた者たちこそが、魔ま導どう師したちの開祖であり、そして私たち魔ま導どう兵士を創りだした創造主です」

　そう、衝しよう撃げき的てきなことを告白した。




「もともと、魔ま導どう師しとは魔ま術じゆつ流派の一つから生まれた者たちです。ですから、魔ま導どう師しも魔ま術じゆつが使えますし、そもそもをいえば魔ま導どう師しと魔ま術じゆつ師しの能力に根本的な違ちがいはありません。ただ、魔ま導どう師しは魔ま術じゆつが使える効果をどう利用するか、それに特化した者たちのことです」

　知っている。

　そのようなことをファウスタも言っていた。

「魔ま術じゆつ師しは大きく分けて【奥おう義ぎ書しよ】派、【翠すい片へん】派、──あとは東方派、くらいの便べん宜ぎ的てきな派は閥ばつがありますが、魔ま導どう師しは【翠すい片へん】派に属します」

「【翠すい片へん】派？」

　その言葉は、あのヘルメスと呼ばれた女が言っていた言葉だ。

「便べん宜ぎ的てきな区分でしかないですが、ファウスタは【奥おう義ぎ書しよ】派です。古代の魔ま術じゆつ王おうが創始して遺のこした奥義書ゴエテイアを読み解き、魔ま術じゆつを使う一派です。そして【翠すい片へん】派はその古代の魔ま術じゆつ王おう以前の神代の神々が遺のこしたという翠片スマラグドステトラゴノの記述を元にした魔ま術じゆつを使う者たちです」

　あくまで便べん宜ぎ的てきなものでしかないですが、と重ねてウルスラは言う。

　いずれも千年以上の歴史を持つ派は閥ばつだけに、互たがいに交流などをしているうちに特段の差異はなくなくなってしまっていた。それぞれの特とく徴ちようを色いろ濃こく残している流派はあるが、基本的に魔ま術じゆつ師しならばどちらのものもそれなりに使いこなせるし、ある程度の知識があるものだ。

　ただ、【翠すい片へん】派には、【奥おう義ぎ書しよ】派にはいない《ヘルメス・トリスメギストス》と言われる存在がある。

「ヘルメス、トート、メルクリウス……三柱の古代の神の名で呼ばれる魔ま術じゆつの頂点に達した方々。実質的な現代魔ま術じゆつの指導者とも言える大だい魔ま術じゆつ師し──《魔ま術じゆつ神しん》と言われる強大無比の魔ま人じんたち。──そして、魔ま導どうの開祖でもある方たちです。特にヘルメスと呼ばれる女は、その三人のさらに統領であり、魔ま導どう兵士第三世代以降の責任者……『聖人軍団セントレギオン』計画……聖者の名を持つ瀆とく神しんの魔ま人じんたちの実質的な生みの親でもあるのです」




　　　◆　◆　◆




「最近、ウルスラと顔を合わせにくいんだ」

　とマルタが『赤あか熊ぐま団だん』のカフェで相談したのは、将来的に彼かの女じよがここに所属したいと考えているからである。

『赤あか熊ぐま団だん』は、もともとはこの街が植民都市である時に本土からやってきた傭よう兵へい団だんを母体としている。この街にいる者ならば誰だれもが知ることだ。もっとも、この街に住む者で「熊くま」などという生き物をみたことがある人間はほとんどいないけれど。今は街の実質的な警備の仕事を担になっていて、とある有力議ぎ員いんが五代目だか六代目だかの団長であった。

　とはいえ、戦せん闘とう者しやの登録と派は遣けんだけで経営が安定するわけでもない。

　現在の『赤あか熊ぐま団だん』の運営資金の大半はこのようなカフェの経営などによって賄まかなわれている。マルタはカフェの手て伝つだいなどで小こ遣づかいを稼かせぎながら、ウルスラの弟で子しとして修しゆ行ぎようしていた。

「市の騒さわぎは聞いてるけど」

　カフェの女給兼けん『赤あか熊ぐま団だん』の事務員の女性は、そういうマルタの相談をよく受ける。

「なんかそれでさ、私、ウルスラに泣いてすがりついてたんだよね。よく覚えてないけど。捨てないでとかそういうこと言ってた」

「…………捨てられる予感があったんですの？」

「ないよ。ウルスラは優やさしいから。けど」

　いつかこの街から去るのではないか──と思っている。

「騒さわぎがここのところ頻ひん発ぱつしていますからねえ」

「さすがに、週に何度もってのは異常だよね」

　そうなのである。

　ウルスラの情報が何処どこからどう漏もれたものか、本土からウルスラに恨うらみがある者、あるいは純じゆん粋すいにウルスラの魔ま導どう兵士としての能力に興味を持つ者──それらが週に何回かはやってきて修道院の周りで騒さわぎを起こすのである。

　その大半はウルスラが半日以内にどうにか始末をつけてしまっているのであるが、いつかはウルスラの周辺の人間にまで危害が及およぶのではないか、ということが危き惧ぐされていた。

　実際に、一度はマルタが誘ゆう拐かい未み遂すい？までされている。

　ウルスラがそれをなかったことにしようとしたのは、そういう事実が知られると修道院にいられなくなるからではないか──という風に、『赤あか熊ぐま団だん』では考えられていた。

　あの怪かい物ぶつみたいな女が、そんな小細工をするのも違ちがうのではないか、という意見もあるが。

　どちらにしても、危害はウルスラだけにすでにとどまらなくなっていた。

　そう遠くないうちにウルスラが修道院を去ってしまうのではないか、というのは噂うわさとして街で囁ささやかれはじめている。

　それはまだそんなに大きな声ではないが、マルタは敏びん感かんに感じ取っているのだろう。

「ウルスラには、ずっとこの街にいて欲ほしいんだけどさ」

　それは噓うそ偽いつわりのない言葉だった。

　だが、先行きがどうなるかは誰だれにも解わからない。

　マルタはしばらくそのような話を続けていたが、やがて昼もやってきて客が増えたので雑談もできなくなった。

　やがてカフェをでた。




　そして、マルタはその日に攫さらわれた。




　　　◆　◆　◆




「瀆とく神しんの魔ま人じん──」

　アルナルドが鸚おう鵡む返がえしに言うと、ウルスラは頷うなずく。

「魔ま導どうの精せい髄ずいと言われた私たち魔ま導どう兵士たちは、個体ごとに様々な能力を持っていました。なぜだと思います？」

　そう聞かれて、黙だまりこんでしまう。確かに様々な能力を持つ者たちがいた。しかしそれは魔ま術じゆつ師しにしてもそうなので、特に疑問を持ったことはなかった。それは、そのようなものなのだろうと。

　しかしなぜと聞かれたからには考える。

　戦場は多様だ。

　そこに適合するためには、それなりに多様な能力が求められているという部分はある。それでもそれ専用の兵士などという者もいるわけで、魔ま導どう兵士もそのような考え方の元に何種類もの能力が創られていたのではないか。

「そういう部分はありますし、そのように言われてましたが──実際は違ちがいます」

　全てはあの女の望みを叶かなえた結果です、とウルスラは告げた。

「あの女が、そのヘルメスか」

「魔ま術じゆつ神しんヘルメス……実じつ年ねん齢れいは不明ですが、長く生きて、様々な魔ま術じゆつを蓄たくわえ、魔ま導どうという考え方を創った者の一人ひとり。私も直接会った記き憶おくはありません。その都度消されていたからです」

「──消された？」

　それは、実に穏おだやかではない話だ。

「ヘルメスは自由気ままでいることを望んでいるそうです。だから逆にいえば、彼女の気が向けば協力してもらえることもある──しかし、それには、自分に関係する者に最低限の知識と記き憶おくしか与えないことを条件としていました。例外はただ一人ひとりの助手のみ」

「そりゃあ、無む茶ちや苦く茶ちやだ……そんなことされてたら、組織なんか維持できるはずがない」

　記き憶おくまで弄いじられるだなんてことされたら、それこそ契約そのものを反ほ故ごにされても解わからない。まともな組織が、そんな条件を飲むはずがない。

「しかし、それは通りました」

「……ありえない。いや、それだけ魔ま導どうが魅み力りよく的てきだったのかもしれないが……にしたってそのヘルメス、よほどに知識を独占したいのか？」

「いえ、単にしがらみを減らしたいだけだという話です。自由気ままでいるためには、人間関係は基本的に煩わずらわしいのだと──」

「…………」

　とにかくヘルメスはあの国の軍隊で自由気ままに研究し、その成果として魔ま導どう兵士が創りだされたわけであるが、その能力は確かにウルスラの言うとおりに多種多様にあった。ただ身体能力が高いだけの者もいれば、異常に治ち癒ゆ能力の高い者、火か炎えん使い、水使いなど単一の魔ま術じゆつ的てきな異能に特化した者……そしてウルスラのような、光ひかり輝かがやきながら戦う者もいる。

「戦争のためだけを考えるのならば、魔ま導どう兵士をそんなに多た彩さいに創る必要はありません。確かに戦場では多くの役割がありますが、そもそもを言えば魔ま導どう兵士もその中の一つにすぎません。未だ軍隊全体を魔ま導どう兵士にすることには無理があるのです。ならば、少数しか創れない魔ま導どう兵士の役割は今までの軍隊ではできないこと──になるのが必然でしょう」

　多様な能力は、ヘルメスの思いつきの具現だった──と、ウルスラは恐おそるべきことを言った。

「思いつきで、改造されたのか？」

　火をだしたり、水をだしたり。そんな怪かい物ぶつに。しかも、短期間で調整が必要だという身体からだに。

「思いついたことを実行しないと、気が済まないのだと……そういう話でした」

　そうしてヘルメスは、とりあえず人体を改造することを気が済むまでやり尽つくして、そこで基本に立ち返った──と、これは直接に言われたことではなく、ヘルメスの助手であるという人物から聞いたのだ。

「基本？　なんの？」

「魔ま術じゆつの基本──神話の再現……尽つきるところは神になる、ということです」

「基本と言う割に、遠大な目標だな」

「基本の延長に奥おう義ぎがあるものです。武術もそう──でしょう？　剣匠マエストロ」

「…………まあ、そうだが」

　にしたって、剣けん術じゆつは神になることを目的としているわけではない。

　もしかしたらそのような流派もあるのかもしれないが、アルナルドが学んだのはあくまで護身と決けつ闘とうのためのものである。

「神になる、あるいは、神を降ろす──それは魔ま術じゆつの究極・降神術テウルギアと言います」

「それは、法術テオロギアとは違ちがうのか？」

　神の力を借りる術、という意味では同じようなものではないかとアルナルドなどは思う。

「法術は厳密には神の力を借りる術ではなくて、主なる神の語ることを世に示すことによって神の奇き跡せきを地に再現することです──神話を再現するという意味では魔ま術じゆつと変わりません。ただ、私たちはそれを違ちがうものと認にん識しきしている。理論の上では同じものと知っていても」

　だから、法術を魔ま術じゆつのように感じ取ることはできない。違ちがうものだと考えているからだ。

　それは敬神の畏い怖ふを多くの者が持っているからである。

　魔ま術じゆつ師しでさえも、神を信じて悪あく魔まを恐おそれる。

「しかし、ヘルメスは違ちがいます」




　────あの女は、神を信じない。教えをではない。神の存在を信じていない。




「そう、彼かれは言ってました。ああ、彼かれとはヘルメスの助手のことですが」

（ふうん……？）

　ウルスラの顔に、微かすかに懐なつかしさのようなものが浮うかんだのをアルナルドは見た。彼かの女じよにとって、その助手とやらは何か大切な、あるいは親しい人物だったのかもしれない。

　しかし、そのことは今はいい。

「神の存在を信じてないって、そいつはバカか？」

　アルナルドは言う。

「神がいなければ、法術とかどうなっているんだって話だよ」

「そう──ですね。そうです。神は、います」

　どうしてか、ウルスラはそれを自分に言い聞かせるように言った。

「しかし、ヘルメスは神を否定する。神も悪あく魔まもただの力と考える……それこそが魔ま導どうという思想の根源──それゆえに、ヘルメスは降神術すらも他の魔ま術じゆつ同様に術式として解体し、再構築することができた……」

　ウルスラの語る言葉には、感情の欠片かけらもなかった。その顔も、本当に一いつ瞬しゆんだが、かつて戦場で見た戦せん鬼きのそれと重なった。

「今までの魔ま術じゆつでは、極論をすれば代だい償しようを支し払はらって神の力を再現するというものです」

　ヘルメスは神の力を文字や記号という象しよう徴ちようで代だい替たいするという方法を、さらに推おし進すすめた。

　その結論が──




〝人の姿を神に近づければ、神の力が宿るのではないか〟




　そんな、乱暴なものだった。

　いや、魔ま術じゆつの理論としては間ま違ちがっていない。理論としては間ま違ちがっていないが、問題があった。

　問題は、神の姿がどういうものかが解わからないということである。

　今の神の姿とされているものは後世の人間が想像で書いたものが大半だ。神を実際に見て書いたものがその中に混じっているかは解わからない。もっといえば、実際に神をみた者などこの世に存在していたのか。

　魔ま術じゆつ神しんと謳うたわれたヘルメスであるが、神代の時代から生きていたわけではない。

　勿もち論ろん、魔ま術じゆつ的てきにはそれらを象しよう徴ちようとして捉とらえて、絵姿に似せればそれなりの効果があるということは解わかっている。

　だが、ヘルメスはそれなりにでは納なつ得とくしなかった。

　後世に書かれたものでは精度が落ちる。少なくとも古代か神代の終わりか、少なくとも神を直接見た者か、近しい存在が書いた絵が欲ほしい、と彼かの女じよは考えた。

　アルナルドは「ああ」と言った。

「それでか。それで聖人なのか」

「そうです。同時代、あるいは近しい時代に近しい者の手になる、神に近しい者の絵姿」

　それを元に、人の身体からだを改造して聖人に近づける──

「〝人造聖人〟」

　ウルスラの言葉は、悔かい悟ごを滲にじませていた。

「愚おろかなことです。どれほど似せようとも、それは同じものではない。似ているということは、違ちがうということ。どれほど聖人に似せても、それは聖人の紛まがい物ものでしかないのに──」

　その後で何を言おうとしたのか、続きを聞くことはできなかった。




　マルタが攫さらわれたと──聞いたからである。




　　　◆　◆　◆




「マルタが」

　ウルスラはその報告を聞いて言葉を失ったようだった。

　予想はしていたが、最悪の展開が起きた──アルナルドはそう思った。

「誘ゆう拐かいされたってのは確かなのか？」

　問いただすと、報告を持ってきた尼に僧そうが手紙をだしてきた。二通。一通は開かい封ふう済ずみで、もう一通は未み開かい封ふうのものだ。それぞれ宛あて名なが別だった。未み開かい封ふうのものはウルスラ宛あてで、開かい封ふうされている方は別の名前で、アルナルドが知らないものだった。こちらは恐おそらく、マルタの関係者に対してなのだろう。

　ウルスラはその手紙を受け取り、開かい封ふう済ずみのものを広げた。大きく目を見開いてから、丁てい寧ねいに閉じて封ふう筒とうに収め直す。

　もう一方は。

「こちらは魔ま術じゆつで封ふうがされてます──退いてください」

「む────」

　アルナルドはその言葉にとっさに身を引いた。

　ウルスラが封ふうを解くと、軽い衝しよう撃げきが修道院内部に広がった。

（なんだ？）

　手紙から半はん透とう明めいな骸がい骨こつの怪かい物ぶつが生じていた。それは人間の形状をしていなかった。大型の犬か何か、そういう四し足そく獣じゆうのようだった。それが呻うめくような叫さけびを上げ、身をよじりながら上へと昇り──天てん井じようにぶつかって消えた。

　続けて上がったのはウルスラに手紙を届けた尼に僧そうの悲鳴であったが、アルナルドもウルスラもそれは気にしてなかった。

「今のは──」

「想定外の者が封ふうを開いたら襲おそいかかる魔ま術じゆつの封ふう印いんです。魔ま術じゆつを使うなりして開いたら、今の使い魔まが襲おそいかかるという寸法です」

「ああ、それで消えたのか」

　恐おそらくウルスラが解いたら消える、そういう仕様なのだろう。

　ウルスラはそれにはもう答えず、手紙を広げて。

「………………この印章は」

　と、そこで目を細めた。

「印章？」

「────これを」

　アルナルドはウルスラに手紙を押おし付つけられて、観みる。

　手紙の内容をざっと目で追った。帝てい国こく時代の言葉だ、とすぐ解わかった。学者や教会の公式の文章では未いまだに使用される、しかし現在ではほとんど使われてない言葉。アルナルドには当然、ほとんど読めない。まったく、ではないが。

（ええい、ちくしょう！）

　拙つたない知識を総動員しながらなんとか読んで──肝かん心じんの文末にある、書類の最後に押おされた印章に至った。

「これ……この印章の国は……ファウスタの……？」

　そうだ。

　何十とある都市国家の全ての印章を知ち悉しつしているわけではないが、現存する都市国家群の中でも特に存在感のあるものはさすがにアルナルドも記き憶おくしている。そしてそれは、ファウスタのかつて所属していたところのものだった。

（あそこには、教会を通じて抗こう議ぎがいってたはずだが──）

　非公式な作戦行動とはいえ、修道院の者への攻こう撃げきというのはさすがに看過しがたく、修道院長は先日の事件の際に修道会を通じて正式に抗こう議ぎした。それがどれほどの効果があるのかは不明であったが、しばらくは大人しくする、というのが彼かれらの見立てだった。アルナルドもウルスラも基本はそれに賛成していたのだが。

（やはり、そんなに甘あまくなかったということか……）

　それともあるいは、ウルスラの身み柄がらというのは教会の干かん渉しようがあってなお諦あきらめきれない魅み力りよくがあるというのか。

　ウルスラを見ると、その場で立たち尽つくしてうつむき加減に何かを思案しているようだったが。

　やがて。駆かけ出した。

　何処どこへ、というのを推論するのには数すう瞬しゆんかかった。




　ウルスラの向かった先には、修道女たちが寝ね泊とまりする寮りようがある。




　　　◆　◆　◆




「──たとえばさ、数式を思いつくわけ」

　暗くら闇やみの中で、彼かの女じよは言った。

「なんの数式でもいいや。とにかく何かの事象を理論化して、数式にするわけだけどさ」

　視線の先には、石の寝ね床どこの上に寝ねかされている少女の姿がある。

「それが本当にその事象を説明できているものなのか、試ためしてみないと解わかんないわけで」

　その少女の向こう側で、さらに立っている者がいる。

「まあそういうのもね、実験室の中でだいたいは解わかるようになったんだけど」

　少女が微かすかに身じろぎした。

「実際に試ためしてみないと、本当のところは解わかんないこと多いんだよ」

　なんにせよ、はっきりとさせたいんだよね──と。




　　　◆　◆　◆




「はあ…………」

　ファウスタは寝ね床どこで横になって、天てん井じようを眺ながめながら溜ため息いきを吐ついている。

　少し離はなれたところに置かれた小さな丸テーブルの上には、『魔ま女じよの軟なん膏こう』をはじめとする幾いくつかの薬の小こ瓶びんと、何枚もの紙の束がある。その紙に書かれていることは、平たく言えば「これこれこういう事情でみんなが損害を受けたので、薬を創って持もちこんだ人間であるお前が責任とってこれだけ賠ばい償しようしろ」……という内容が丁てい寧ねいに持って回った言い回しで書かれていた。

　額面は意外と少なかったが、市に来ていた人間は半ばは営業権も持たない日ひ陰かげ者ものに近しいものたちだ。騒そう動どうが起きたら泣なき寝ね入いりすることも仕方がない、くらいのことは織おりこみ済みであったのだろう、とファウスタは推測している。

　それでも──

「どうやって払はらおう……」

　今のファウスタがどうにかできる額ではない。

　修道院の手て伝つだいをやらされながら、微び々びたる手当てをもらいつつ薬を売ったりしても──軽く十年はかからないと完かん済さいは難しいのではないかと思われた。

「いっそ逃にげちゃおうかなあ……」

　呟つぶやくが、それは非現実的だ。

　今の彼かの女じよは魔ま術じゆつなどろくに使えぬ──わけではないが、逃にげたとしても、保護観察をしているウルスラとアルナルドの追つい跡せきを逃のがれることができるとは思えなかった。

　アルナルドは対たい魔ま術じゆつ戦せんにおける専門家の一人ひとりだし、ウルスラはどういうわけか彼かの女じよに対して何か配はい慮りよしている節があるのだが、逃にげたりしたら容よう赦しやしないだろう。そして、元もと魔ま導どう兵士にして修道士としての実力は折り紙つきだ。勝てない、ということは魂たましいに刻きざみこまれていた。

　また溜ため息いきを吐つく。

　なんだか、ここ何日かは溜ため息いきだけで呼吸しているような、そんな気がしてくる。

「本当に修道会に入って、それで残りの一生をここで……」

　ぼんやりとそんなことを呟つぶやいた次の瞬しゆん間かん、扉とびらが開いた。

　ノックもなしに無言で開かれたのに、ファウスタは身体からだを起こして抗こう議ぎしようとしたが。

「ウルスラ……？」

「────」

　彼かの女じよを壊こわした、憎にくい憎にくいあの女が、かつてないほどの怖こわい顔をしていたのだ。




　　　◆　◆　◆




「マルタが攫さらわれました」

「え────」

　その言葉にファウスタが何かを問い返そうとしたのだが、次の瞬しゆん間かんにはファウスタは襟えり首くびを摑つかまれて壁かべに押おさえつけられていた。

「……………ッ!?」

「──お前が手引きしたのか？」

　ウルスラは怖こわい顔をしていた。ファウスタを押おさえつけ、寝ね床どこの上でのしかかる。

「な、何をッ、何がッ」

「誘ゆう拐かいした者の印章はお前の国のものだった」

「知らないッ。私は、何も……」

「先日、私たちから離はなれた時、仲間たちと何を話していた!?」

「たいしたこと、は……」

　ファウスタは目に涙なみだが滲にじんでいた。あまりに苦しいので生理的なものとして流れたのか、それともウルスラに何も信じてもらえてないことからでたものなのか、彼かの女じよ自じ身しんにも解わからなかった。ただ、本当にあの時は大した話はしなかったのだ。それも僅わずかな時間で姉あね弟で子しは何処どこかへ行き、すぐにウルスラとアルナルドが駆かけつけた。その後も会っていない。

　ただ、それを今どう言ったところで信じてもらえるとは思えなかった。

　ファウスタだって、ウルスラの立場ならば信じなかっただろう。

　真意を吐はかせるために魔ま術じゆつの一つも使ったに違ちがいない。

　ウルスラにそんな魔ま術じゆつが使えるかは解わからないけれど。

「ぐぐぐ……」

　ウルスラの手を両手で摑つかんでどうにかしようとしたファウスタであるが、ウルスラの手はびくともしない。片手なのにどうにもならない。ファウスタの腕うでではどうにもならない。あんなに穴あな掘ほりを繰くり返かえしたというのに、全然、ウルスラには敵かなわない。




「──いいでしょう」




　もう片方の手でファウスタの両手首を摑つかんで壁かべに押おし付つけ、もう片方の手はテーブルに伸のばされ、『魔ま女じよの軟なん膏こう』を手に取っていた。

（あ、何を……）

　ファウスタはウルスラの行動の意味が解わからない。ただ、『魔ま女じよの軟なん膏こう』をウルスラが手にとった、そのこと自体が何らかの恐きよう怖ふを喚かん起きするものだった。ウルスラは元だが魔ま導どう師しで、『魔ま女じよの軟なん膏こう』の使い方を知っている。それがどういう意味があるのか、混乱しているファウスタの頭でも解わかっていた。

「……『魔ま女じよの軟なん膏こう』の原液には、通常の魔ま術じゆつ師しが知らない使いみちが幾いくつもある」

　ウルスラは。

「魔ま導どう師しは魔ま術じゆつ師しが使う魔ま法ほうの薬物を何百という被ひ験けん体たいに使用し、それを見み極きわめようとした」

　ウルスラが。

「その一つで、もっとも単純な使いみちが、術者の体液と原液を混ぜあわせて使う方法」

　笑っていた。それはいつもの聖女のようなもので、だからこそ、ファウスタは震ふるえた。ウルスラのいう「使いみち」がどういうものかの想像がついたのもさることながら、ウルスラの笑う顔に心底恐きよう怖ふしたのである。

　あまりにも美しいがゆえにおぞましい、そんな笑えみに魂たましいが凍こおりついたのだ。

「やめ、やめて、やめ…………」

　みっともない懇こん願がんの言葉が口からでかけた。ださなかったのは、それらを言うほどにも舌が回らなかったからだ。

　ウルスラはファウスタの手を押おさえつけたまま、顔を近づける。

「『魔ま女じよの軟なん膏こう』を体液と混ぜあわせて、ある手順で被ひ術じゆつ者しやのなかに塗ぬりこむと、施し術じゆつ者しやに決して逆らえなくなる」

　隷れい属ぞくさせる魔ま術じゆつは他にある。魔ま導どうにだって、そのようなものはあるだろう。

　しかし、ウルスラの言葉にはそれ以上の意味があるように聞こえた。

　ウルスラが瓶びんを口元に寄せて封ふうを嚙かんで外すと、どろっとした粘ねん液えき状じようの中身へと舌を伸のばす。

　ファウスタは悲鳴を上げた。

「『魔ま女じよの軟なん膏こう』を直接粘ねん膜まくで触ふれるなんて！　そんなことしたら施し術じゆつした方もただでは……」

「元より外げ道どうの処しよ方ほう箋せん」

　ウルスラの言葉からは、感情が抜ぬけ落おちている。

「お前を壊こわしたら、もうここにはいられない。ならば──」

「壊こわすって……」

　それは、文字どおりの意味だと、ファウスタは理解した。かつて彼かの女じよがウルスラに壊こわされたという意味とは違ちがう、あるいはそれと同じで、もしくはそれ以上の意味で、彼かの女じよは自分が今から壊こわされるのだと、理解した。

「ううう…………」

　身体からだの震ふるえが止まらない。怖こわくて止まらない。涙なみだが止まらない。怖こわくて怖こわくて止まらない。

　今から自分が壊こわされてしまうということが、心底怖こわくて仕方がない。

　目の前のこの悪あく魔まに壊こわされてしまうというのが、どうしようもなく恐おそろしい。

　ウルスラは、




「お前など、あの時に殺しておけばよかった──」




　その言葉は、どういう意味なのか。

　問いただそうと全身の勇気を振ふり絞しぼろうとしたが、開かれかけた唇くちびるは塞ふさがれた。

「────────」

　ファウスタの身体からだから力の全てが抜ぬけた。

　ウルスラは摑つかんでいた腕うでを離はなすと身体からだを起こし、ファウスタの服をまくった。

　そして、今度は顕あらわになった臍へそに顔を近づけ──




「そこまでにしておけ」




　声がした。

　アルナルドだ。

　言葉と共に打うちこまれた片手打ちの刃やいばをウルスラはファウスタの寝ね床どこから飛とび退のいて回かい避ひし、だがしかし、次の瞬しゆん間かんには喉のど元もとにつきつけられた刃やいばに動きを止める。

「双そう剣けん……！」

　そう──アルナルドは大小一対ついの剣けんを持っていた。

「らしくないな、ウルスラ」

「…………」

　ウルスラの目が細まる。何かを言おうとした。だが、何も言葉はだされないままだった。

　アルナルドは「はは……」と無理に絞しぼりだしたような笑い声をだし、剣けんを収める。

「よもや、先日聞かれた×××のことを、今教えてやるってつもりか？　修道院で先せん輩ぱいの尼に僧そうが後こう輩はいを押おし倒たおして調教ってな、昔読んだ官能小説にあったがな──生で観みるのはいかんな」

　ちなみに、その小説はすぐ禁書目録に入れられた。

「……剣匠マエストロ」

「なあ、落ち着けやウルスラ。冷静になれ。ファウスタが本当に手引きしたら、今いま頃ごろのんきにこんなところにはおらんだろう。それにあれだ、さっきの手紙、持ってきた尼あまさんに読んでもらった。俺おれではよく解わからんかったからな。やったのは、その、さっき言ってたヘルメスだろ？」

　魔ま術じゆつ神しんヘルメス──

　それほどの奴やつならば、ファウスタの手引きなどなくとも、この近辺のことも、ウルスラの周辺事情のことなども気づかれずに調べあげていたとしても不思議ではない。

　そういうと、ウルスラは瞼まぶたを伏ふせ、そして横たわるファウスタの傍そばに腰こしを落とした。

「ヘルメスが、私に用があるということです。それで、件くだんの闘とう技ぎ場じようで待っている──マルタという女の子は預かったから、逃にげたりしないように……と」

「……行くのか？」

「行くしか、ないでしょう。マルタは私の──友とも達だちなのですから」

　行って、何をやらされるのか……それは想像もできませんが、とウルスラはこぼした。

　アルナルドは、こんなに弱り切っているウルスラを見たのは初めてだった。かつて戦場でも、新大陸で再会してからも、こんな風に感情を露あらわにして、弱々しく何をどうしていいのかも解わからない──そんな様子のウルスラなど。

「……見たくなかったな」

「────え」

　ウルスラは顔を上げた。何か、アルナルドの言ったことの意味が解わからなかったらしい。

「いや、なんでもない」

「そうですか……」

　そう言って、ウルスラは溜ため息いきを吐ついて額を手で押おさえる。

「しかし、ヘルメスが今いま更さら私になんの用が……」

「解わからんのか？」

「解わかりません。そもそも私はもはや魔ま導どう兵士としては役立たず。余生を修道に生きたいと願い、それで教会の後あと押おしもあって国からでることを許されたのです」

「それは────」

　初めて聞くことだった。

　ウルスラがどういう経けい緯いであの国からでて、ここに来たのか──そのことはほとんど話そうとしなかったからである。いずれ力が失われると知って教会で祈いのった、というようなことは話していたが、それ以上の詳しよう細さいは語らなかった。

　ふとウルスラは顔を上げてアルナルドの表情を見た。何が気になったのか察したようだった。

　手を呆ぼう然ぜんとして横たわってるファウスタの髪かみに伸のばし、ゆっくりと指で梳くしけずる。

「ファウスタは私に壊こわされたと言ってましたね」

「ああ……」

　アルナルドには何度かそのことを話してたが、ウルスラがそれを聞いたのは闘とう技ぎ場じようでファウスタが叫さけんだ時のことだろう。驚きよう異い的てきな記き憶おく力りよくを持つウルスラならば、ファウスタの言葉は一言一句と覚えているに違ちがいない。




「あの時、私も壊こわされたのです」




「お前が────!?」

　ファウスタの話を聞いた限りでは、ウルスラの一方的な蹂じゆう躙りんだったはずだ。

　滅ほろびた街を襲しゆう撃げきしたウルスラが、戦場と同様に街を蹂じゆう躙りんして居合わせたファウスタの一門が応戦したが、勝てずに見み逃のがされた──そのような話だった。

　ファウスタの記き憶おくに欠落があったとしても、そう大きく違ちがう内容であったとは思えない。

　いや、語られた話の中で、すでにウルスラはおかしかった。そもそも、どうしてファウスタを見み逃のがしたのか。一いつ般ぱん人じんならまだしも、魔ま術じゆつ師しとして戦った女の頰ほおを撫なでるだなんて。

「何か、ファウスタの魔ま術じゆつが効いたのか？　こっちでなくて、母親の方の」

　仮にも〝魔ま女じよ王おう〟と呼ばれたほどの大だい魔ま術じゆつ師しだった女だ。何かの魔ま術じゆつをもってして反はん撃げきし得たのかもしれない。

　ウルスラは首を振ふった。

「彼かの女じよたちの魔ま術じゆつは、当時の私には通じませんでした。まったく、とは言いませんが」

　決着そのものもすぐについた。

　ウルスラは、ファウスタを殺そうとした。

　だが。仲間か友人か、誰だれだったかまでは知らないが、とにかく非武装の人間を守ろうとしてファウスタは立ち上がり、腕うでを伸のばして立ちはだかった。

　護法をかけられた外がい套とうは消失し、すでに魔ま術じゆつに必要な触しよく媒ばいなど全て失っていたのは明らかだった。ほとんど裸はだかに等しい状態だった。

　何をどうあがこうとも自分には勝てないことだなんて、もう解わかっていただろうに。

　ウルスラは──

「私も壊こわされました」

　ゆっくりと、何かを嚙かみしめるように言う。

「血まみれで、涙なみだを流して、震ふるえながら、私を睨にらみつける少女を、綺き麗れいだと思うなんて──」

「それは、」

　ファウスタも同じようなことを言っていた。

「どうしても触ふれたくなって、手を伸ばして……拒きよ絶ぜつされました」

　それで、逃にげた。この場には、もう一いつ瞬しゆんもいたくないと思った。

（お前ら、もしかして、二人ふたりとも──）

　アルナルドは、しかし思ったことを口にすることはなかった。

「う………ん……」

「────」

「────」

　ファウスタが微かに身じろぎし、二人は一瞬だが硬直する。やがてファウスタの顔はほとんど変わらないままなのを見て取って、ウルスラは改めて話を続けた。

「あの作戦以降、私はどうしても人を傷つけることができなくなりました。どうしてかは、解わかりません。そして兵士として致ち命めい的てきな欠けつ陥かんを抱かかえてしまった私はその後、最前線に立つことはありませんでした。そしてそのまま戦争が終わるまで後方の任務について……戦争が終わった後、魔ま導どう兵士としての力が失われると知って、私は、教会に駆かけこみました」

　自分がどうなってしまったのか、解わからない。

　魔ま導どう師しの中には精神の働きについての研究をしていた者もいて、それなりの処しよ方ほう箋せんなども用意してくれてはいたが、それは彼かの女じよにとってはなんの救いにもならなかった。

　そう──ウルスラは、救われたかったのだ。

　何をどういうように、ということは解わからない。今でも解わからない。壊こわれてしまった自分が、ただ、救われたくて、救いを求めて教会で悔かい悟ごした。祈いのりもした。そして、託たく宣せんを得ることができた。教会にこそ、自分の人生はあるのだと思った。

　ウルスラが修道会に入ることには、魔ま導どう師したちの承しよう諾だくを得るのに多少の労苦はあった。しかし教会の後あと押おしもあり、色々あって修道士として新大陸に派は遣けんされたのだが──

　ふうむ、とアルナルドは頭をかく。

「その、話を聞いていても解わからないんだが……関係ないかもしれんのだが、ずっと気になってたので今ついでみたいに聞いておくが──」

　そして、気になっていたことを聞いた。

「お前さんが武術を学んだ話が、抜ぬけていないか？」

　過去の話をすれば必然と語られるものだと思っていたのだが、ウルスラの話の中には今使っている、この東方由来だという武術のことなどまったく入ってない。

　ウルスラは顔を上げて「この武術ですか？」とどうでもいいようなことのように言う。

「それは前にも言いましたが、たまたま修しゆ行ぎよう中ちゆうの教会に立ち寄られた老師に学びました」

「本当にたまたまなのかよ！」

　アルナルドは呆あきれてしまった。もしかしたら、教会に伝わる秘伝だとか思っていたのだが。

「たまたまですよ。それに──学んだのは三ヶ月ほどですし」

「三ヶ月で身につくものなのか……それ……」

　十年かけて剣けん術じゆつを習得したのがバカみたいだ。

「基本技わざは三ヶ月程度で、あとは自得すべしだとか。とりあえず一通りの術理は解わかったらあとは実じつ践せんして深めよと老師は言われました」

　確かにこの武術、魔ま導どう兵士としての力を失ってからは重宝しています、と彼かの女じよは語る。

　老師は信徒ではなく、たまたま立ち寄っただけの武術家だった。

　ウルスラにとっては、人生の恩人の一人ひとりではあるし、武術そのものは今でも深める修しゆ行ぎようは積んでいるが、修道生活の上でさほどにこの武術は重要なものではない。彼かの女じよにとって、鍛たん錬れんとは筋肉を作ることだった。誰だれかを制圧する方法などは、必要ではない。いや、術ではなくその教えには感じ入るものはあったが。

　老師は言ったのだ。

「武の行きつくところ、それは必然に愛に他ならない」

　と。

　アルナルドは「なんだそれは」と思った。

　ウルスラは「よく解わかりませんけど」と言った。

「よく解わからないのか」

「よく解わかりませんけども、愛が大切と言われると……ああ、なんか大切なんだなあ……と」

「ふわっとしてんな！」

　ふわっとしてはいるが、老師の強さは本物であったし、その言葉の意味は解わからないのだが本気で言っていることはよく伝わった。

　ウルスラはそういうわけで、修道の一いつ環かんとして武術を取り入れてはいる、ということである。

　しかし彼かの女じよ自じ身しんは、自分の武術がそんな御ご大たい層そうなものとは思っていなかった。

　何かしら心を鍛きたえる上で、何かの役に立つのではないか、くらいに思っている。

「どの道、私には神の愛しかありませんから────」

　そう呟いたウルスラは俯いていた。

　アルナルドは、ぼんやりと察した。

（ああ、そうか……そりゃあ、戦鬼だのなんだの言われて、恋人がいるはずもないか……）

　光こう輝きを背負い、ありとあらゆるものを切きり裂さき、粉ふん砕さいする──そんな力に比べれば、ゴーレムをぶっ飛ばす打だ撃げき力を生んだり、触ふれた相手を自由自在に制せい御ぎよして投げ飛ばしたりだとか、そうたいしたものとは感じないのかもしれない。

　魔ま術じゆつやら魔ま導どうやらと関わることもあるし破る術も持っているアルナルドをしても、魔ま術じゆつにあらざる、しかし魔ま術じゆつじみた技わざなどというものは、それはすでに魔ま術じゆつ同然の脅きよう威いだと思う。

　ウルスラには、そのあたりのことがピンと来ないらしい。今一つ納なつ得とくしていないようだ。

　しばらく沈ちん黙もくが部へ屋やの中に満ちたが。

「……今日きようのうちに、助けにいかなければいけません」

　ウルスラが、ぽつりと言った。

「マルタか。──ヘルメスとかは、お前一人ひとりでどうにかなるものなのか？　あいつも怪物だ」

「ヘルメスの戦せん闘とう技能はよく解わかりませんが、彼かの女じよは直接戦うということはないでしょう。問題は、彼かの女じよの助手が来ていたなら……最初の魔ま導どう兵士であるアルファ……彼かれは、私でも手に余る」

「アルファか。さっき言ってた古典文字の記号だな」

「そう。アルファが最初の言葉ですから、助手はそう呼ばれて──」

　ウルスラは何かに気づいたように表情を変えた。それをアルナルドに見せたくないのか、手で顔を覆おおい、それを隠かくす。

「オメガ──なるほど、そういうことですか。瀆とく神しんの計画はまだ続いていたということですか」

「瀆とく神しん？」

「……こちらの話です。しかし、これは……私も、覚かく悟ごを決めないといけない……」

　ウルスラはそう言って、身体からだを捻ってファウスタを観みる。

　ファウスタは呆ぼう然ぜんとしている顔のままだったが、僅わずかに目が動いたのがアルナルドには見えた。意識は戻もどっていたのか、あるいは最初から意識ははっきりとしていたのか。

「ファウスタ……先ほどはすみませんでした。あなたに頼たのみがあります」

「………………何？」

「魔ま導どうの力を取とり戻もどします」

「…………それは、」

「以前にも言いましたが、使えば死にます。不用意に使わないように、魔ま術じゆつ的てきに封ふう印いん処置がされてます。しかし、一流の魔ま術じゆつ師しには解けるでしょう。貴女あなたに、私の身体からだを委ねます」

「────いいの？」

　その言葉にどういう意味があったのか。

　アルナルドは察した。ウルスラに命を惜しまないのかを問うたのではない。ファウスタは、自分が無防備状態になるだろうウルスラを殺すなりして逃にげることを選せん択たくするかもと、暗に尋たずねたのである。

　ウルスラは頷うなずく。

「他に手はありません。全力全開でなければ多少は持つでしょうし──それに、お互たがいに壊こわし壊こわされた同士ですから」

　そしてそのままファウスタの耳元に顔を近づけると、優やさしい声で囁ささやいた。




「貴女あなたに壊こわされるのなら、いいです」




　ファウスタは顔をそらし、「ずるい」と言った。

　アルナルドは、大きく息を吐はいた。

（俺おれも、覚かく悟ごを決めるかね……）













　　　六章　ウルスラの後悔〈下〉







「────ふざけた連中ね」

　ファウスタは闘とう技ぎ場じようの目の前まで来て顔をしかめた。

「どうした？」

　アルナルドが尋たずねる。ファウスタは以前にここを根城にしていたこともある。まだその時の魔ま術じゆつの仕し掛かけが残っているのかと思ったのだが。

「ええ。残ったままよ。私がそれなりに手をかけた魔ま術じゆつとか──歯し牙がにもかけないで」

「魔ま術じゆつ師しの根城だったところに乗のりこむのならば先住者の魔ま術じゆつは念入りに解くものですが……ヘルメスならば、そんなことは気にしないでしょう」

「ふざけてるわね」

　魔ま術じゆつ神しんヘルメスならば、魔ま女じよ王おうと言われたファウスタのそれも問題にならないのだろう。

　単純に手間を惜おしんだのかもしれないが、いずれ問題にならないと思って放置したのだろう。

　ウルスラはファウスタと一刻ほど部へ屋やにこもって封ふう印いんを解いた。アルナルドはその間に自分の部へ屋やに戻もどって武装をした。修道院に戻もどるといつぞやと同型の鎧よろいを着きこんだ修道騎き士しの姿のウルスラと、新大陸で再会したばかりの衣い装しようになったファウスタがいた。

　マルタを捕らえて待っているという闘とう技ぎ場じようであるが、『赤あか熊ぐま団だん』に話を通した上で、この三人でゆくことになった。

　相手が相手だ。

『赤あか熊ぐま団だん』に所属する戦士をどれだけ集めたとしてもたいした意味はないだろうし、ウルスラ一人ひとりにだけ来いとは書いてなかったが、それでも他の人間が来るとなると向こうもさすがに気に障さわるかもしれない。

　そうして急ぎ足でここまでやってきたのだが。

「…………闘とう技ぎ場じようにいるのは、七人。魔ま術じゆつ師しが二人ふたりと、戦士が二人ふたり──あとの三人は、よく解わからないわ」

「──数が合わないな」

　アルナルドはぼやく。

　もしもマルタがここにいるのならば、よく解わからないとはファウスタは言わなかっただろう。彼かの女じよの魔ま術じゆつの精度ならば、闘とう技ぎ場じようにどういう人間がいるのかをこうして外から察するというのは造作もないことであるし、それでもなお解わからないというのは、彼かの女じよが解わからない──魔ま導どう師しか魔ま導どう兵士かに違いなく、それはヘルメスとオメガ以外の誰かがいるということだった。

「………………」

　ウルスラは何かに気づいたのか眉まゆをひそめたが、無言のままで歩きだす。

　アルナルドとファウスタは顔を見合わせたが、その後についていく。

　やがて……、

　闘とう技ぎ場じようの舞ぶ台たいにでたところで、「やあ」とヘルメスが待ち構えていた。







「お久しぶり──だけど、覚えてないんだっけ」

「お久しぶりです──覚えていませんが」

　二人ふたりは久々に顔を合わせた旧知のように朗ほがらかに会え釈しやくを交かわすと、無造作に歩み寄る。

　そして、闘とう技ぎ場じようの中心で対たい峙じする。

「…………私に、今いま更さらなんの用件があるのです？」

「ふーん……？」

　ヘルメスはウルスラの問いに答える様子はなく、目を凝こらしていたが。

「なんだい、あの封ふう印いんを解いたのか。あれは自分で解けるはずのないものだけど──自分の身体からだをよくも仇かたきと狙ねらう相手に弄いじらせたものだね」

　と、面おも白しろそうに言った。

　ウルスラは溜ため息いきを吐ついた。まともに答えてくれるとは思ってなかったが、想像以上だった、という風である。

「私になんの用事があったのです？」

　…………こちらも、一方的であるのは変わらなかった。

「ねえ、ファウスタ。君、ウルスラを狙ねらってたんだろう？　それなのに、どうしてウルスラを助けるんだい？　あと、あれの封ふう印いんを解くには……、あ、いいや。ごめん。うん」

（え、何こいつ、話聞かないのに空気読むの？）

　アルナルドは思わずつっこみかけたが、黙だまっていた。それこそ、今ここで言っていいような空気ではない。

　どうしてか、ウルスラは一いつ瞬しゆんだけだが、顔を真まっ赤かにした。何か恥はじ入いっているようではあったが、どんな風に封ふう印いんを解いたのかは教えてくれなかったのだが……。

　ファウスタは平然としている。自分がしたことをよく解わかっていないのかもしれない。

「問いただしても無む駄だのようですね」

「あ、いや、君に対する用件ね。それね、言わなくても解わかってると思ってたんだけどさ。そんな格好しているもんだから。承知している上でここに来たものかと」

「…………私に戦わせるつもりですか？」

「まあ、ありていに言えばさ。そういうこと」

　ヘルメスは笑う。

「君さ、変な武術学んだって聞いたけど、なんか凄すごいね。あちこちの兵隊くずれやら戦せん闘とう士し、魔ま術じゆつ師し……君のこと狙ねらってそうな連中に話を漏もらしたんだけど、尽ことごとくが君に追い返されたそうじゃないか」

「あなたが漏もらしたのですか？」

「そう言ったじゃないか。いやさ、最初は亡命するにあたって、昔の弟で子しとか部下が何しているのかを調べたんだけど……」

「亡命？」

「うん？　ああ、亡命。あの国さ、教会に睨にらまれたら魔ま導どう師しの取とり締しまりとか始めたんだ。まさかね、ああいうことがあるとは思ってなかった。いやいや、人生、上手うまくいかないね」

　ヘルメスは本当にどうでもいいようなことのように語る。

　しかしそれこそ一大事のはずだ。魔ま導どうの開祖であり、魔ま術じゆつ神しんと言われたヘルメスの協力があってこそあの国は戦争に勝てたのである。そのヘルメスを教会に追及されたからと言って蔑ないがしろにするようなことをして、あまつさえ亡命にまでいたらせるとは──

「まあ、それでさ、調べたらウルスラ、君がなんか東方の魔ま術じゆつ師しか何かから不思議な技わざを学んだという話がでてきてさ」

「魔ま術じゆつ師し──」

　それは違ちがう、とでも言おうとしたのだろうか。

　ウルスラが口を開く前にヘルメスが続けた。

「ああ、詳しよう細さいは知らなかったんだよ。とにかくその時はね、東方から来た不思議な技わざを使う老人って話でさ、最初そう聞いたら魔ま術じゆつ師しだって思うじゃないか。それで東方魔ま術じゆつってみんな大おお雑ざつ把ぱに言うけど、むこうはむこうでいっぱい流派あるんだよね。みんな知らないだけで。十や二十ではきかないくらい。まあそれでそのうちに調査に行こうかなあって思ってたところでさ、なんか不思議な老人がこっちに来たっていうじゃないか」

　興味を持って追つい跡せきしたのだが、途と中ちゆうから解わからなくなった。

　ヘルメスが何百年とかけて張はり巡めぐらせた情報網もうからも抜ぬけだしたというのは、途と中ちゆうで野垂れ死んだか追つい跡せきに気づいて身を隠かくしたのか。

　とにかく老人を追いきれなかったからには、その指導を受けた人物を調査するしかない。

　ウルスラが新たな技術を身につけたというのも、また興味をそそられた。

　ヘルメスはウルスラを改造した張本人である。

　ウルスラがどの程度のことができるのか、よく知っていた。知っていたつもりだった。

　魔ま導どうの力を失ったウルスラができることの程度の見積もりは、しかしウルスラが撃げき退たいした戦士、魔ま術じゆつ師しの名前を見た時に完全に誤っていたということが解わかった。

「まあそれで、さっき言ったみたいに君を狙ねらってそうな連中に話漏もらしてみたんだけど──凄すごいねえ、本当に」

「…………あなたが」

「それで軍の連中が、僕ぼくが君のこと調べてるって気づいて、なんか気を利きかせてこちらに駐ちゆう在ざいしてた工作員に手をださせたらしいんだけど──で、先日に失敗の話を聞いて、いい加減に君のガードも固くなってきただろうし、そろそろかなあと僕ぼくが来たわけだよ」

「なるほど」

　ウルスラは頷うなずき。

「では、マルタを返しなさい」

「そうそう、マルタちゃんだね。マルタ──聖典に記された聖女の名前だ」

「そんなもの…………」

　珍めずらしくもなんともない。

　だが、ウルスラには解わかっていたのだろう。

　ヘルメスが何を考えていて、何をしたのかを。

「まあ、とりあえず彼かの女じよのことは後でいいや。──ウルスラ、まず性能調査だ。どうにもね、そこらはっきりさせないと、気分が悪いんでさ」

「──来るぞ！」

　アルナルドは叫さけぶ。

　闘とう技ぎ場じようのどこかに隠かくれているはずの二人ふたりの魔ま術じゆつ師しと二人ふたりの戦士と、ヘルメスを除いて、オメガとあともう一人ひとり──恐おそらくはそれと思おぼしき者たちの殺意を彼かれは感じ取ったのだ。

　しかし。

　ウルスラは、無造作に拳こぶしを振ふった。

「ぎゃっ」

　と声を上げて、誰だれかが倒たおれた。

「姿すがた隠かくしの術ね」

　ファウスタはもはや、驚おどろきもしない。

　ウルスラがどうやってファウスタをして違い和わ感かんがある程度にしか感じ取れなかった魔ま術じゆつを見破ったのかとか、恐おそらく何重にもかけられた魔ま術じゆつの防ぼう御ぎよを拳こぶし一つで破ったのかとか。

　気にしたって仕方がない。

　ウルスラはそのまま両手を大きく振ふりながら足を上げ、強く踏ふみこむ。

　闘とう技ぎ場じようの石いし畳だたみの床ゆかが、その足の下で大きくすり鉢ばち状じようにへこんだ。

「がっ」

　と声がした。

「…………闘とう技ぎ場じようって下に通路とかあるんだよなあ」

　アルナルドはぼやく。

　ウルスラが石の下の通路で待機していた誰だれかに対し、踏ふみこみの衝しよう撃げきで天てん井じようを崩くずすかして攻こう撃げきを加えたのだと彼かれは察した。どうやって通路の下に人がいるのかを感得したのかなどは解わからないが、とにかくそうなのだと。

「ほう！　凄すごいね！　今のはどうやったんだい！」

　ヘルメスは興奮しているようだった、手を叩たたいてかつての部下の技わざを褒ほめ、しかし自分はその場から一歩も動いてない。

「剣匠マエストロ、ファウスタ、後は任せます」

　ウルスラはさらに無造作に足を進めた。その先にはヘルメスがいる。どういうつもりなのかなどということは、考えるまでもなかった。「あの」ウルスラではない。今のこのウルスラのやることなのだ。ただ一直線にぶん殴なぐるだけである。

「了りよう解かい了りよう解かい」

「これ、借しだからね！」

　剣匠マエストロとファウスタは、すぐさまその場から跳とんだ。

　アルナルドが駆かけた先には古代帝てい国こく時代の彫ちよう像ぞうが置かれていた。全ぜん裸らの少年像だ。古い時代には少年を愛めでるのが至上とされたことがあったらしいが、それを反映したものなのか、それとも無関係に創られたものなのか、それは解わからない。闘とう技ぎ場じようの装そう飾しよく品ひんとしてそこにあっても不思議ではない。実際に他に同様のものが幾いくつも並んでいた。ただ、彼かれは覚えている。

　彫ちよう像ぞうの胸の中心に繰くりだされた刃やいばが空を貫つらぬいた。

「────なぜ解わかった」

　少年像は跳ちよう躍やくしていた。着地と同時にそう聞いた時、その姿はファウスタと同様の衣い装しようになっていた。女の声だった。

「一度会った女の顔は、忘れないのさ」

「馬ば鹿かな……！」

　女──暗くら闇やみエレノアは、吐き捨てるように言った。

　実際のところを言うと、アルナルドはこの闘とう技ぎ場じようの様子をよく覚えていた──それに尽つきる。驚きよう異い的てきな記き憶おく力りよくを持つウルスラたち魔ま導どう兵士ほどではないが、彼かれはこの彫ちよう像ぞうがあったかどうかというのを覚えていたのである。戦士として一度戦場となったのならばその地形をできるだけ詳しよう細さいに覚えて、次に戦たたかう時があったらどうするのかを考える習性があるのだ。

　エレノアは、自分を無視して別の方向へ行ったファウスタを一いち瞥べつする。

「……よもや、本当に私のことを知っててこちらに来たのか？」

「言ったぞ、女の顔は忘れないとな！」

「抜かせ」

「お前さんこそ、ここにどうしているんだ？　妹分のためだけか？」

「……失点を取り返すためだ。私情で動き、試作とはいえ、魔ま導どう兵士を失った。魔ま導どうの伸張する現状、我らとて私情だけでは動けない」

「ご苦労なこった！」

　アルナルドは叫さけび、跳ちよう躍やくした。

　エレノアは何かの呪じゆ文もんを呟つぶやきながらアルナルドへと向けて右手を向けた。

　その後に何が生じるのかをアルナルドは知っていた。

　すぐさま片かた膝ひざをついて両手に持った剣けんを頭上に掲かかげる。

　そして振ふりぬく。

　魔ま術じゆつ師しが息を飲んだ。

　彼かの女じよが使った魔ま術じゆつによって生みだされた不可視の獣けものの攻こう撃げきを、ただの剣けん士しがいともたやすく防いでみせたのだ。

「俺おれは剣匠マエストロだぜ」

　アルナルドは言った。

　剣匠マエストロ──あらゆる武器の術を習得し、魔ま術じゆつ師しを含ふくめたあらゆる敵との戦たたかいを知ち悉しつした者にのみ贈おくられる称しよう号ごうだ。

　魔ま術じゆつ師し同然に時じ代だい遅おくれになりつつある存在ではあったが、まだ過去の遺物としてガラクタの仲間入りをするには早かった。

　火の霊れいが呼びだされたのを横よこ薙なぎに切きり払はらい、水の妖よう精せいを蹴けり飛ばし、土の怪かい物ぶつは一いつ瞬しゆんで八やつ裂ざきにした。

　それらはかつて戦場で、あるいは路地裏で遭そう遇ぐうして戦った者たちだ。

　そして。

「──────ッ」

　アルナルドは突とつ然ぜんに頭上にて剣けんを打ちあわせた。

　いつ抜ぬいたのか、片方の手には小しよう剣けんがあった。

　金属の打ちあわされる音が鳴なり響ひびくと、目の前の魔ま術じゆつ師しの姿が搔かき消きえた。

「いい加減に、妹離ばなれしときな！」

　そのまま旋せん回かいしての双そう剣けんの軌き跡せきは舞まいのようだった。

「なぜ解わかった」

　先ほどと同じ言葉が、しかし心底からの感かん嘆たんの念をもって発せられた。

「そいつは──企き業ぎよう秘密だ」

　アルナルドはそう答えると、魔ま術じゆつ師しはそのまま地に伏ふした。生きているのは手応えで解わかる。

「ふん。俺おれの剣けんでは魔ま術じゆつ師しの防ぼう御ぎよは抜ぬけんか──さて、ウルスラは──」







　ファウスタは両手を組みあわせて複雑な形を作り、それを二つ三つと変えて何かの呪じゆ文もんを口にした。

　それだけで旋せん風ぷうが起きる。

　やがてその風は人の背せ丈たけ三つ分ほどの高さになり、土つち埃ぼこりを舞まい上げ……一人ひとりの戦士の姿を露あらわにした。

「よくぞ見ぬいた」

　黒くろ装しよう束ぞくに覆ふく面めんをした、背中に剣けんを背負っているその戦士は、何処どこか異国の訛なまりがある言葉でそう褒ほめた。

「魔ま術じゆつ師し舐なめないで欲ほしいんですけど！　──東方派の戦士ね。以前に見たことがある。あちらの戦士は魔ま術じゆつも使うし怪あやしい技わざも操あやつるって母かあさまは言ってたけど」

　そう言ったファウスタの顔は顕あらわになっていた。頭ず巾きんは自らの起こした風で頭から外れていた。

　黒くろ装しよう束ぞくは「うむ」と頷うなずくと、ファウスタとアルナルドを交こう互ごに見る。

「雇やとわれた身ゆえに仕事の内容は気にかけておらなんだが……西の地にてこれほどの手練たちと立ち会えるとは重ちよう畳じようよな」

「ああ、そう」

　戦士は何かを続けて言おうとしたが、ファウスタはそれを遮さえぎって片手を高く頭上に掲かかげた。

　それに何を察したのか、戦士は刀を抜ぬいて斬きりかかろうとしたが、途と中ちゆうに古代装しよう束ぞくの剣けん闘とう士しらしい者が現れてそれを遮さえぎった。

「これは──」

　古代装しよう束ぞくと言ったが、彼かれらの装よそおいは当時の彼かれらそのままの姿だ、というのが一合で知れた。

　そう。

　彼かれら。

　いつの間にか、何十人もの剣けん闘とう士したちが現れていた。それらがかつてこの闘とう技ぎ場じようで戦っていた者たちであるということを黒い戦士は知らなかった。知ることもできなかった。一人ひとり一人ひとりを切きり伏ふせるので手て一いつ杯ぱいだった。彼かれらは恐おそるべき肉体の力と洗練された技わざの持ち主だった。日常的に戦たたかい続けた者たちであった。

　それらを切きり伏ふせて立ちまわるその力も凄すさまじいものであったが、やがて古代の闘とう士したちがいなくなったかと思うと、続けて獅し子しや象といった動物たちが現れる。

「おおっ」

　さすがに獣けもの相手の戦たたかいは不慣れであったか、たちまちのうちに大型の四し足そく獣じゆうたちに組くみ伏ふせられ、踏ふみ潰つぶされ──

　やがて、ファウスタの前で前のめりに倒たおれた戦士の姿があった。

　その身体からだには傷一つない。

　彼かれは知るまい。

　この闘とう技ぎ場じようにはかつてファウスタが仕し掛かけた魔ま術じゆつがあったということを。

　それは闘とう技ぎ場じようの時間を巻まき戻もどし、過去の姿を再現するというものであったことを。

　呼びだされたそれらは所しよ詮せん、過去の映し身の幻げん影えいにすぎない。

　しかしこれほどの密度のものを立て続けに不意に襲おそいかかられては、到とう底ていそれと見み抜ぬくのは不可能であった。

　実際に打たれ倒たおされたという認にん識しきは、精神を壊こわして身体からだをも壊こわす。

「…………よかった、生きてる」

　ファウスタはほっと一息ついてからそう呟つぶやき、それでも油断なく黒い戦士が完全に意識を失って戦たたかう力が遺のこってないことを確かく認にんしていたが、やがて振ふり向むいて──




　アルナルドとファウスタは驚きよう愕がくした。




　ウルスラの拳こぶしが、止められていた。

　止めたのはヘルメスではなく──




「マルタ」




　ウルスラの声は、間ま違ちがえようのない怒いかりを滲にじませていた。

[image: ]

　そこにいたのは、マルタだった。

　白い布を身体からだに巻きつけているだけの、あの少女だ。

　マルタが表情のない顔で、二つの掌てのひらを胸の前で合わせてウルスラの拳こぶしを受け止めていたのだ。

「ヘルメス、貴様……」

　ウルスラが何かを続けて言おうとした、その瞬しゆん間かんにマルタが手を前に押おした。それだけでふわりとウルスラの身体からだが浮うき上あがり、飛んだ。難なく着地したが、それはしかし、そのように飛ばしたからだろうということはウルスラには解わかっていた。その気になれば、今のマルタならばウルスラをその場で組くみ伏ふせることすら可能であったろう。

　アルナルドとファウスタは何が起きたのかまるで解わからなかった。解わからなかったが、感じていた。この感覚を。この恐きよう怖ふを。

　そうだ。これは、以前に、ウルスラと遭そう遇ぐうした時に感じたのと同質のものだ。

　やがて、マルタの身体からだから布が滑すべり落おち──

（なんだ、あれは……！）

　アルナルドは目を見張った。

　マルタはその身に何も纏まとっていなかった。それはいい。そんなことはどうでもいい。ただ、その身体からだには明らかに異常があった。

　胸に、腹に、黒いものが浮うかび上あがっている。それは記号であり、文字であった。それらが何を意味しているのかは剣けん士しであるアルナルドには解わからない。ただ、それらがマルタという少女に超ちよう常じようの力をもたらしているというのだけははっきりと解わかった。

　額に黒い十じゆう字じ架かと、見覚えがある古い文字が見える。




「〝人造聖人〟」




　ウルスラの言葉に、ヘルメスは笑う。正解を導きだした弟で子しを褒ほめる師し匠しようのようだった。

「よく解わかるね。君とは全然仕様が違ちがうのに。まあ、予想済みだったということかな。うん、とにかくその子は君の予想どおり、君がかつてなった〝人造聖人〟だよ」

「…………私の時は、改造には何日もかかっていた」

　ウルスラは睨ねめつける。

　その眼まな差ざしをものともせず、ヘルメスは笑え顔がおのままだった。

「いやほら、魔ま導どうは日進月歩だよ。君らを元にあれこれと研究を進めてね。結局は肉体を直接改造するのは効率悪いなあって結論になったわけ。聖人の絵が比ひ較かく的てきに時代が近いっていっても、やっぱり何かしら象しよう徴ちよう性せいとかなんとかでいじっちゃうしねえ。だからまあ、思い切って古いやり方も試ためしてみたんだよ」

　それは。

　どういうことなのか。

「身体からだを直接弄いじるんじゃなくて、象しよう徴ちようを書いたり身体からだを変化させる魔ま術じゆつ記号を使って身体からだを一時的に聖人と相そう似じさせた。効果は限定的だけど、簡易に聖人を量産できるし、肉体に対する負担も段だん違ちがいに軽く済む。当初から想定されていたことではあったけど、実際やってみてはっきりさせられたのは大きいね。うん。君たちの犠ぎ牲せいは無む駄だではなかったよ、ウルスラ」

「…………それは、」

「ああ、名前も結構重要かな。やっぱり、名前が同じだと、どうも術の効きがよいらしい。まだ統計とれるほど例はなくて数字ははっきりしてないけど。そういうのもあってね、たまたま同じ名前だし、あとアレだ、君と同じ技術を持つ──」

　性能試験には、ぴったりだろ。

　ウルスラはその言葉に瞼まぶたを伏ふせ、まっすぐに立つと呼吸を整える。

「言っとくけど──」

　ヘルメスは目を細める。

「キミの身体からだ、調整が不足している。思ったよりも変化はないけど、その状態での降神術の使用は、せいぜい五分が限度だよ」

　ウルスラは、無言で駆かけた。




　　　◆　◆　◆




「ウルスラ──」

　ファウスタが魔ま術じゆつを使おうとしたのがアルナルドにも解わかった。それがどういうものなのかを確かく認にんする前に、二人ふたりの前に男が現れる。

「オメガ？」

　思わず口をついてでた。

　そうだ。

　あの時に市にいた男だ。

　オメガと言われた金きん髪ぱつの男。

「──ほう？」

　アルナルドの言葉に何を感じたのか、興味深そうにそちらを見て、それからファウスタへと視線をやる。

　そして。

　軽く手を振ふった。

「──────ッ」

　それだけで、ファウスタの表情が一変した。何かをされたのだろうとアルナルドにも解わかったが、それが何かが解わからない。魔ま術じゆつなのかと思ったが、魔ま術じゆつとも思えない何か──以前に「あの」ウルスラが使っていたような何か、そんなことがあった気がした。

　だが。

（ウルスラでも、何かした時は光とかでてたぞ）

　しかし、オメガが何をやったのかは解わからない。それは、ただ腕うでを振ふっただけにしか見えなかったからだ。

「魔ま術じゆつを解かれた──」

　ファウスタの声は呻うめくようだった。

「今の一ひと振ふりで、この闘とう技ぎ場じように私がかけてた魔ま術じゆつの仕し掛かけが、全部解かれた──」

「急作りのものだしな」

　オメガは何処どこか感心したように言う。

「短時間で構築したのだろう。その割に精度が高いのはさすがだが──固くはない」

　魔ま術じゆつに固いの緩ゆるいのがあるのはアルナルドは知らなかったが、屈くつ辱じよくに顔を歪ゆがませるファウスタを見るとそういう問題ではないのかもしれないと思い直す。

（どんな固さだろうと、恐おそらく今みたいに一いつ瞬しゆんで魔ま術じゆつを解くのが、そもそも異常なんだな）

　オメガは「ふむ」と二人ふたりを見ていて。

「まあ、性能試験だ。邪じや魔まはしないでおいてくれ。理り不ふ尽じんだとは思う。ヘルメスの気まぐれだが、俺おれには従うしかできないのでな」

　何、そう長くはかからない──

　その言葉の次の瞬しゆん間かん、ウルスラの身体からだが闘とう技ぎ場じようの壁かべにぶつかった。

　ファウスタが駆かけだしかけたが、すぐ停とまる。

　オメガの目から逃のがれられないと、さすがに察したのだろう。

　眼まな差ざしだけで人を殺しかねないような、そんな凶きよう悪あくな目で睨にらみつける。

「まあ、それで承知しないだろうことは解わかっているよ。──遊んであげよう」

　オメガが前に進み、二人ふたりはそれぞれが構えた。




「…………力を完全に返された」

　ウルスラは壁かべ際ぎわから立ち上がり、埃ほこりを払はらう。

　今されたことは、ウルスラが真正面から殴なぐりかかったのをマルタがその力を完全な形で返し──そのまま吹ふき飛とばされたのである。

「凄すごいね」

　ヘルメスが興味深そうに眺ながめている。

「力と力が接するところに生じる作用のことは解わかっていたし、理論上そのようなことが起きるだろうことも推論できてはいたけど、人間の身体からだでそれを可能にするっていうのは素す晴ばらしい技術体系だ。勿もち論ろん、聖人の肉体を持つ今でこその精度だと思うけどね」

　ウルスラはその言葉を聞き流し、改めて構える。

　ヘルメスもウルスラの態度などどうでもいいようだった。

「相そう互ごの関係性の中で生じる力の作用……武術というのも、興味深いね」

　ウルスラは再び駆かけた。

　真正面から最さい短たん距きよ離りを跳とぶように駆かけ抜ぬけ、殴なぐる。最小にして最大効果を目的とするのがウルスラの戦法のほとんど全てだ。相手の攻こう撃げきを無効化する技術をこみで、それはあらゆる敵を相手に効果的だった。

　だが。

　マルタはウルスラの拳こぶしを右手で反らし、左ひだり掌てのひらで胸を打つ。

　ウルスラは吹ふっ飛とんだが、たたらを踏ふんで立てなおした。鎧よろいが撃うちこみの威い力りよくを吸収したのだろう。だが、それでもウルスラの呼吸は荒あらい、疲ひ労ろうも激しいようだった。

「上手うまく力を制せい御ぎよしているようだけど、そろそろ時間切れだよ」

「…………解わかってます」

　ウルスラはそれだけ言って、両手を合わせて頭上に掲かかげた。

　彼かの女じよの身体からだが光を放つ──聖人の力の具現化だ。

　降神の技テウルギア。

　振ふり下ろした時、光の刃やいばがマルタを襲おそった。

　それを躱かわすそぶりすらなく褐かつ色しよくの肌はだの〝人造聖人〟は受けた。受け止めた。受けて、止めた。

「………………ッ」

　何事もなかったように前に進むマルタを見るウルスラの目に、初めて絶望が掠かすめた。

「気にすることはないよ、ウルスラ」

　ヘルメスが告げた。

「仮に君が最さい盛せい期きだとしても、最新式のその子には勝てないよ。改造の精度が段だん違ちがいだしね。まあ単純な能力の数値というだけの話で、君の身につけた技術も併あわせればあるいは──というところか。ああ、そうすると失敗したかな。マルタちゃんの技能も聖人の能力で底上げされ、技術差はイーブンになってしまい、あとは単純なスペック差になってしまうのかなあ」

　となると、君のその技術も本質的には見た目よりかなりシンプルなものなのかもしれないなあ……とぼやくように言うが、ウルスラは「ふむ」と改めて構え直し、呼吸を整える。

「確かに、技術としてはそれほど複雑なものではない……単純な理り屈くつの組みあわせでしかありませんが……」

　ウルスラは自分に言い聞かせるように呟つぶやく。

「まだ、老師の方が上だ」

「ほう。それは凄すごい。では何が違ちがうんだろうね？　速さか、力か、距きよ離りを見み極きわめる視力か」

　ヘルメスの言葉も、誰だれかに聴きかせるためのものではなかったのだろう。

　ウルスラが一歩前に進むと、その間の距きよ離りを一いつ瞬しゆんで潰つぶしたマルタの廻まわし蹴けりが繰くりだされた。それを腕うでを上げて受けながら抱かかえこみ倒たおれこもうとして──

　マルタは片足を上げたままの姿勢でびくともしなかった。

　恐おそるべき体幹と筋力だった。

「……………ッ」

　さすがにウルスラも目を見張った。

　マルタは足を改めて振ふりぬき、その足を抱かかえていたウルスラは地面にぶつけられた。

　続けて足を上げて踵かかとを落とされたのを、ウルスラは転がって回かい避ひする。

　すぐさま立ち上がるが、マルタは目の前にまで来ていた。

　拳こぶしが。

　停とまった。

「…………！」

　眼前の、絶ぜつ妙みような位置に突つきだされた腕うでを反射的に摑つかんでしまったウルスラは、目に見えて狼ろう狽ばいを顔にだした。この形は彼かの女じよも知っていたのだ。

　そしてそのまま、彼かの女じよ自じ身しんが飛とびこんだかのように顔から地面にぶつかった。

　降神術の効果が継けい続ぞくしているのか、顔に傷一つ入らないが明らかに意識が一いつ瞬しゆん飛んだ。

「それそれ」

　ヘルメスは腰こしに手をあてて喜んだ。

「反射行動を利する技術というのはこちらにも幾いくつかあるが、そこまでのものは見ないね。咄とつ嗟さに人間がしてしまう行こう為いを知ち悉しつしているかのようだ。その技わざを創りだした人は、よほどに人間相手の実験をしたのだろうね。あるいは、何十代にもわたって研けん鑽さんを積んだものなのかな」

　どちらにしても大したものだ、と本気で感心しているようだ。

　こんな技わざなど児じ戯ぎに見えるほどに世界を変容させてしまう魔ま術じゆつの持ち主であるが、自分らの見つけだしたそれとはまったく別の理り屈くつでこんなことをなしえてしまうということには、素す直なおに敬服している。

「いやいや、勉強になる。この仕組み、理論化できれば魔ま導どうもまた一歩進むだろう」

　それにしても、これより上ってのはどんなだろうねえ……とヘルメスは言った。

　やはり何かの魔ま術じゆつで身体強化していたのかも、と呟つぶやいた。

「………………」

　ウルスラは無言で立ち上がった。

　マルタは今度はそれを見送って、また腕うでをつきだした。

　ウルスラは無言でそれを摑つかみ、咄とつ嗟さに膝ひざを緩ゆるめて腰こしを落とし──膝ひざから崩くずれ落おちる。

　手はマルタの腕うでを摑つかんだままだ。

　ウルスラの身体からだに光が宿った。

　しかし、マルタの身体からだはびくともしなかった。




「…………剣匠マエストロ、少しだけ時間を稼かせいで」

　翻ほん弄ろうされるウルスラを見ていたファウスタであるが、やがて何か覚かく悟ごを決めてそう言った。

「時間か──まあ、向こうが本気ださないうちは少しは稼かせげるだろうが……なんとかなる魔ま法ほうなのか？」

「解わかんないけど、これ以上の術は使えない。これが駄だ目めならもう全部駄だ目め」

「ふん──ウルスラに使ったことは？」

「ある……けど、多分、半分だけ」

（半分？）

　その言い方が気になったが、アルナルドは詳しよう細さいは聞かなかった。

　双そう剣けんを構えると、ジリジリとオメガへと向かっていく。

　オメガと言われる魔ま導どう兵士は、何やら興味深そうに彼かれの構えを見ていたが、突とつ然ぜんに短たん剣けんを取りだして自分の衣い装しようを切きり裂さきだしたファウスタを見て目を細めた。

　そして、女おんな魔ま術じゆつ師しの手にある瓶びんを見ると「ほう！」と感心したように声を上げる。

「『魔ま女じよの軟なん膏こう』か──そして、それはなんの真似まねだ？」

「こう、よ」

　ファウスタは掌てのひらに短たん剣けんで浅い傷をつけ、瓶びんの中から『魔ま女じよの軟なん膏こう』を全てその上に零こぼし、両手を合わせる。

　血の赤が混ざった粘ねん液えきを掌てのひらにこすりあわせるようにすると、両手で自分の身体からだに文字と記号を書かきこんでいく。

（何をしてる？）

　アルナルドは背後で何が起きているのかよく解わからない。服を切る音はしたが、それだけでは何が起きているのかを察することは不可能だ。

　ただ、濃のう厚こうな──かつて感じたことのないほどの魔ま術じゆつの匂においがした。

　ファウスタは何か大規模な魔ま術じゆつを仕し掛かけようとしていることだけは理解できる。

「『魔ま女じよの軟なん膏こう』を塗ぬりたくることによる降神術か。由ゆい緒しよ正ただしく古ふる臭くさい魔ま術じゆつだな。ヘルメスも結局は古来よりの方法が一番の近道と判断したが……しかし、その方法は知らないな。よもや、君が創ったものか」

「魔ま術じゆつ戦せんは古来、対たい抗こう戦術創作の応おう酬しゆう──魔ま導どうの技わざとてその軛くびきを逃のがれられると思うな！」

　ファウスタの声に押おされるようにしてアルナルドが動いたのは、オメガもまた動いたからだ。

　まっすぐに進み、真正面からアルナルドを迎むかえ撃うち、あるいは振ふり払はらい、直接に叩たたくつもりだと知れたからだ。

（こいつが動くということは、ファウスタの使うのがヤバイ証しよう拠こだ）

　それは解わかっていた。

　このオメガという男、二人ふたりの攻こう撃げきを立ったままで軽く凌しのいでいたのだが、時折ファウスタが大規模な魔ま術じゆつを使おうとすると直接に動いて魔ま術じゆつの構築を破ろうとする。それはその魔ま術じゆつが効くというわけではなく、ウルスラとマルタの戦たたかいを邪じや魔まさせないという意図によるものだとは気づいていた。

　性能試験とやらに助勢されるのは、好ましくないらしい。

　アルナルドの背後でファウスタの魔ま術じゆつの匂においがより強くなる。

　彼かれは見てないのだが、ファウスタは全身から汗あせを流し、震ふるえ、踊おどりながら呪じゆ文もんを唱えていた。それはあまりにも扇せん情じよう的てきで淫いん靡びであった。時折に漏もれる声は閨ねやの中の快絶の叫さけびに似ていた。　降こう魔ま術じゆつ──降神術と共に古くから伝わるものであるが、本質的に大差はないとされる。

　ヘルメスが改良したものは被ひ術じゆつ者しやの身体からだをより神かそれに近い者に変化させる術を併へい用ようすることによって、宿る神との相そう似じ率りつを高めるというものだ。

　この発想を古来の魔ま術じゆつ師しが抱いだかなかったのは、神しん霊れいに対する畏い怖ふともつかぬものをやはり魔ま術じゆつ師したちも持っていたからに他ならず、瀆とく神しんの暴挙をこそ旨むねとするヘルメスならではのものと言えた。

　ファウスタのそれは、ヘルメスの発想に近い。

　身体からだを、神ではなく、宿る悪あく魔まに近づける。

　魔ま女じよ王おうの名にふさわしい背徳の技わざだ。

　魔ま導どう師しと魔ま術じゆつ師しは本来同質の存在だ。ならば使う術も別のものではない。ゆえに辿たどりつくところが同様のものであったとしても不思議ではなかろう。

　ファウスタにあってヘルメスになかったのは敬神の畏い怖ふであり、ヘルメスになくファウスタにあったのは背徳への恐きよう怖ふであった。

　神を畏おそれることがないからこそ神を貶おとしめ、悪あく魔まを恐おそれるからこそ悪あく魔まへの憧どう憬けいは深まるのだ。

　果たして彼かの女じよがその身に召しよう喚かんした魔ま性しようとは何者であったのか。

　アルナルドは剣けんを振ふりながら、背後に高まりつつある脅きよう威いに背を震ふるわせ──

　しかし。

（これだと、ウルスラにも届かないぞ？）

　ということに気づいていた。

　ウルスラとかつて戦ったことがあるアルナルドには、肌はだ感覚として脅きよう威いの度合いが解わかる。ファウスタが何をしようとしているのかは解わからないが、何か強力なモノになろうとしているのか、呼びだそうとしているのか、とにかく強い力を感じさせた。それでもなおウルスラにも届かないということが解わかっていた。

　元より、これはかつてウルスラに使い、しかし敗れた術と言っていたのではないか。

　ヘルメスと同様の発想に至ったとしても、やはり格が違ちがうのである。

　ヘルメスの編みだしたそれと比べて、ファウスタの変化の精度は低い。従来のその術に比するのならば恐おそるべきものであったが、それでもなおヘルメスのそれには届かない。

　それでも。

　ファウスタは届かないのを承知でやったのである。

　ウルスラに使わなかったというもう半分という言葉もある。

　アルナルドは覚かく悟ごを決めた。

　双そう剣けんの軌き跡せきは踊おどるよう。

　仮に当たったとしてオメガの皮ひ膚ふが傷つくかも疑問であったが、アルナルドは動き続けた。

　オメガの重心の動きから続いての行動を読み取り、切っ先を向けて牽けん制せいし、脛すねに踵かかとを撃うちこみ、肩かたから体当たりをぶちかました。

　さすがに打たれたことには顔をしかめたオメガであったが、落ち着いて動こうとして──

　アルナルドは双そう剣けんを顔に向けた。

　目を狙ねらう。

　慌あわてて下がったのは、やはり生物として反射的に顔を、なかでも目を狙ねらわれるということを嫌きらったようだった。

　相手の反射行動を利して戦たたかう技わざは、アルナルドの剣けん術じゆつにもある。

（いけるか）

　目を狙ねらい、大きく屈かがみ、跳ちよう躍やくし、剣けんを振ふる。

　それは彼かれの人生の中で蓄ちく積せきされた剣けん術じゆつの集大成。

　切れぬ相手を切れずして動きを封ふうずる──殺さずの剣けん技ぎ。

　オメガがついにいらつきに腕うでを上げた時。




「来たれ」




　ファウスタの術が完成した。




　竜りゆうがいた。




「アルナルド、下がって！」

（言われなくても！）

　咄とつ嗟さに動いていた。

　なぜならば、影かげがさしたからだ。

　アルナルドのいるところに、何か巨きよ大だいなものが現れたということの証明だ。そして彼かれがそこですぐにも動けたのは、それこそ彼かれが一流の戦士であり経験豊富な戦場の男であったことの証明だろう。

「こいつは……！」

　闘とう技ぎ場じようの端はしにまで慌あわてて駆かけていったアルナルドであるが、ファウスタが呼びだしたものを見て言葉を失った。

　竜りゆう。

　その存在は知っている。

　古くから伝わる怪かい物ぶつ。

　小さな個体ならば、見たことがないわけでもない。

　戦場に竜りゆうを連れてくる魔ま術じゆつ師しもいないでもないのだ。

　しかし、こいつは違ちがう。

　こいつはまったくの、文字どおりの格別だ。

　これほどに巨きよ大だいで、これほどに強力な存在感を持つモノは初めて見た。

「凄すごいな！　異教の女め神がみを召しよう喚かんすることによって、一時的に竜りゆうを喚かん起きする権能を得たのか！」

　ヘルメスがさすがに声を上げた。

　それが喜びに満ちていたものであったのが癇かんに障さわったのか、ファウスタが眉まゆをひそめ。

　命じた。

「吼ほえよ」

　と。

　竜りゆうの息い吹ぶきがどのような効果をもたらすのか、多くの伝説では灼しやく熱ねつの炎ほのおであったり死の吹雪ふぶきであったりしたが、この竜りゆうは「火」であった。

「────む」

　オメガが立ちはだかったのは、さすがにこの竜りゆうの脅きよう威いを察知したからであった。

　太陽が地上に顕けん現げんしたかのような光こう輝きを発して火を防いだ。

　それはまさに神話の再現のようだ。

　だが、続いてのファウスタの言葉は非情であった。

「潰つぶせ」

　巨きよ竜りゆうは脚あしを上げ。

　オメガを踏ふみ潰つぶした。

　ファウスタはそれを見て頷うなずき。

　倒たおれているウルスラと、マルタを見た。

　唇くちびるを嚙かみ締しめる。




「ウルスラを壊こわしていいのは、私だけだ！」




　その叫さけびに、どうしてかマルタの眉まゆが微かすかに歪ゆがんだ。

　竜りゆうの首が大きくもたげ、再び火の息い吹ぶきがマルタを襲おそう。

　オメガは真正面から防いだが、マルタは跳ちよう躍やくして躱かわした。

　そして。

　空中で軽くとんぼを切ると、そのまま竜りゆうの上へと着地する。




　信じ難がたいことが起きた。




　竜りゆうは首をマルタの脚あしの下に押おさえつけられ、地に縫ぬい付つけられたのだ。

「なにこれ……！」

　ファウスタが叫さけんだのは、その光景があまりにも理り不ふ尽じんに見えたからであったに違ちがいない。

「…………」

　アルナルドに至っては、言葉もない。

　裸ら体たいの少女が足あし下もとに巨きよ大だいな竜りゆうを踏ふみにじっている──それはあまりにも理り不ふ尽じんで不条理で非常識で、バカバカしくさえあった。

　そしてマルタは首の上でもう片方の脚あしを大きく上げ、踏ふんだ。

　竜りゆうの首はそれだけで潰つぶれて千切れた。次の瞬しゆん間かんに光の粒つぶになって散らばった。

「残念だねえ」

　ヘルメスは言う。

「長なが靴ぐつ半島ではあまり知られてないマイナーな伝説なんだが、聖女マルタには竜りゆう蛇じや折しやく伏ぶくの逸いつ話わがあるんだよ」

「そんなこと……」

　聖典には記されていない、とファウスタは言った。

「そうだよ。しかし聖人の物語とはそういうものだよ。聖典にない伝承があり、権能が世に示されている。記述を解かい釈しやくし、膨ふくらませ、新たなる奇き跡せきを生みだす──それこそ魔ま術じゆつのあり方だ」

　ならば、人の世の物語とは全てが魔ま術じゆつであるのかもしれない。

「くっ」

　ファウスタがまっすぐにマルタに向かったのは、何か勝算があってのものではなかったろう。

　手に持っていた短たん剣けんを振ふり回まわしたが、そこには術も技わざもない。

　マルタはそれを軽くさばき、組くみ伏ふせ──ずに、蹴けり飛ばす。

　ウルスラの倒れている傍にまで転がったファウスタは、這いずるようにしてうつ伏せになっているウルスラの耳元にまで身体を寄せ、何かを囁きかけた。

　そして、渾身の力で立ち上がり、大きく腕を広げた。

　マルタがファウスタへと向かおうとして立ち止まったのは、それに何を感じたのだろうか。

（これは…………）

　先日に聞いたばかりだ。

　ファウスタは仲間をかばい、腕うでを広げてウルスラの前に立ちはだかった。

　それの再現であった。

　かつて自分と戦ったものを守るために。ファウスタはそうしたのである。

　ウルスラはそのまま見み逃のがした。

　マルタは──

　立たち尽つくしていたが。

　やがて、片手を上げた。

　そこに白い光が宿っていた。

「やめろ！」

　アルナルドは剣けんを投げた。

　それに反応したのか、マルタはアルナルドへと顔を向けて投とう擲てきされた剣けんを撃うち落おとした。

　その隙すきにアルナルドはファウスタとウルスラの元へと駆かけ寄よっていた。

　どうにかして助けないといけないのは、今はこの二人ふたりだ。マルタは今の彼かれではどうにもならない。自分に何ができるのかと思ったが、脚あしは止まらなかった。

　果たしてウルスラは呼吸を繰くり返かえすだけで声もなかったが、手を摑つかむと握にぎり返して、彼かれの身体からだにしがみつくようにして立ち上がろうとする。

「無理すんな」

　鎧よろいが少し重いな、と思ったがこの型のはどう外したものかと思う。

　マルタはこちらの様子を眺ながめているが、何もしてこない。

　今のマルタがどういう認にん識しきでいるのかは不明だが、半死半生のウルスラと魔ま術じゆつを絞しぼり尽つくしているファウスタと、身体からだは動くが有効打を持ちえていないアルナルド──この三人ではどうあがこうと勝てる相手ではない。ヘルメスだっている。

　このまま見捨てて逃にげた方がよい、と心の奥おく底そこから囁ささやく声がした。

　かつての敵たちだろうと。

（ああ、そうだな）

　アルナルドはそう思う。

　思いながらウルスラの肩かたを支える。

　この女には仲間を殺された。目の前でウルスラに胸を貫つらぬかれた女おんな騎き士しには、一度だけ口説こうとして振ふられたことがあった。怒おこった顔をしたらとても可愛かわいかった。顔を握にぎりつぶされたのは彼かれの従士で、剣けんを教えていた。いつか一いつ緒しよに放ほう浪ろうの旅にでようと物語の騎き士しの話に憧あこがれていた。顔の半分を消し飛ばされたのは兄あに弟で子しで、かつて彼かれをかばって命を救ってくれたことがあった。寡か黙もくな人で、結局は借りを返せないままだった。

　ファウスタには直接の恨うらみはないが、その母は暗殺の名人だった。路地裏で、宮きゆう廷ていで、戦場で、何処どこからともなく入はいりこんで魔ま術じゆつと短たん剣けんで多くの命を奪うばっていた。その中には彼かれに子供じみた憧あこがれの恋こい文ぶみを送ったりしてた、幼いお姫ひめ様がいた。

（それがどうした）

　恨うらみを数えだすと、きりがない。

　彼かれ自じ身しんも、きっと誰だれかにとっての仇あだなのだ。何十もの命を奪うばってきた。その中には恋こい人びとがいた者も、娘むすめがいた者だって、いたかもしれない。きっと、いただろう。ずっと以前に二度目の戦場で年の変わらない若い女と斬きりあったことがある。彼かの女じよが最後に口にした言葉は、多分、大切な誰だれかの名前だったに違ちがいない。

（それがどうした）

　それらの屍しかばねを踏ふみ越こえて、戦場を駆かけ抜ぬけて、死地を乗のり越こえて、今自分たちはここにいる。

　ウルスラは信しん仰こうに救いを求めた。

　ファウスタは壊こわれた自分をもてあましていた。

　アルナルドは、戦場にも居場所がなくなってこんなところまで流れてきた。

（俺おれたちはどいつもこいつも、死後に地じ獄ごくか、よくて煉れん獄ごく行きの屑くずたちだ）

　だけど。

　だけどだけどだけど。

　多くの命を奪うばってきたけど──ここで、こいつらを見捨てるのは違ちがう。

　違ちがうと思う。

　何が違ちがうのか。

　何を違ちがうというのか。

　それは解わからない。

　ただ、違ちがうと思う。

　アルナルドは剣けんだけしか能がなくて、学もたいしてないが、それでも思う。ここでこいつらを見捨てたら、逃にげだしたら、それは何か自分の中にある決して裏切ってはいけないものに対する裏切りになってしまう。それはきっと、神様に言われるまでもなく絶対にしてはいけないことなのだと。

「頑がん張ばるね」

　ヘルメスの声は、どこか平板に響ひびく。

「君みたいな者を、何度も見たよ。何処どこにもいたよ」

　けど、と続けた。

「だけど、だけど、みんな死んだ。それはそれでいいのだろう。君たちはきっと、救われたいのだろうね。誰だれかを救うことで、救われたいのだろうね。見捨てたら、魂たましいが死ぬと思っているのだろうね」

　だけど、と継ついだ。




「魂たましいも霊れいも神も何もかも、噓うそっぱちだ」




「神も悪あく魔まも実在しない」




「実在した証しよう拠こがない」




「想像された物語が神なるものを作りだす──」




　知ってるかい？




「ウルスラという聖女だけど、最近の研究だと実在しなかったんだよ」




　と告げた。

　実在しないにもかかわらず、その存在は確固たるもののように魔ま術じゆつで創りだすことができる。

　ヘルメスは言った。

「この世界に神は実在しない。神のようなものを存在させる何かがある。その摂せつ理りを見つけだし、分ぶん析せきし、やがてこの世界を創りだしたものを見つけだす──それが僕ぼくの目的だ。ああ、認知派グノウシスの連中みたいな創造主を悪なるものと考えているわけじゃないんだが──」

　言葉を止めたのは、ウルスラが自ら動いたのを見たからだ。自らアルナルドの肩かたを押おし、離はなれ、ふらつく脚あしに力を入れてヘルメスを睨にらみつける。




「──いい加減にしてくれませんか」




　子供じみたことをいつまでも。

　侮ぶ蔑べつしたかのように、吐はき捨すてた。

「あなたの妄もう想そうにつきあうのはもうたくさんです。マルタを解放しなさい」

（お前、本気で人の話聞かないんだな）

　アルナルドは苦く笑しようした。この実在しないという聖女の名前を持つ修道女は、ヘルメスの言葉など聞く耳持たぬとばかりに自分の要求をする。

「妄もう想そうって言われても……」

　ヘルメスは戸と惑まどっているようだった。ここまで否定されても怒おこりださないあたりは寛かん容ようなのか、あるいはウルスラにこんな風に言われるだなんて思ってもいなかったに違ちがいない。

　ウルスラはずっと腕うでを広げたままのファウスタを見て、後ろから抱だきしめた。

　そして耳元で何かを囁ささやく。

　ファウスタの身体からだから力が抜ぬけた。

　膝ひざから崩くずれ落おちかけようとした彼かの女じよをウルスラは支え、アルナルドへと手て渡わたす。

　そして。

　マルタへと歩み寄る。

「もしかしたら」

　鎧の縁に指をかけて、いつかのように破り捨てる。

「あなたの言うとおりに、霊れいも魂たましいも実在しないかもしれない」

　篭手を紙細工のように毟り取る。

「あるいは、神さえもいないかもしれない」

　鎖帷子などボロ布のようだ。

「しかし」

　立ち止まる。

「あなたの観測が正しくて、あなたの推測が正しいとしても──それは、あなたの物語だ」

「────」

　ヘルメスが口を閉ざしたのは、どうしてなのか。

　彼かの女じよ自じ身しんにも解わからなかったに違ちがいない。

「あなたの観測さえ超こえたところに神がおられるかもしれない。あなたの推測など及およばないところに神はおられるかもしれない」

「それはただの不可知論──」

「それに、」

　ウルスラは言った。顔をそらした先には、アルナルドと、その腕の中に抱かれたファウスタがいた。仲間の仇かたきであるはずの彼女を救うために、命をかけてまでここに来てくれた人たち。




「仮に神はいなくとも、愛はあります」




「は？」

　ヘルメスが間の抜ぬけた声を上げたのと同時に──

　マルタがウルスラの前に現れた。恐おそるべき速度であった。

　ウルスラは腕うでを上げる。




　マルタが手刀を振ふり下ろしたと同時に、背中から石いし畳だたみの上に落ちた。




（何が起きた？）

　アルナルドにしてさえも、マルタの腕うでが動いた程度にしか認にん識しきされなかった。それだけで聖人の力を持つはずの少女が──恐おそらくは投げられた。

　勢いのままに背中から落ち、石の床ゆかが砕くだけたが、マルタはしかし健在であった。

　立ち上がり、掌てのひらをウルスラの前にかざす。相手の反射を誘さそい、摑つかませてから力を制せい御ぎよして投げにつなげるという技わざだ。知っていたとしても反応してしまう機の選び方、腕うでのだし方がこの術の妙みよう味みであった。

　ウルスラは一いつ歩ぽ引ひき、差しだしたマルタの手に自分の手を合わせた。

「────？」

　膝ひざから崩くずれ落おちたマルタの顔に疑ぎ問もん符ふが浮うかぶ。

　今の彼かの女じよがどういう風に認にん識しきしているのかは解わからない。解わからないが、困こん惑わくしているのはアルナルドにも充じゆう分ぶんに解わかった。

（そりゃ戸と惑まどうだろう）

　そう思う。

　だってウルスラは。




　笑っていたのだ。




　微笑ほほえんで、マルタを見ている。

　愛おしげに。

　一挙一動を見守っている。

「ああ…………」

　なんだか、腑ふに落ちた。

　アルナルドはつい数刻前に聞いたのだ。武の行き着く処ところは愛であると。アルナルドには何を言っているのか解わからなかった。ウルスラもよく解わかってなかった。ただ、なんとなく、今は解わかる。

　ウルスラの身体からだには、漲みなぎるものがない。

　かつて満ちていた擬ぎ似じ聖人の力は、もうすでに彼かの女じよの身体からだから抜ぬけ落おちてしまったのだろう。

　だが、そこには余分なものがない──代わりに、何かに満たされているものがあると感じた。




　ウルスラは、愛を得たのだ。




　その愛はなんの愛なのか、師し弟ていの愛か、姉し妹まいの愛か。あるいは。

　ただただ、無む償しようの愛なのか──

　アルナルドにはそれが解わからない。

　だが、解わかる。

（そうか。まだ不完全だったのか。人の愛を受けて、愛したいと望み──）

　ようやく、神の、人の、本当の愛が解るのだ。

　ウルスラはマルタを愛することによって、全てを把は握あくしているのだ。

　その動きも、その技わざも、その心さえも──

　相手を見つめ続けて次の動きを読み取り、動きを制する──ことは、アルナルドもできた。

　ウルスラのそれは、そういうのとも違って見えた。

　それはまるで、神の無限の愛の如く、全てを受け入れ──

「羨うらやましい……」

　アルナルドの腕うでの中で、ファウスタが呟つぶやいた。

「そりゃどういう意味だ」

「それは──どうでもいいじゃない」

　ファウスタはぷいと顔を逸そらした。野や暮ぼなことを聞いたなとアルナルドも思った。

「いや、俺おれもなんか、解わかるよ」

　ウルスラとマルタの動きは、やがてお互たがいが技わざを掛かけあうものとなった。マルタの仕し掛かけをウルスラは捌さばき、ウルスラの技わざをマルタは躱かわし。

　二人ふたりはやがて、お互たがいに腕うでをだし、腕うでを取っていた。

　ウルスラの右手をマルタは左手で握にぎりしめ、マルタの右手をウルスラの左手が摑つかんでいた。




　二人ふたりの静止は永えい劫ごうであるかのように続き、あるいは一いつ瞬しゆんで終わった。




　ウルスラは摑つかまれた右手を前にだしながらマルタの左側に進んだ。

　それで終わった。

　マルタは倒たおれて、そのまま起き上がってこなかった。

　ただ、ぽつりと。

「ウルスラは強いねえ」

　と言ったのが聞こえた。

　さてと……と、言ってから、ウルスラはしかし、あらぬ方向へと目を向けた。

「どうした？」

　不ふ審しんげにそちらを見たアルナルドであるが、そこには竜りゆうが踏ふみ抜ぬいた足あし跡あとがあるだけだった。

　いや。

　立ち上がり、這はいでる者がいた。

　オメガ。

　腰こしに布を巻いただけの姿で立ち上がり、こちらに向かってくる。

「やはり、アルファですか」

「久しいな、ウルスラ」

　二人ふたりは向かいあい、言う。

　アルファ──それは、ウルスラが言っていたヘルメスのかつての助手の名前ではなかったか。

　しかし男の名前はオメガである。少なくとも、ヘルメスはそう呼んでいて、彼かれもまたそれを肯こう定ていしていたはずだ。

「アルファにしてオメガ……瀆とく神しんの業わざはまだ続けていくつもりですか」

「そう言うな、ウルスラ。ヘルメスは愚おろかだが、俺おれにとってもお前にとっても恩人だろう？」

　こんな力をくれた。

　恩人。

　確かに、オメガの力も、かつてウルスラが使っていた力も並外れていたものだ。一人ひとりで戦場を蹂じゆう躙りんし、国を護まもり、戦争に勝つことができた力だ。それを与あたえたというのならば恩人であるといっても過言ではない。

　ウルスラは微笑ほほえんだままで首を振ふった。

「最初の魔ま導どう兵士であるからアルファ──オメガを名乗るということは、最後の魔ま導どう兵士となったということですか？」

「そういうことだ。俺おれはかの救世主との相そう似じ率りつを理論上最大値まで高めている。この世界での最高にして最強の概がい念ねんの力の具現だ。やわか聖女の紛まがい物ものなど比ひ較かくにならんぞ。お前の体術とても通じぬ」

　それは──

　そうなのだろう。

　竜りゆうの息い吹ぶきを受け、脚あしに踏ふみ潰つぶされてなお平然としてる。それだけでウルスラの技わざなど何も役にたたないということの証明だ。

　どれほどの打だ撃げきも、この男には通らない。

「私は、かつて貴方あなたに憧あこがれていました」

　ウルスラは言う。

「ただひたすら、力を求め、魔ま導どうの最前線に率そつ先せんして被ひ験けん体たいとなり、その身を改造し続けた。それだけに飽あきたらず、ひたすらに鍛たん錬れんも重ねていた。驕おごることもなく、弛ゆるむこともなく、究極の存在になることを夢見ている、そんな貴方あなたに憧あこがれていたのです」

「ああ」

「究極にして至高──誰だれをも傷つけることもなく、誰だれをも救える、そんな存在になろうとしている貴方あなたに」

「ああそうだ、そして遂ついに至ったぞ、ウルスラ」

　ウルスラは瞼まぶたを伏ふせた。

　オメガはそれをどう受け止めたのか。

　腕うでを伸のばした。

　次の瞬しゆん間かん、オメガの身体からだが宙に舞まっていた。

「──────なんだ？」

　何があったのか。

　ウルスラが何をしたのか、アルナルドをして解わからなかった。

　腕うでを摑つかんだのか、足あし払ばらいをしたのか。

　解わからない。




　それは、まるで魔ま法ほうのような。




「見事──だが、通じないと言ったぞ！」

　立ち上がったオメガが全身から光こう輝きを放ち──だが、急激に光は失うせた。




　ウルスラは両手を広げていた。
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　ただ、腕うでを広げていた。

　ただ、立たち尽つくして。

　それだけの姿勢で、それだけで、オメガなどが今まで使っていた光こう輝きなどは霞かすんで見えた。太陽の前にさらけだされた蠟ろう燭そくの光のようだった。

　あまりにも眩まぶしく、あまりにも尊い──それは。

（あれは……）

　アルナルドは思う。

　あの姿は、今までに何度となく礼拝所で見上げた聖者のものだ。此この世よの諸もろ人びとの罪を全て背負われた方の、あまりにも尊い最さい期ごの姿だ。

　ウルスラの左右の掌てのひらから血の雫しずくが落ちた。

「聖せい痕こん……だと……？」

　ヘルメスの声は狼ろう狽ばいに満ちている。

　此この世よに神はいないはずだった。

　だから、奇き跡せきなどはただの魔ま術じゆつの一つにしかすぎない。

　それが正しいはずだったのに。

　なんの魔術も使ってない、いもしない聖女に改造されたはずの彼女が──

　今、ウルスラは何よりも──オメガよりも救世主に似ていた。

「ウルスラ、お前……」

　アルナルドは思う。

　あの聖者の姿を視みるたびに思っていたこと。

　あの両手を広げていたお姿は、他の何かに似ていると。




　あれは──誰だれかを抱だきしめようとしているような、……




　ウルスラはオメガを抱だきしめて。

　オメガは声なき声を上げ、両りよう膝ひざから崩くずれ落おちる。

　いつの間にかファウスタはアルナルドの腕うでの中から離はなれて跪ひざまずいている。

　後ろ姿しか見えないが、アルナルドには解わかる。手を組んで彼かの女じよは祈いのりを捧ささげているのだと。




　────全ては、終わった。




「──やっぱり、けじめはつけないと駄だ目めですね」

　しばらくして、何か憑つき物ものが落ちたかのような、だけどいつものように聖女のように微笑ほほえんでいるウルスラが、ヘルメスの前に歩み寄っていった。

「あ」

　とアルナルドは次に何が起きるのか解わかった。これほどに確実な予想はなかった。

　きっと、愛がなくったって解わかる。

「え」

　とヘルメス。




　大きく拳こぶしを振り上げて──

　とりあえず、ウルスラはヘルメスをぶん殴なぐった。













　　　エピローグ







「それで結局、どうなったんですか、剣匠マエストロ？」

「どうって────」

　アルナルドはカフェの席に座すわっていた。テーブルにはいつも愛飲している珈琲コーヒーが湯気を立てていた。

　あの日の戦たたかいから、もう一週間経たっていた。

「あとは、まあ、ヘルメスはこの街を離はなれた」

　ウルスラにぶん殴なぐられてもこぶ一つ残らなかったのはさすがであったが、自分の理解を超こえたことが連続して起きたことにはたいそう混乱しているらしい。

　ウルスラに言われるままに話を通し、今後この街にウルスラを狙ねらうものがいなくなるように手配をしてから、こちらもやはり何か憑つき物ものが落ちたような顔のオメガを連れて出て行った。

「魔ま導どうの開祖って話なんだがなあ……このままだと、どうなるものかね」

　そんなに、今の流れが変わるとも思えない。

　魔ま術じゆつが魔ま導どうに取って代わられるのは時間の問題だし、恐おそらくは遠からず新大陸にもその波はやってくるだろう。

　その時には、社会の構造そのものまでも変わってしまうかもしれない。

　神も悪あく魔まもただの力と考える魔ま導どうの考え、思想までもが世界に浸しん透とうしていくのかもしれない。

　ヘルメスは創始者で第一人者であったが、魔ま導どうはすでに彼かの女じよの手からも離はなれている。弟で子したちと技術は長なが靴ぐつ半島を飛びだしているに違ちがいなく、やがて来る新しい戦争のために各国で争そう奪だつ戦せんになっていることだろう。

（できることなら、そういうのに巻まきこまれたくないがなあ）

　それこそ、解わからない。先のことは解わからない。

　三年前の自分は、三年後のことなんか考えなかった。解わからなかったのではなくて、考えても仕方がないことだと思っていたからだ。

　どうせ、何処どこかの戦場にいるのだろうと。

（そんなことはなかったがな）

　今いるのは新大陸の港町で、カフェで安物の珈琲コーヒーなんかすすっている。

　今から三年後だと、何処どこで何をしているのかなど検討もつかない。

　それこそ、神のみぞ知る、だ。

「…………ま、先のことはおいといて、今日きようのことだけど──」

「はい。剣匠マエストロに回せるようなお仕事は、ありません」

　事務員は、笑え顔がおですらあった。

「マジかよ……」

「保護観察の仕事がなくなったのは、つくづく惜おしいですね」

「仕方ないだろ、そりゃ」

　ファウスタは洗礼を受けた。修道院の下女から、修道女になった。修道会はファウスタの身み柄がらを正式に預かることに決めて、彼かの女じよの抱かかえている賠ばい償しよう金きんなどを引き受けた。

　それによって、アルナルドの保護観察の仕事も自動的になくなったわけである。

「しかし、あのファウスタがなあ……」

　闘とう技ぎ場じようはあの日の戦せん闘とうでかなり破損した。その賠ばい償しよう金きんは竜りゆうを呼んだファウスタに大方がふりかかった。彼かの女じよの支し払はらわなければならない金額は膨ぼう大だいなものになった。

『……もう、他に選せん択たく肢しはないから』

　ファウスタはそんなことを零こぼしていた。修道会が借金を肩かた代がわりしてくれるという申し出を受ける他はないのだと。

（仕方ない、どうしようもなかったから──そう、あいつは言ってるが……）

　アルナルドは、先日に修道院でウルスラの後をついて行く元もと魔ま術じゆつ師しの姿を思いだす。

　笑っていた。

　それこそ、年とし頃ごろの娘むすめのように。

「新しい生き方、見つけちまったか……」

　年下の少女に置いてかれた気分だった。

　アルナルドは席から立つ。

「お帰りですか？」

「ああ、またな」

　そう言って、彼かれは『赤あか熊ぐま団だん』のカフェから立ち去った。




　　　◆　◆　◆




「あ、こんにちは剣匠マエストロ」

　ほどなくマルタと鉢はち合わせした。どうやら『赤あか熊ぐま団だん』のところに行く途と中ちゆうだったらしい。

　自分はそこから帰るところだった。

　だから、立ち話もそんなにできない。

　軽く挨あい拶さつを交かわして、ちょっと近きん況きようを報告しあって、その程度だ。

　ただ、

「最近、何かつかめた気がするんだ」

「ほう」

「あの人造聖人とかになってた時のこと、ぼんやりとしか思いだせないけど、その時に何かつかめた感じがする」

「そういうこともあるのか」

　マルタは拳こぶしを突つきだす。

　しゅっと空気を裂さく音がした。拳けん闘とうの突つきだ。これはアルナルドが教えた。請こわれて、特に断る理由もないので適当に教えたのであるが、随ずい分ぶんと短期間で堂に入っている。金とればよかったかな、とぼんやりと思う。

「剣匠マエストロ、私、強くなるよ」

「ほう、まあ、今でもそれなりに強いぞ、お前」

「まだ足りない。もっと、もっと……ウルスラより、もっともっと強くなる！」

「そいつは大きくでたな」

「剣匠マエストロ、なんで笑うのさ！」

　つい微笑ほほえんでしまったアルナルドに、マルタは頰ほおを膨ふくらませて抗こう議ぎの声を上げた。

「いや、まあ、大変だがな。頑がん張ばれ」

「──剣匠マエストロは、もう強くなりたいとか思わないわけ？」

　急に話題を変えられた。アルナルドは少し困こん惑わくしたが、マルタの顔は真しん剣けんだった。

「剣匠マエストロ、強くなるためにいっぱい鍛きたえて強くなって、それでこんなに強くなってさ、それは凄すごいけど、これ以上は強くなれないと思ってる？」

（それは────）

　どう答えたものか、アルナルドは考える。そもそも、どうしてマルタはこんなことを聞いてくるのか。そう思って見返すと、少女の目には不安があった。もしかしたら、強くなるのは人によって限界があるのかもしれないと。自分では、どう鍛きたえてもウルスラより強くなれないのかもしれないと。そんな、未来へ対する不安だ。

（さて、どう答えたものか──）

　腕うでを組んで、思案して。

「まあ、なんだ、あいつより強くなれるかどうかは知らんが──あいつより強くなっても、勝てるかどうかは解わからんな」

「そうなの？」

　あいつが人造聖人などに勝ったのは、あいつが、ウルスラがより強かったわけではないしな。

　そういうと、マルタが目を丸くした。

「強くないのに、勝てるの？」

「強いから勝つんじゃないさ」




「勝つのは、きっと愛なんだろう」













　　　あとがき。







『ご近所の殴なぐりクレリック』です。

　よろしくお願いします。

　毎度のことですが、だいたい三行であとがきで書くことなんて終わってしまいますな。




　はじめまして、あるいはお久しぶりです。奇き水すいです。

　このたびは今作『ご近所の殴なぐりクレリック』をお買い上げいただきありがとうございます。

　この作品は「殴なぐりクレリックって知ってる？」と担当様に言われたところから始まりました。

「なんですそれ？」

「ゲームで使われているスラングみたいな……クレリックなのに物理で殴なぐってばかりという」

「なるほど。次はＭＭＯものですか」

「異世界ファンタジーでもどっちでもいいんですが」

「そういうのなら腹案があるんですよ。異世界風のＭＭＯで心形刀流を使う主人公が──」

「……どうしてもそこで伝統武術にいってしまうんですね……」

「西洋の武術がいいですかね？　システマとか、エスクリマとか」

「エスクリマはフィリピン武術でしょ……」

「舞ぶ台たいを現実にして、ヘヴィファイトに青春を燃やす美少女百合とか」

「それは『少女騎士団×ナイトテイル』──殴なぐりクレリックの話なんですけど！」

「殴なぐりクレリック……殴なぐる、クレリック……？　それはつまり、僧そう侶りよにして武ぶ闘とう家か、つまりモンク。極きよく鋼こう聖せい拳けん百二十段じゃ！　みたいな」

「なんですそれ……？」

「────」

「殴なぐりクレリックというのはですねえ……」

「僧そう兵へいの話なら、腹案があるんですよ。お釈しや迦か様は実は武術の達人でして、彼が習得していた武術を継けい承しようしていた女子のみのサンガがあった、と。その技は打ぶつ法ぽうとして現在にまで継承されているという──」

「アホでいいと思いますけど、なんでも伝統武術にするんですね……」

　──という感じでできたのが今作です。途と中ちゆうは省いたし最初以外は全てさっき捏ねつ造ぞうしたのですが。だいたいこんな感じでした。確か。だいぶん前なので、ほとんど忘れましたけど。

　そんな風に話を振ふられて書き出したのですが、相変わらず好き勝手に作らせてもらいました。「長すぎる!?」「スケジュールめちゃくちゃ！」とかまあ、その、相変わらずご迷めい惑わくはおかけしましたけれど……。

　難産でしたが、今原げん稿こうを読み返して思うのは、「もっと女の子を裸はだかにすればよかった」との思いです。いっそ登場人物全員美少女にした方がいいのではないかという提案もした気がしますがあえなく却きやつ下かされました。今からすれば、しなくてよかったと思います。

　あ、いや、しかし、ウルスラはもっとエロい格好にするべきだったかも……。

　悩なやみどころですね。

　ああすればよかった、こうすればよかったと、いつも書き終わってから思うものですが。

　それでは恒こう例れいの謝辞を。

　イラストの鍋なべ島しまテツヒロ先生、美麗なイラストをいただきありがとうございます。ぎちぎちのスケジュールにしてしまってすみません。担当の清きよ瀬せさん、近こん藤どうさんには本当にこの半年、ご迷めい惑わくをおかけしました。他に校閲様や様々な方々にも大変ご迷めい惑わくをおかけしました。




　そしてこの本をお買い上げいただいた貴方たちには──最大限の感謝を。
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奇き水すい

20世紀後半に出現。山間での修行を続けていた時、夢中に役行者が現れて「地に百合の花を咲かせるが如く創作の道を歩め」と託宣を受ける。噓です。初めての異世界ファンタジーです。

[image: ]




イラスト／鍋なべ島しまテツヒロ

山口県出身のイラストレーター。

代表作にイラスト担当「犬とハサミは使いよう」著：更伊俊介（ファミ通文庫）「マグダラで眠れ」著：支倉凍砂（電撃文庫）など。電撃文庫ではシスターヒロイン率が高い。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「奇水先生」係

「鍋島テツヒロ先生」係











一章　ウルスラの再会／「電撃文庫MAGAZINE Vol.52」（2016年11月号）

二章　ウルスラの観察／書き下ろし

三章　ウルスラの仕事／書き下ろし

四章　ウルスラの商売／書き下ろし

五章　ウルスラの後悔〈上〉／書き下ろし

六章　ウルスラの後悔〈下〉／書き下ろし




文庫収録にあたり、加筆、訂正しています。
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ご近きん所じょの殴なぐりクレリック




戦せん鬼きウルスラの後こう悔かい









奇き水すい
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